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　バッティンゲンの町でブリッツを休養させてからラインガ街道を三日かけて一〇〇キロ南下した。本日の宿泊先はブゲンドルフという町だ。




「ここかぁ？　ここがええのんかぁ？」

「ああっ……もう先輩から離れられない……」

　吉よし岡おかの肩をマッサージする様子をフィーネが顔を赤らめながら見ている。三日前に色々なお礼の意味を込めて初めて吉岡にマッサージを施してやったのだが、それ以来一日の旅が終わるたびにせがまれている。かなり気持ちがいいらしい。もしかして黄金の指ゴールドフィンガーは最強のスキルなのかもしれない。

「それじゃあ、次は脚をやるからうつぶせになって」

「はい……」

　ふくらはぎに親指を置いただけで、吉岡は快楽の吐息を漏らした。

「なんか、見てはいけないものを見ている気がします」

　そう言いながらもフィーネは視線を外さない。なにやら興奮しているようだ。お前は腐女子か？

「フィーネにも施術してあげようか？」

　顔を更に赤らめてフィーネはブンブンと首を振る。

「怖いからいいです。私は見ているだけで充分楽しいですから」

「勿体ないなぁ。先輩の指は最高だよ。フィーネも一緒に気持ちよくなろうよ」

「わ、私は間に合っていますからっ！」

　会話だけ聞いているとかなり怪しいな。フィーネだけじゃなくてクララ様もいらないっていうんだよな。やっぱり妙齢の女性にとっては恥ずかしいことなのかもしれないね。

「あの、ここは神殿内ですので、あまり変な会話はお控えください」

　たまたま廊下を通った神官さんに怒られちゃったよ。

　今日も神殿の大部屋に泊まっている。今晩は俺たちの他にも四人の宿泊客がいた。それにしても、さっきからじっと俺たちを見つめてくるお姉さんが気になる。歳の頃は二〇代後半だろうか。目に少し険はあるが、ちょっと厚めの唇が妙に色っぽい。スレンダーな体つきなんだけどお尻がキュッと上がっているからつい目がいってしまうのだ。

「そんなに気持ちいいの？」

　お、向こうから話しかけてきたぞ。

「ねえセンパイさん、私にもやってくれないかな？」

　いいのかな？　いいのかな？

「もちろん構いませんよ。どこか疲れているところはありますか？」

　興奮を悟られないように必死に心を落ち着かせた。

「一日中歩き通しですっかり足が痛くてね」

「わかりました。じゃあ寝台にうつぶせになってください」

　吉岡を放りだしてお姉さんのマッサージをすることにした。

　お姉さんの名前はエルケといって、ブレーマンの街を目指して旅をしているそうだ。

「センパイさんは貴族様の従者なんだって？」

「そうなんですよ。王都への旅の途中なんです」

　軽い雑談を交わしながらマッサージを施していく。なかなか引き締まったふくらはぎをしてらっしゃる。筋肉質で無駄な脂肪がついていない感じだ。長い旅をしてきたのかな？　でも、あんまりリラックスできていないみたいだ。実は黄金の指ゴールドフィンガーを使うと相手の緊張の度合いが分かってしまう。知らない男に体を触られているからリラックスしきれないのかもしれない。俺はスキルレベルを一から二へと上げた。黄金の指ゴールドフィンガーにはレベルが一から七まで存在する。その段階によって得られる効果や快感が違うのだ。吉岡にはレベル二までしか使ったことはない。だからレベル三以上の効果というのは俺自身もまだよくわかっていないのだ。

「はぁっ……ふぅ～……本当に気持ちがいいんだねぇ……ところでセンパイさんがお仕えしている貴族様はどちらの方なの？」

　吐息が色っぽい。吉岡にしてやる時より俄然楽しくなってしまう。

「ブレーマンから更に北へ行ったエッバベルク村の騎士爵様ですよ」

「そうなの……はぁ～……」

　ようやくリラックスしてきたようだ。膝裏のツボを刺激してから太腿裏のリンパを上へと押し上げた。これより上に行ったらさすがにアウトだよね？　周りの目が恨めしい。でも本当はお尻の上の筋肉もほぐすと楽になるんだよ、と言い訳しておこう。さようならお尻さん。来世で椅子に生まれ変わったら今度は触れ合おうね。名残を惜しみつつ俺はマッサージを終えた。
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「どうでしたか？」

「すっかり楽になったわ。センパイさんは従者なんかやめてこれを本職にしたら？」

「お暇を出されたら考えてみますよ」

　楽しいひと時だった。フィーネにスケベだなんだと言われたが心外だ。いやらしい気持ちなんて一ミリもなかったぞ。
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　何気ない風を装って廊下に出ると、仲間の男がエルケに近づいてきた。

「どうだった？」

「ちがうね。北の田舎騎士爵だ。例の男爵じゃないよ」

　エルケの言葉に男はホッと息をついた。今晩神殿に泊まっているのは自分たちが探している貴族とは違ったようだ。それが分かって男にも余裕が出てきた。

「ところで、ずいぶん気持ちがよさそうだったじゃないか。あれは演技じゃなかっただろう？」

「バカ言ってるんじゃないよ。そんなわけないだろ」

　エルケは男の話を断ち切るように背中を向けた。なぜならその話は半分当たっていたからだ。だからこそ、これ以上会話を続けたくなかった。エルケの仕事は過酷だ。時には好きでもない男に抱かれ情事の過程で情報を聞き出すことさえある。だがどんなに激しくされようが、どんなに優しくされようが、どんなにしつこくされたところでエルケは仕事を忘れたことはない。寝室に響く嬌声も、男を喜ばす喘ぎ声もすべては演技だった。だけど、今日のあれはなんだったのだ？　最初は上手なマッサージだ、くらいにしか思っていなかった。ところがそれが突然変わったのだ。一瞬であったがエルケは心が解きほぐされるような気持ちがした。任務の最中にそんな感覚に陥るのは初めてのことだった。顔はとぼけた犬のようだが、もしかしたら危険な男なのかもしれない。それがエルケの感じた日ひ野の春はる公こう太たの印象だった。
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　神殿の共同炊事場で夕飯の支度をしていると、何やら騒がしい声が聞こえてきた。

　それがしばらく続いたかと思うと、今度は神官さんがパタパタとこちらに走ってくるではないか。随分と青ざめた顔をしている。

「従者さん、至急騎士爵様にお取次ぎをお願いします」

　ご飯を作っている途中なのに問題発生かよ。

「何事ですか」

「それが、突然いらした貴族の方が個室に泊まらせろとおっしゃられまして」

　なんだその我儘は？　確か二部屋ある個室はもういっぱいのはずだ。

「それでどうしろと？」

　譲ってくれないかという交渉なんだろうけど、多分無理だな。クララ様はその手の曲がったことが嫌いだ。病人や体の弱いお年寄りなんかだったら喜んで譲るだろうが、そんな我儘に対しては梃て子こでも動かないと思う。

「新たにやってきた貴族の方が自分で話をつけるので騎士爵様を呼んで来いとおっしゃられまして」

　それはいくらなんでもおかしいだろう。

「そんな用件で取り次げると思いますか？」

「いえ、非常識なお願いというのはわかっているのですが……」

　神官さんは平身低頭だ。これじゃあ俺が悪いことしているみたいだよ。なんだか本当に可哀想だ。

「おい、まだなのか！」

　甲高い声が響いて今度はネズミ顔の男がやってきた。服装からみて俺たちと同じ貴族の従者のようだが、見るからにザ・小物って感じの奴だ。

「うちのご主人様をいつまで待たせる気だ。さっさとその田舎騎士を呼んで来い！」

　おやぁ、このネズミ君は今なんて言ったかなぁ？

「失礼、貴方は今なんておっしゃりましたかね？　主のことを田舎騎士呼ばわりしましたか？」

　平民が貴族の悪口を言うだけで鞭で打たれる世界だぞ。こいつは軽率すぎないか。ネズミ君もそのことに思い至ったのだろう。若干声のトーンが落ちた。

「お、俺のご主人様はカンマーシュテット男爵ペヒ様だぞ！」

　あっそう。特に興味はないので無視することにした。

「おい、早くお前の主人を連れてこい」

「なんでうちのご主人様がお前の命令を聞かなきゃならないんだよ？」

　あ、ネズミの顔が赤くなった。

「違う、命令しているのは俺のご主人様だ！」

　それだっておかしな話である。一般に公侯伯子男なんていうけど、ザクセン王国の貴族の階級はそんな単純なものではない。男爵の方が騎士爵より偉いなどとは一概には言えないのだ。日本の武家社会に置き換えて考えてみて欲しい。加賀藩の中級藩士が駿府藩の下級武士に命令など出来るだろうか？　ちょっと違うけど感覚的にはそんな感じだ。家格やどの貴族に連なるかなどいろんな要素が関わってくるのだ。だからこいつの言うことはとんでもなく非常識なのだ。

「おい、君の御主人は我が主に命令するというのか？」

　俺は静かに相手を睨みつけた。

「いや、そ、それは……」

　ネズミ君も自分の失態に気が付いたようだ。

「なにをグズグズしておるかぁ！」

　無駄にデカい声が響き、取り巻きを四人連れた男がこちらにやってきた。どうやらペヒさんの登場らしい。




　男爵は小こ狡ずるそうな顔の男だった。ネズミ君から小物臭を少し取り除いて贅肉を足すと男爵になる。ある意味で似たもの主従だ。

「ヘルゲ、いつまで待たせるのだ」

　ネズミ君の名前はヘルゲというのか。

「申し訳ございません！　こいつが言うことを聞かないもんで……」

　俺のせいにするなよ。俺のせいだけどさ。男爵は二重顎の顔を重そうにまわして俺を睨みつけた。豆粒ほどの小さなお目目に凶悪な眼光が宿っている。戦闘向きな体型には思えないけどすごい魔法を使えるのかもしれない。この世界の爵位持ち貴族はすべからく全員魔法が使える。その圧倒的な力で権力を維持し続けているのだ。

「貴様、さっさとお前の主人を呼んで来んかぁ！」

　ネズミ君なら無視も出来るが、貴族の命令を放置はできない。無駄な抵抗などしないで後の判断はクララ様に任せよう。そう決めてクララ様を呼びに行こうとしたら、向こうのほうからやってきてくれた。フィーネが呼びに行ってくれたみたいだ。

「貴殿か、私に用があるというのは？」

　男爵は一瞬好色な視線を向けたが、クララ様の眼光にたじろいでしまう。

「私はカンマーシュテット男爵ペヒだ。そちらの部屋を譲ってもらいたい」

　すげえ！　自分の要求を通してきたぞ。どんだけ欲望に忠実なんだろう。いくら個室に泊まりたくたって、普通はなかなか言えないと思うよ。

「私はエッバベルク騎士爵アンスバッハだ。貴殿に部屋を譲る謂いわれはないが、何か理由でもあるのですか？」

　理由なんてないと思いますよ。

「個室がいっぱいで難儀している」

　ほらやっぱり。単なる我儘だね。クララ様も呆れたようにため息を一つついた。

「部屋は私が先に借りた。お譲りはできません」

　それだけ告げてクララ様は背を向けてしまった。これ以上関わるのも嫌だったのだろう。

「ぐぐぐっ」

　男爵は悔しそうに歯ぎしりしている。ざまあみろだ。だが、立ち去ろうとするクララ様の背に男爵はとんでもない言葉を投げかけた。

「決闘だ!!」

　大人げなさすぎだろう……。




　ザクセン王国の法律では貴族同士の決闘がちゃんと認められている。よほど不条理なことじゃない限り当人同士で問題を解決しなさいという趣旨にのっとった乱暴な法律だ。

「個室と貴族の名誉をかけて貴様に決闘を申し込む！」

　バカバカしくて話にもならない理由だが、決闘を断るというのは貴族の体面を大いに傷つけてしまう。メンツを重んじる貴族にとってそれは許されないことだった。

「男爵よ、本気なのか？　このような下らぬことで決闘などと、貴殿の評判を下げるだけですぞ」

　あまりのことにクララ様も開いた口が塞がらないようだ。

「臆したか？　ならば素直に部屋を譲ればいい！」

　不敵に笑う男爵に周りの従者たちが追従して笑い出す。

「よかろう。決闘を受けよう」

　ダメだよクララ様、こんな安い挑発に乗ったら。こういう手合は大抵ずるいことをするんだからね。それにしても男爵はよく決闘なんて言えたな。見た目から判断するに近接戦闘系ではなく魔導士系の戦い方をしそうだ。と、あれこれ思案していると男爵が高らかに告げた。

「決闘はそれぞれの従者を代理人として行う。時刻は三〇分後、場所は神殿前の広場でよかろう」

「なっ！」

　自分が戦うと思っていたクララ様が狼狽しているぞ。決闘って貴族同士で戦ってもいいけど、代理人を立てても構わないのね。腕っぷしの強い奴は代理人としてそれなりの金額で雇ってもらえそうだ。用心棒みたいな感じだな。

「赤か白かさっさと決めよ」

　見下したように男爵が聞いてくる。赤か白？　なんだそれ？　クララ様の説明によると武器を持った決闘を「赤の決闘」、素手による決闘を「白の決闘」というそうだ。饅頭でもワインでもなかった。赤か白かは決闘を申し込まれた方が選んでいいそうだ。白の決闘なら死者が出ることはまずない。

「すまない。私はてっきり自分が戦うものだと思って決闘を受け入れてしまった」

「それはいいのですが、白の決闘の場合は魔法も禁止ですよね？」

「うむ。魔法は武器と同じとみなされる」

　だったらちょっと怖いけど「赤の決闘」にした方が有利だな。喧嘩なんて高校生の時に巻き込まれたきりだぞ。

「勝敗はどのように判定されますか？」

「代理人の死、もしくは戦闘不能、降参のどれかだな」

　やっぱり赤で決定だな。俺が出るにしろ吉岡がでるにしろ素手の殴り合いはまったく勝てる気がしない。男爵も決闘に自信を持っているみたいだし、相手はそれなりに強いのだと思う。

「どうする吉岡？　いっとく？」

「センパイに譲りますよ」

　そうなの？　でも吉岡が魔法を撃ったら確実に相手は死んじゃいそうだもんね。俺が出る方がいいのか。

「それじゃあ赤の決闘でお願いします」

　相手方にそう伝えると全員が驚いたように口をあんぐり開けてしまった。なんか変なことを言ったのか？

「従者同士の代理決闘の場合は白の決闘を選ぶのがほとんどなのだ」

　クララ様の言葉に納得した。主人の我儘で命を賭けるのは馬鹿らしいもんね。だけどこちらにも事情があるのだ。魔法を使わなければ勝てる気がしないのだからしょうがない。

「赤の決闘で間違いないのだな？　よし、神殿前の広場で待っていてやる。遅れるなよ！」

　男爵は吠えるようにそう言うと、ドカドカと足を踏み鳴らして出て行ってしまった。

「どこにでも厄介な人っているんですね」

　しみじみと吉岡が呟く。

「コウタ、大丈夫だとは思うがこれは赤の決闘だ。万が一ということがある……。このような下らぬことにそなたを巻き込んでしまうとは……」

　そんな泣きそうな顔をしなくても大丈夫ですよ。

「クララ様、本当に俺が死にそうになった時は内緒で送還しちゃってください。死なない限り吉岡の回復魔法で何とかなるでしょう。それに、一度引き受けた以上は俺も負けるつもりはありませんよ」

　生来がビビリなので保険はかけておくことにした。男爵たちは陰険そうなのでこちらが降参しても無視しそうな気がするんだよね。これでもしもの時でもクララ様が送還してくれるだろう。




　一度脱いだ防弾ベストを着なおしてヘルメットをかぶった。吉岡もとばっちりが来ないように装備を付けなおす。

「相手を麻痺させれば戦闘不能とみなされるよね？」

「それでいいんじゃないですか？　首筋に槍でもあてて勝利宣言すればいいと思います」

　よし、それでいこう。




　神殿前の広場に出ると町の人たちが集まってきていた。噂が広がり、決闘を見物しようと人々が詰めかけているらしい。ブゲンドルフは都会から離れているので娯楽も少ないのだろう。決闘など滅多にみられない心躍る催しなのだ。

「おい、暗くてよく見えないぞ」

「かがり火を焚け！」

　すぐに大きなかがり火がいくつも焚かれる。

「本物の殺し合いだって」

「赤の決闘だ！」

　人々のヴォルテージはどんどん上がっていく。おいおい子どもにこんなもの見せるのはどうかと思うぞ。ローマのコロッセオの縮小版みたいなものか……。

「ようやくきおったか！」

　揺れる炎に男爵の不遜な顔が浮かび上がっていた。




　準備を終えて出てきた俺たちを男爵は傲然と迎えた。

「本当に赤の決闘でよいのだな？」

「構いませんよ。代表はどなたですか？」

　俺は男爵の従者たちを見回した。みんないい面構えをしている。出来ればネズミ君がいいな。一番弱そうだもん。

「何を言っておるか。代理人はそれぞれの従者と申したであろうが。当然こちらはこの五人が相手をするのだ」

　ニヤニヤと笑いながら男爵たちは武器を打ち鳴らす。汚いねぇ！　悪役の見本市があったらパンフレットの表紙にのりそうなくらいの汚さだ。しかも微妙な小物感が通つう人じんをも唸らせる。時代劇だったら悪徳商人とセットで出てくる悪代官のポジションだな。

「ほれ、さっさと用意をせんか。観衆が待ちわびているぞ！」

　衆人環視の中でこれほど清々しく卑怯なことをやってのけるなんて、ある種の才能だな。

「しょうがないから僕も出ますよ。フィーネは下がっていてね」

　俺一人だったらやられちゃいそうだけど、吉岡が一緒なら平気だろう。

「とりあえず牽制に魔法を使ってみます。それで降参してくれるといいけど……」

「わかった。危なそうなら俺が吉岡をおんぶして壁に登っちゃうから。ゴニョゴニョ──」

　軽く打ち合わせをして従者たちに向き合った。
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　神殿前の広場で対峙するカンマーシュテット男爵とエッバベルク騎士爵の二組を少し離れた場所から観察している男女がいた。コウタ達と神殿の大部屋で同宿していたエルケたち四人だった。決闘を見守る民衆の熱気に中てられたのか、男の方はやや興奮しているようだ。

「まさか赤の決闘をやらかすとはな」

　商人風の格好をしているが、商人らしくない物腰と目つきをした男だった。

「自信があるんだろうさ。いずれにせよ例の書類を探すいい機会だよ」

　エルケはここ数日探していた男爵が突然現れたことに面食らったが、任務を遂行する絶好の機会に恵まれたとも感じていた。決闘が始まれば男爵はそちらに集中するだろう。しかも神殿前は見物人でごった返している。うまくいけば荷物の中から目当ての書類を抜き取れるかもしれない。当初の計画では色仕掛けでエルケが男爵を誑たらしこみ、性交後に男爵が寝静まったら書類を盗む手はずだった。これならわざわざ嫌いなタイプに抱かれずに済みそうだ。

「アイツらはどんな戦いをするんだろうな？」

「自分の任務に集中しな。私たちは私たちの仕事をするよ」

　かがり火が照らし出す闇の中をエルケたちは動き始めた。
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　俺たちが二人で相手をするとわかって、男爵の従者たちがますます緊張している。五人を相手にするのに二人で余裕をかましているからだろう。

「へっ、どうせハッタリだ！　言っとくが俺はメルダの黒豹と恐れられた男だぞ！」

　槍を担いだ男が吠えている。メルダってどこだろう？

「だったら僕は川越の獅子だ」

　なんでそこで張り合うんだよ？

「じゃあ俺は庄内の鷹で」

　一応付き合っておこう、礼儀として。




「叩きのめせぇ！」

　男爵の掛け声で従者たちは一斉に槍を構えた。戦う場所は広場なので障害物はない。槍が一番使いやすい武器となる。従者たちは呼吸を合わせて一斉に槍を上げて突進してきた。

「頼む吉岡」

「はい……」

　突如現れた炎の壁に観衆たちが悲鳴を上げた。従者たちは燃え盛る炎に突進を止めざるを得ない。

「おお、前より高い壁が出せるようになったんだ」

「そうなんですよ。今は一メートルくらいまでは作れるようになりました」

　吉岡の作り出した炎の壁は音をたてて燃え上がる。少し離れている俺の顔も火照ってくるほど熱い。やがて壁は円形に変化して五人の敵を取り囲んでしまった。

「さあ、かかってきなさい！」

　それは無理だろう。そこは降参をうながしてあげようよ。

「どうする？　まだ続けるかい？」

　従者たちは黙ったまま動かない。動けないのかな。

「ええい、それくらい飛び越えんか!!」

　走り高跳びの選手だって一メートルの炎の壁を越えるのは難しいぞ。出来るとは思うけど絶対にやけどをする。男爵の叱責が怖いのか従者たちは進退窮まった様子だ。時間をかけるのもよくないので、身動きが取れなくなっている彼らにパラライズボールを撃ちこんで終わりにした。

「我々の勝ちです。個室はお諦め下さい」

　男爵はとても悔しそうだが顔には怯えの色も見えた。

「……お主らも騎士だったのか？」

「いいえ。私たちはただの従者です」

「ず……」

　ず？

「ずるいぞ！」

　お前にだけは言われたくない！　でも、魔法が使えれば貴族になれる世界だ。魔法を使える部下を連れているのは大貴族くらいだもんな。そんな部下も普通は騎士の身分だ。魔法が使える従者を連れている騎士爵はザクセンス王国広しといえどもクララ・アンスバッハだけなのかもしれない。

　こうして決闘の決着はついた。クララ様は個室に戻りゆっくりと休むことが出来て一安心だ。だけどこの騒動の後にもうひと悶着あったのだ。図々しさが服を着て歩いているような男爵は俺たちを全員大部屋から追い出して一人で使用すると言い出したのだ。貴族の命令だから逆らうわけにもいかない。せっかくおやすみになられたクララ様に報告するのもはばかられた。

「馬小屋か礼拝所で寝られますが……」

　神官さんが選択肢を提示してくれた。バイクやリヤカーにいたずらされるのが嫌だから俺たちは馬小屋を選択する。男爵の従者たちは当然礼拝堂で寝ることになった。俺たちと同じところには居づらいのだろう。そういえばエルケさんとか大部屋にいた人たちはどこに行ったのかな？　決闘が終わったときには姿がなかった。怖くなって逃げちゃったかな？　誰だって厄介ごとには巻き込まれたくないもんね。エルケさんは美人だから従者たちや男爵に絡まれそうだし、逃げ出しておいて正解だったかもしれないよ。これは後から聞いた話だがカンマーシュテット男爵ペヒは公金横領の罪で投獄されたそうだ。なんでも国営銀山の売り上げを着服して私腹を肥やしていたとか。最初はしらを切っていたみたいだけど証拠となる裏帳簿が見つかって観念したらしい。天てん網もう恢かい恢かい疎そにして漏らさず、悪いことはできないって話だね。

　俺たちが馬小屋で寝るのが分かったらしくてブリッツが喜んでいる。こういうところは可愛いのに何で背中に乗せてくれないかな？

「先輩、そういえばさっきはマッサージの途中でやめたでしょう。続きをやってくださいよ」

　しょうがないな。今日は頑張っていたし、もう少し揉んでやることにしよう。改めて全身スペシャルコースを施してやったら、吉岡は気持ちよさそうに藁の上で眠ってしまったぞ。すると今度はブリッツがブルンブルンと鼻を鳴らし出した。

「ブリッツもやって欲しいの？」

　首をスリスリしてくる。レベル一で少し撫でてあげてたら、これまた気持ちよさそうに眠ってしまった。

「フィーネもやっとく？」

「いや……怖い」

　そんなに怯えなくてもいいのに。今日は長い一日だったからちょっと疲れたよ。誰か俺にマッサージしてくれないかな？　黄金の指ゴールドフィンガーは自分には施術できない。ちょっとしたジレンマを感じながら俺は眠りについた。
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　今日の移動距離は長かった。およそ四二キロを歩いて、ほとんど暗くなりかけてからこのラーケンハインに到着することが出来た。前回の召喚から今日で六日目だから、日本に送還してもらう日だ。あれから商品を販売する機会は一度もなかったのでこの度の帰還では仕入れは不要になる。どうせ資金も使い果たしているしね。だから、日本へ帰ったら俺は自分のことをいろいろとすることにした。吉岡も今日だけはのんびりと引きこもりを楽しむそうだ。日本時間で一二月一九日の日曜日一四時の時点に送還される。とりあえず俺は日本での新しい住処を探さなければならない。いつまでも吉岡の家に厄介になるわけにもいかないからね。




　狭間の小部屋を経由して日本へ戻ってきた。本当なら一日中歩いてクタクタに疲れているはずなのだが吉岡の回復魔法のお陰ですっかり元気になっている。これなら時間が一四時に戻ってもまだまだ元気に動けそうだ。

「再召喚は明日の午後八時ですね」

「うん。明日は出勤かぁ……。まともに仕事になるのかな？」

　体感的には二五日ぶりの出社なのだ。最後に出社したのが一二月一七日だから日本ではまだ二日しか経っていない。業務内容なんて忘れかけているぞ。

「アキバでクロスボウとか買ったのが一昨日ですよ。信じられないですよね」

　本当にそう思う。




　吉岡と別れてからネットカフェで賃貸物件を検索した。駐車場も必要だ。さてどこに拠点を構えよう。会社の近くが楽でよさそうだよな。どうせなら徒歩で会社まで行ける範囲がいい。でもなあ、ザクセンス王国での商売がうまくいったら辞表を出すつもりなんだよね。向こうでの活動がメインになると思うからさ。そうなっても日本で無職はまずいかな？　カモフラージュに何か商売をするのもいいかもしれない。おいおい考えていこう。

　最初はどうせ繋ぎだしウィークリーマンションかマンスリーマンションを契約しようと考えていた。だけどそれだと住民票が移せないらしい。引っ越したら一四日以内に住民票を移さないといけないのだ。ほとんどザクセンス王国にいるとはいえ、気が付いたら住所不定になっていたというのも困る……かもしれない。だったら、きちんと物件を借りて住所を移してしまった方がいいだろう。

　会社の最寄り駅近くで検索をかけたら築五九年とか四八年とかいう古いアパートがたくさん出てきた。家賃も三・五万円くらいから四・五万円くらいと安い。どうせほとんど使わないからこれでもいいかな。あ、でもダメだ。風呂が付いていない。ザクセンスでは風呂無しの生活だからせめて日本に帰ってきたときはお風呂に入りたいのだ。王都についても官舎に住みこまなければならないそうで、家に風呂を付けるという俺たちの野望は潰えている。せめて日本に送還された時くらいはゆっくりと身体を洗いたいのだ。それにしても、今どき風呂無しアパートなんていうのもたくさん残っているんだな。四谷という町は一本奥に入るとレトロな雰囲気が漂っているんだよね。

　画面をスクロールさせていくと築四六年のワンルームアパートがあった。詳細を確認すると室内はリフォーム済みで風呂もユニットバスがついている。家賃は五・二万円で敷金礼金は家賃の一ヶ月分ずつ。諸費用はすべて込みで三・一六万円？　安いじゃないか。当面のつなぎとしてはここで充分な気がする。




　不動産会社の審査も通過して、俺はその日の内に「池波荘」二〇一号室に入居した。外から見るとあまりきれいには見えない木造アパートだが、内部はしっかりとリフォームされている。白すぎる壁紙は眩しく、床にはフローリング材が張られていた。布団などはないのでテントマットを敷いて寝袋をおけば立派なねぐらの完成だ。インターネットの回線はないけどとりあえずはスマートフォンで何とかなる。自動車の中の荷物を運び込むだけだったので引越しは三〇分もかからずに終了してしまった。占有スペース一三・七八㎡がやけに広く感じるのは荷物が少ないせいなのか、それともここには俺しかいないせいなのか……。この日は久しぶりにネットで動画を見ながらいつの間にか寝てしまった。




　ネクタイって元々はクロアチアの兵士が巻いていたスカーフが起源だという説がある。兵士たちの無事な帰還を祈って母や妻が送ったものを首に巻いていたそうだ。約一カ月ぶりにネクタイをしめれば、俺も一人の企業戦士に変身だ。あ、これは数年前に絵美からプレゼントされたネクタイだった……。会社までは徒歩で一五分の距離だから時間はたっぷりある。新しいネクタイを選びなおしてから出社した。

　早朝から資料やメモを読み込んで一生懸命業務内容を思い出したけど、やっぱり限界はあるよね。完全に休みボケのような状態で何とか仕事をこなしていく。俺の場合は朝一番で上司に電撃離婚のことを打ち明けたので、多少のミスは大目に見てもらえたよ。しかも午後は役所をまわるための休みを快く許可もしてくれた。

　そんなこんなで昼休みだ。吉岡と連れ立って外に食事に出かけた。ついでに俺の新居を見せるためだ。

「すげー、なんか昭和の匂いがします」

　その感想は的を射ているけど君は平成生まれでしょうが。昭和の匂いなんて知らないくせに。そこへいくと俺は最後の昭和の人。そう、六三年生まれだ。……ジェネレーションギャップを感じる。でも物心ついてないから昭和の匂いなんて知らないよ。

「先輩、どうでした？」

「どうでしたって何が？」

　フローリングの床にぺたりと座った吉岡の顔はげんなりしている。

　きっと俺も似たような顔をしているんだろうな。

「自分にはもう無理です。さっきから会社にいるのが辛すぎます」

　たしかに日本と異世界の二重生活ではギャップが激しすぎると俺も思う。特に時間が経てば経つほど辛くなるのだ。昨日まで武器を持って決闘していた人間が、その次の日には開発進捗状況の分析書をまとめるとかわけがわからなくなる。

「今日にでも辞表を書きたいです」

「わかる、気持ちはわかるよ。でも今抱えている業務が一段落するまで待とう。なっ」

　口では吉岡を宥めながら、俺も限界を感じていた。




　午後は役所をまわって転出転入届を提出した。時間がギリギリだったが運転免許更新センターで免許証の住所変更もやったぞ。疲れたよ、老人になった気分だ。……ザクセンスで四〇キロの旅をしている方がよっぽど楽な気がする。なんでだろうね？

「吉岡、回復魔法プリーズ」

　会社の通用門で再会した吉岡についお願いしてしまう。

「僕にもマッサージをプリーズです」

　二人ともヘトヘトになった日本での一日が終わろうとしている。再召喚まで残された時間は僅かに二一分だった。
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　ブレーマン伯爵は自分の居城に友人を迎えていた。彼の名前はメリゲン子爵デニス・リーツ。少年時代からの旧友でもありライバルでもある。何かにつけて二人は張り合っているのだが、それは友ゆう誼ぎの深さの裏返しでもあった。今日は二人して伯爵領の狩場へ猟に出かけたのだ。冬の狩りは貴族の楽しみであり嗜みでもある。猟果は伯爵のカモ一羽に対して、子爵は鹿と雷鳥に加えてウサギも獲っていた。

「なかなか楽しい猟だったな。お前と違って獲物が多かったから喉が渇いた。ユルゲンよ、夕食前にお茶でも振舞ってくれ」

　子爵は軽い嫌味を混ぜてお茶を所望したが、伯爵はその言葉を喜びを持って聞いていた。

「（きたっ！　今のうちにせいぜい優越感に浸っておるがいい。デニスめ、度肝を抜いてくれるわ）」

　伯爵は何気ない風を装い執事に言いつける。

「聞いての通りだ。子爵にお茶をお出ししなさい。私も一緒に飲むとするかな……」

　子爵にお茶を出す際は新たに購入した茶器で出すようにと、使用人たちには予め言い含めてあった。

「それにしてもこの新しい弓は中々の品だぞ。ボンベルの職人はいい仕事をする。ユルゲン、お前も一つ購入してみんか？　狩りの獲物が少しは増えるぞ」

　普段の伯爵なら子爵の言葉に悔しさを感じただろうが今日は全く気にならない。

「失礼いたします」

　執事がメイドたちを連れて戻ってきた。

「だが、本当に大切なのは弓ではなく矢だと思うのだよ私は」

　子爵の狩猟談義は続いている。

「特に重要なのはシャフトの部分だ。これの素材が命中率に──」

　気持ちよさげに持論を展開していた子爵の言葉が突然に止まった。視線はテーブルの上に並べられているティーセットに固定され、口は開いたままだ。

「ふむ、続けてくれデニスよ。シャフトの素材によって命中率がどうなるって？」

　微笑みながら尋ねる伯爵に子爵は驚愕の表情を向けた。

「ユ、ユルゲン……こ、これらの品は……」

「うむ」

「ど、どこでこのようなものを」

　心地よい優越感が伯爵の心を満たしていく。知りたいかデニス？　知りたいだろうなぁ。

「そんなことより弓矢の話をしよう。興味があるのだ」

「ユルゲン！　頼む、お主と儂の仲ではないか！」

　哀れっぽく叫ぶ旧友の姿に、ついに伯爵は込み上げる笑いを抑えきれなくなっていた。
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　会社からアパートまでの道を俺と吉岡は小走りで移動していた。どうせなら自分の部屋から召喚された方がいいと思ったからだ。再召喚までの時間はあと一七分。途中で閉店しかけていたパン屋を見つけたので、晩飯と朝食用にいくつか購入した。選んでいる暇はなかったので内容もよく確認しないで端からトレーにのせた。

　会計を済ませてまたアパートへと急ぐ。最後の方は全力疾走だったが吉岡がちょいちょい回復魔法をかけてくれているようで息切れは全くしなかった。




　狭間の小部屋に飛んで服を着替えた。スーツ姿で向こうへ行ったら目立ってしょうがないだろう。いつもの従者服を着て、今日もスキルカードをゲットだぜ！




　スキル名　引き寄せ

　貴方を堕落させる魅惑のスキル。

　自分は動かずに離れたところにあるものを自分の手元に引き寄せる。

　距離二〇メートル以内。重量五キロまで。

　引き寄せ時の軌道は自由に変化させられるので障害物があっても大丈夫。

　ただし目視できるものに限る。




　これは便利だ！　もう炬こ燵たつから出ることなくリモコンを取れる！　試しに床に置いてある雑誌に手を向けてスキルを発動したら、ちゃんと俺の手元に来た。

「超便利！」

「応用範囲の広そうなスキルですね。自分も欲しいなぁ」

　吉岡も羨ましそうにしていた。今回もいいスキルを手に入れたもんだ。俺はカードデルに手を合わせて拝んでから青い扉をくぐった。




　召喚された場所は来たことのない場所だった。暗闇の中でクララ様が優しく微笑んでいる。

「ただいま戻りました。遅い時間での召喚をお願いして申し訳ありませんでした」

　日本時間では二〇時だったが、ここではもう二三時だ。ザクセンス王国の常識では深夜に当たる。

「かまわぬ。二人が無事に戻ってきてくれた方が私も安眠できるよ」

　きっと寝ないで待っていてくれたんだな。服装は部屋着に着替えているが、髪は解いていないままだ。せめてもの償いに寝酒でもどうだろう？

「クララ様、私と吉岡はこれから夕飯を食べるのですが、クララ様もよろしければワインだけでもお付き合いいただけませんか？」

　クララ様がびっくりしたような顔になる。

「わ、ワインであるか？　そうだな……一杯くらい付き合おうか」

　クララ様が付き合ってくれるならいい方のワインを開けよう。




　目が慣れてきてわかったが、今日は神殿ではなく宿屋に泊まっているようだ。部屋に移動するとフィーネがぐっすりと眠っていた。一八歳とは思えないくらいあどけない顔で寝ている。思わずほっぺをツンツンしてみたくなる衝動に駆られてしまった。

　ＬＥＤランタンを出して食事の準備をした。先程のパン屋で買ったサンドイッチとグラスに赤ワインを注いで乾杯だ。

「ここは何という町ですか？」

「ロップールだ。ラーケンハインから三二キロ南下した」

　俺たちが日本に帰っていた間にもクララ様は王都への道を進んでいたのだ。

「フィーネの方は大丈夫でしたか？」

「ああ。器用に操っていたぞ」

　バイクの運転はフィーネに任せたがうまくやってくれたようだ。雪は連日の日差しで溶けていたし、器用なフィーネは教えたらすぐに操縦法を覚えてしまった。面倒な道路交通法もここでは覚える必要はないからね。

「私が乗ってもよかったのだがブリッツが怒るからな」

　ブリッツはクララ様が他の馬や乗り物に乗るのが許せない。しかも俺も吉岡もフィーネさえも決してその背中に乗せたがらないのだ。

「アイツはプライドが高いくせに甘えん坊で独占欲が強いんですよ」

「ふっ、飼い主に似たのだろう」

　ええ!?　今夜のクララ様はワインのせいかいつもより饒舌だ。

「そ、そうなんですか？」

「驚くようなことか？」

「いえ、見た目からは想像もつきませんので……」

　吉岡がそう言うとクララ様は笑い出した。

「ブリッツだってそうだろう？　見た目は精悍な軍馬だ。その実、あいつは我わが儘ままで甘えん坊なのだ。私にそっくりさ……」

　自嘲するようなクララ様を見て思う、もしかしてクララ様はストレスが溜まっているのか!?

　空になったグラスに新たなワインを注ぐと、クララ様は一つ頷いてごくりと飲み始めた。俺と吉岡は目を合わせて頷き合う。ここはもうクララ様に日頃のうっ憤を全て吐きださせてあげた方がいい。

「ささ、クララ様。何か食べた方がお酒も進みます。こちらのローストビーフのサンドイッチなどいかがですか」

「ありがとうアキト。うん……おいしい」

　クララ様はサンドイッチを食べてまたグラスを傾ける。

「王都への道のりはまだ半分にも到達していませんからね。今晩は充分英気を養いましょう」
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　俺も吉岡も接待の経験はあまりないが、今晩はクララ様のために頑張るぞ！




　俺たちの宴会は続き、二本目のワインを開けたところで話題は魔法の話になった。

「ところで、この世界の貴族は魔法が使えますよね。それは例外なく皆使えるということなのですか？」

　前から気になっていたことを聞いてみる。もしそうだとしたら魔法を使える人間は世代が下ればどんどん増えることになる。

「そんなことはないぞ。貴族階級にあるからといって全員が使えるわけではないのだ」

　クララ様の説明によると魔法使いとしての素質は遺伝形質として次の世代に受け継がれるのは確かだった。だがそれはほとんど最初に生まれる子供だけ、つまり長男か長女だけに現れる特徴なのだそうだ。稀に次男次女にも魔法の素質を受け継ぐ子どもが生まれるが、三男三女に至ってはごく僅かであり、四男四女にもなると過去に報告例がない程になるそうだ。魔力を持たない子供も貴族の子弟ではあるので貴族階級には連なるが、一代限りしか身分は保証されない。だから次の世代は平民になる。ちなみに魔法の素質を受け継いだ次男次女がいる場合は分家を立てるのが習わしだ。たまに平民から魔法を使える子どもが生まれるが、その先祖を調べると貴族の次男三男であったりする。いわゆる先祖返りというやつなのかもしれない。

「アンスバッハ家はクララ様のお父上の代で叙任されましたよね。ということはアンスバッハの家も先祖をたどればどこかの貴族の末裔になるのでしょうか？」

　俺が質問するとクララ様は少し嬉しそうに首を横に振った。

「アンスバッハの家は少し特殊でな……この話をするには私のお婆様の話をしなくてはならない」

　ワインで口を湿らせてクララ様は話を続けた。

「私のお婆様という人は本当に強く美しい人だった。私などが一〇人束になってかかっても敵わないくらい強い人だったよ」

　世間ではそれを化け物と呼ぶんだぜ！

　あれだけ強いクララ様が一〇人分以上なんてありえないぞ。だけどお婆様の話をするクララ様の目は喜びに溢れている。きっと大好きだったのだろう。

「当時のエッバベルク領は正確に言うとザクセンス王国の領土ではなかったのだよ。六〇年くらい前まであそこは少数民族の住む土地で、お婆様はそこの族長の娘だったのだ」

　ギリール人というのがその少数民族の呼び名だったそうだ。ギリール人たちは自治こそ認められていたが、ザクセンスに税金を払っており、実質的には支配されているのと同じだった。だからギリール人の村には徴税官が年に何回かやってきたそうだ。

「もしかしてその徴税官がクララ様のお爺様ですか？」

　クララ様は笑い出す。

「いやいや、その徴税官のお供の兵士の一人がお爺様だったのだ」

　その兵士は何の特徴もない男だった。知恵が回るわけでもなく、武技に秀でていたわけでもない。顔だって平均的な顔よりちょっと下の部類だった。だが、そんな男が一目見るなり族長の娘にいきなり結婚を申し込んだのだ。

「お婆様は激怒したと言っていたな。自分がバカにされたと思ったのだろう」

　しかし、娘が怒りをぶつけてもその兵士は食い下がって自分と結婚してくれと言い続けた。理由を問うと、「愛してしまったからだ」としか言わない。族長の娘はバカバカしく思いながらも一つの条件を出すことにした。

「先程も話したがお婆様は物凄く強い方で、その頃ブレーマンで開かれていた武術大会では一三歳から五年連続で優勝していたそうだ」

　うん、やっぱり化け物だ。

　いくら怒鳴りつけても帰らない兵士に業を煮やした族長の娘は、剣術で自分に勝てたら結婚を考えてやるという条件を出した。このままでは埒が明かないと考えていた兵士もその条件を喜んで受け入れ、二人は試合うこととなった。兵士も娘の強さは聞いていたので勝てるとは思わなかったが一縷の望みをかけて試合に臨んだ。だが、結果は惨さん憺たんたるものだった。

「一秒もかからなかったそうだよ。お爺様は開始の合図と同時にお婆様に打ち据えられて気絶してしまったそうだ」

　しばらくして目を覚ました兵士は「また来ます」と肩を落として去って行く。一方族長の娘は、これだけ酷くやられたのだからもう二度と来ることはあるまいと安堵に胸をなでおろした。ところがその三日後にまた兵士はやってきた。そして再び試合が行われたが、結果は同じで、その時も一秒もかからずにやられてしまった。けれども兵士はまたその十日後、さらに七日後と暇を見つけては族長の娘に挑戦を続けた。そしてそんな挑戦が二年続き、二人の試合は村の日常の風景となっていったそうだ。そんなある日のことだった。

「ついにお爺様の剣がお婆様の腕をかすったのだ。そこでお婆様はお爺様の求婚を受け入れて結婚したそうだ」

「お爺様は毎日の修業の結果、ついにお婆様に一本入れられるほどに成長したのですね」

　吉岡が感動している。修業次第で吉岡も賢者になれる素質があるから、今の話に勇気づけられたんだろう。だけどクララ様は笑顔でそれを否定した。

「いや、お爺様はまったく強くならなかったそうだ。お婆様はおっしゃっていたよ、あまりの弱さに呆れかえってお爺様の剣を避けるのを忘れてしまったとな」

　虚仮の一念、岩をも通すってやつだ。だけどさ……。

　世間ではそれをストーカーって呼ぶんだぜ！

　情熱と偏執の差を測るのは難しいよな。独りよがりにならないところがポイントなのだろう。

「そこで話は元に戻るが、このお婆様というのがとんでもない量の魔力保持者だったのだ。だけど当時のギリール人はザクセンス人ではないのでお婆様は貴族に叙せられなかった。その代わりお婆様はザクセンス人のお爺様と結婚し、生まれた父上はザクセンス国民として認められた」

　結果、魔法を使えたクララ様の父ちゃんは騎士爵になれたわけだ。

「これは自慢になってしまうが私はお婆様の力を父上よりも強く受け継いでいる。だから他の貴族たちよりも若干魔力が強いのだよ」

　なるほど、クララ様の強さは少数民族のギリール人の血が入っているからなのですね。

「お婆様がよくおっしゃっていらした。なんであの時、あの剣を避けられなかったのかしら？　とな」

　だから……

　世間ではそれを愛と呼ぶんだろ？
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　テーブルに並べられた総菜パンをフィーネがハムハムと食べている。ただでさえあどけなくて可愛いのに、無心で食べている姿はさらに愛らしい。ザクセンス王国のパンは基本的に味が付いていない。ちょっと酸っぱくて固い黒パンが一般的に流通している。日本の総菜パンのような味のついたものはこちらでは見たことがない。

「これは玉ねぎとチーズとベーコン……あともう一つがわかりません」

「マヨネーズというソースだよ。その上にパセリのみじん切りをかけて焼いてあるんだよ」

「美味しいです……ベーコン最高……」

　食べるのに一生懸命のようだ。玉ねぎとチーズはこちらでもよく食べられているが、ベーコンは高級品になるので一般家庭の食卓に並ぶことは少ない。肩ロースを使ったレンガくらいの大きなショルダーベーコンが一塊四〇〇〇マルケスで売られているのを見たことがある。フィーネの手取りは日給六〇〇マルケスで一般労働者の平均額より少しだけ少ない。それを基準にして考えれば、いかにベーコンが高級であるかが分かると思う。まあ手取り六〇〇マルケスであっても、実は他の労働者よりは恵まれている。なぜなら食事代と宿泊費用は主人であるクララ様が払ってくれるからだ。武器や防具だって借りられる。服はさすがに自分で用意しなければならないが、王都警備隊に入ると制服まで貸与されるので、それだけでもずいぶん優遇されることになるのだ。

「は～美味しかった。こんなに美味しいものを食べているからコウタさん達は大きいのですね」

　俺も吉岡もこの世界の平均よりは大きいな。でもこっちの世界ではイレギュラーもちょいちょい見かけるんだよね。余裕で二メートルを越えてそうな人も何人か街ですれ違っている。

「私もこれをずっと食べ続けたら大きくなれるかな？　胸だってもう少し……」

「やめといたほうがいいよ。胸の前に腹が出ちゃうから」

　吉岡がフィーネに殴られているのを横目で見ながら、今日の予定を確認した。本日の旅程は四二キロでゴルフスドルフという大きな街にたどり着くそうだ。ゴルフスドルフにつけば全行程のおよそ半分を来たことになる。エッバベルクを出発してもう二五日か。随分と遠くへ来たものだ。




　リヤカーの上に座ってうたた寝をしていたら突然フィーネの叫び声に起こされた。

「海！　海ですよコウタさん」

　海？　ここは内陸のはずだけど……。

「ははは。フィーネ、これがバーデン湖だよ」

　クララ様の指し示す先には青い湖が広がっていた。バーデン湖は南北一四七キロ・最大幅三八キロを誇る巨大な湖だ。水運業が盛んなことで有名な湖でもある。今日の目的地ゴルフスドルフもバーデン湖のほとりにある街だった。ラインガ街道はここで一時水路と陸路に別れるが、俺たちがいくのは水路の方だ。明日からは船旅になると聞いているので楽しみにしていた。バーデン湖の河口からはラインガ川を下り一気に王都を目指すことになる。

　それにしても大きな湖だ。これだけ大きいとフィーネが海と勘違いしてもしょうがないな。しかも対岸は隣国オストレア公国だ。元々はザクセンス王国の一部だったそうだが、一〇〇年くらい前に当時のオストレア辺境伯がザクセンスからの独立を宣言して国家を樹立してしまった。当然のことながらザクセンス王国とは仲が悪い。本当は戦争になるはずだったようだけど、当時のザクセンス王国は北からは北方諸国の侵入、東にはポルタンド王国との戦争を抱え、軍をオストレアに向ける余力がなかった。オストレア辺境伯もその辺は理解していて謀反を起こしたんだろうね。そういったわけでザクセンス王国は西の広大な土地を奪われ現在に至っている。でも、国同士は仲が悪いけど民間レベルでは交易が盛んであり対立感情は希薄だ。元々同じ民族だし、親戚同士が対岸の街に住んでいたりするから当然と言えば当然だ。その辺の事情もあってか若干の緊張状態ではありながらも、この地域での紛争は起こっていなかった。




　焚き火を囲んで俺と吉岡はバーデン湖岸の砂浜にいた。一足先に次の街であるブレガンツへ向かうためだ。だって船代が高いんだもん。ゴルフスドルフからブレガンツへの運賃は人間が一人三〇〇〇マルケスもする。馬はもっと高くて五〇〇〇マルケスだ。船主にバイクとリヤカーを運ぶのにいくらかかるか確認したら馬と同じ五〇〇〇マルケスと言われた。トータルで二万二〇〇〇マルケスもかかってしまう。それだったら俺と吉岡が先行してバイクで湖を渡り、ブレガンツの街でクララ様とフィーネを待とうということになったのだ。俺の「水上歩行」を使えばバイクでの走行も問題ない。だけど流石に水の上を走るのは目立ちすぎるので、こうして皆が寝静まるのを待っているわけだ。クララ様は皆の船賃くらいの余裕はあるから気を使わなくていいと言ってくれたが、二人分とバイクの運賃は一万一千マルケスになる。だったらここで節約して次の投資額を増やしてくれた方が俺たちにとってもありがたい。それに船で一〇時間揺られるよりはバイクを二時間走らせた方がよっぽど楽でもあるのだ。どうせ船旅なのでやることは少ない。身の回りの世話はフィーネがいるから大丈夫だろう。彼女もすっかり従者の仕事が板についてきている。




「そろそろ行きますか？」

　時刻は夜の一〇時だ。バーデンの湖畔にバイクのエンジン音が響き渡る。

「この音で寝ている人を起こしちゃいそうですよね」

　その通りなんだけど、こればっかりはどうにもならない。エンジン音が静かな電動のモトクロッサーもあるにはあるが、確かまだ市販はされてないんだよな。あれさえあれば隠密行動が楽になるのに……。

「水上歩行」をアクティブにして、おっかなびっくり水の上にバイクを進めた。大丈夫、沈まないぞ。

「こっちも問題ないです」

　リヤカーの車輪もちゃんと水の上だ。俺たちは水上の上を滑らかに走り出した。




　低く垂れこめた雲が夜空を覆い辺りは真っ暗だ。バイクのライトは明るいＬＥＤのものに付け替えてあるので視界は悪くないが万が一ということもある。速度は時速六〇キロ以上にならないように抑えて走ることにしよう。

「到着はどれくらいですか？」

「ブレガンツまで一一〇キロくらいだから二時間くらいだな」

　おそらく日付が変わる前にはブレガンツにつくことが出来るだろう。この時間の港は封鎖されているだろうから街道の近くでテントを張る予定だ。




　バイクを走らせて一時間、俺は強烈な眠気に襲われていた。だけど水上なので吉岡に運転を代わってもらうわけにもいかない。俺が下りたらバイクは沈んでしまうし、吉岡は後ろのリヤカーに乗っている。

「眠い～。死ぬぅ～」

　インカムで吉岡に愚痴ることで何とか眠気を誤魔化しているのだが、もう限界が近い。

「先輩、左方向を見て下さい。小さい島がありますよ！」

　これぞまさに天の助け。あの島で仮眠しよう。薄れゆく意識をなんとか繋ぎ止めながら島を目指した。

　小さな島だった。広さは五〇〇坪くらいで木がまばらに茂っている。普段から何かに使われているらしく船着き場が整備されていた。だけど水上からバイクで上陸できるようにはつくられていない。大きな岩がゴロゴロとしている岸で苦労してバイクを引っ張り上げた。俺も吉岡も汗だくだ。

「ごめん……」

「どうしたんですか？」

「すっかり目が覚めた」

　我ながら何のために苦労したんだって感じだけど、しょうがないじゃないか！　バイクを引き上げている内に覚醒しちゃったんだもん。

「もういいですよ……ちょっと休みましょう」

　二人して草地の上に寝転ぶ。湖を渡る風が火照った体に心地よかった。

「湖見てたら鰻がたべたくなってきたなぁ」

「吉岡……ものすごく同感だ」

　次回の送還時には絶対に食べると心に誓おう！　なんか小腹が減ってきたので空間収納の中を漁っておやつを探す。お、アーモンドパッキーを見つけた！

「川越って鰻も名物なんですよ。海がなかったから荒川とか入いる間ま川がわで獲れる鰻や川魚が貴重なタンパク源に──」

　吉岡の言葉が突然止まってしまった。

「どうした？」

「湖の上に明かりが」

　言われて気づいたが暗闇の中にぼんやりと灯りが揺れている。あれは松明の光か？

「こんな夜中でも船をだしているんだな」

「大丈夫ですかね？　普通の船ならいいけど悪い人間が乗っていたら……」

　それは怖い。海賊、この場合は湖こ賊ぞくか、そんなのに目を付けられたらいやだもんな。慌ててＬＥＤランタンを消した。

「先輩、こっちにやってきますよ」

「今からバイクを湖に戻してる時間はないよな」

　バイク単体なら何とかなるがリヤカーを繋いでいるとゴロゴロ岩を越えるのが難しくなるのだ。とりあえずバイクを船着き場の反対側に移動して息をひそめた。




　島の船着き場に小さな船が接舷された。一本マストで船体は一〇メートルくらいだろうか。

「やっぱり相手の船はどこにもありませんぜ。まだ来ていないようです」

「おかしいな。白っぽい光が見えた気がしたんだが」

　粗野な声が夜中の小島に響いている。松明の明かりに照らし出される人々は髭面の赤ら顔ばかりでとても紳士的な感じには見えなかった。

「挨拶してみるか？」

「自分は人見知りっす」

　顔で人間を判断してはいけないと言うけど、人間の性格はやっぱり顔に表れると思うんだよね。船でやってきた人達はどう見ても堅気の商売人には見えませんよ。全員が武器を携帯しているし……。

「どうしましょう？」

「どうするって……パッキー食べる？」

「ノンキだな！」

　焦ってもしょうがないだろう？　見つかっても対抗手段はあるんだ。それにまだ悪い人達かどうかはわからない。

「いらないの？」

「下さい……あ、イチゴのやつ」

　島の隅の暗闇の中で、パッキーを食べながら男たちの様子を窺った。




　よく観察していると、島に上陸した人間は全員緊張しているのが分かった。笑顔を見せる者など誰一人おらず、イライラしながら西の方角に目を凝らしている。特に作業するでもなくただ辺りを窺うように佇んでいるだけだ。

「誰かを待っているみたいですね」

「うん。これってあれだよ、映画で見たことある」

「あ、俺も思いました。マフィアとかの取引現場ですよね」

　まさにそれだ。映画の中で郊外の砂漠とか、廃工場なんかでマフィア同士が武器やドラッグを販売するシーンにそっくりだった。

「どうします？」

　そりゃあ隠れておくさ。俺たちは衛兵でも警備隊でもないのだ。魔法とスキルで撃退はできるだろうが実戦では何が起こるかわからない。わざわざ危険に首を突っ込むこともあるまい。隠れていようぜと吉岡に返事をしようとしたまさにその時だった。一団の中から男が一人こちらに歩いてくるではないか。歩きながらズボンの紐を緩めている。そして……。

「なんだてめえらは！」

　見つかりました。下半身を露出させたままのアナタのほうが何なんだよ。瞬く間に武器を手にした一団に取り囲まれてしまったぞ。改めて数えたら男女合わせて一二人もいた。

「警備隊か？」

　頭目らしい男が聞いてくるので首を振る。王都についたら編入されるみたいだけどまだ俺たちは一般人だ。

「他に仲間は？」

「くくく……全員大人しく武器を捨てろ！」

　吉岡君？　狂っちゃった？

「この島は完全に包囲されている。貴様らの取引相手は来ないぞ！」

　やめなさいそういうハッタリは。

「お頭！　奴らが来ました」

　ほら、ソッコウでバレてるよ……。沖合に灯りが見える。一定間隔で点滅しているのでそれが合図のようだ。

「なにが包囲されてるだ……」

「こいつらどうしますか？」

「殺して湖に放り込め」

　いきなりだな。もうちょっと取り調べとかしようよ……。





[image: ]






　轟音を立てて上がる炎の壁に俺たちを取り囲んでいた一団はおののいた。そこからは決闘の時と同じ手順だ。炎の壁で取り囲んで、身動きが取れなくなったところにパラライズボールを撃ち込むという必勝パターンで全員を気絶させた。

「人間を縛るなんて生まれて初めての経験ですよ」

「俺だってそうさ。そういう性癖はないもん」

　ザイルや細引きを使って後ろ手に湖賊（仮）を縛り上げていく。

「その割に先輩さっきから女ばっかり縛ってるじゃないですか」

「ぐ、偶然だろ！　偶々だよ……」

　本当に手前の人間から縛っていっただけだ。

「でも先輩の縛り方……なんかエロくない？」

「抜けられないように丁寧に縛ってるだけだって！」

　ちゃんとしとかないと怖いもんね。

「本当は？」

「やり始めたらちょっとだけ楽しくなっちゃって……」

　あれとおなじだよ。興味とかないけど、やり始めたら凝ってしまうことってあるだろ？　プラモとかガーデニングとか……。

　途中で意識を取り戻した湖賊（仮）に再度パラライズボールを撃ち込んだりして手間取ったけど、何とか全員を縛り上げることが出来た。そういえばこいつらと取引しようとしていたやつらの船はいつの間にか消えていた。吉岡の炎の壁を見て逃げていったのだろう。時刻はもう〇時をまわってしまっている。

「こいつら衛兵にでも引き渡しますか」

　それがいいとは思うけど、ここはバーデン湖に囲まれた小さな島だ。絶海の孤島とまではいわないが岸まではかなりの距離がある。それに勝手なことをしてクララ様に迷惑が掛かったらことだよな……。ところで実際のところこいつらは何をしようとしていたんだろう？　積み荷を調べたらそれらしき木箱が見つかった。中身は……魔石か。

　魔石の形状は形を整えられた黒曜石のようだ。四角くカットされた透明感のある黒い石って感じだな。石というよりはガラスっぽい。黒曜石も石と名前がついているがあれもほぼガラスみたいなものらしい。そんな魔石がミカンの入った段ボールくらいの大きさの木箱に詰まっている。

「末端価格でいくらくらいですかね」

「ドラッグじゃないんだから……」

　リアに聞いたことがあるが、ラガス迷宮でとれる魔石は一つ二〇〇から四〇〇マルケスくらいの値が付くそうだ。強いモンスター程大きな魔石を有し、拳大の魔石なら二万マルケスくらいの値がつくこともあるようだ。目の前の箱に入っているのはリアが見せてくれた魔石と同じくらいの大きさだ。何個入っているのかは想像もつかない。

「仮にこの箱に三〇〇〇個入っているとして卸価格は六〇万から一二〇万マルケスってところかな？」

「おお！　ポッケナイナイしちゃいます？」

「犯罪はいかんでしょう。僕らはまっとうな商売をしようよ」

　魔石ってどこで売ったらいいかもわからないしね。それにそんなことをクララ様が許すはずがない。

「それにもし着服するんなら、こいつらの口を封じなきゃいけないですよね」

　そうなのだ。証拠は隠滅しなければならない……。でもそんなこと簡単に出来るわけないぞ！　俺たちは平和な平和な日本国民だ。人を殺すということについては吉岡と何度か話し合ってはいる。俺たちがこの世界の人間になるのならば日本にいる時の倫理観や常識だけを押し通して生きていくことは不可能だろう。ここは時代も場所も、次元さえも違うところなのだから。世界を俺たちに合わせることが出来ない以上、少なからず俺たちが世界に合わせていかなければならない。常々いざという時は覚悟を決めようと吉岡と話してはいる。この世界で生きるならいつかそういうときも来ると思う。でも今はその時じゃない。右から三番目の女なんて結構可愛くて好みだ。縛り上げられて怯えてる姿を見ると、殺されかけたのに可哀想とか思っちゃうもん。体に槍を突き刺すとか俺にはまだ無理だよなぁ。




「なあ、助けてくれよ。金なら払うから、衛兵に突き出すのだけは勘弁してくれ」

　頭目がしゃべりだすと他の奴等も一斉に懇願してくる。

「俺は下っ端です。見逃してくだせぇ」

「アタシの身体を好きにしていいから逃がして。何だってするから」

「金も魔石も船も旦那に渡します。アッシは旦那の子分にして下さいよ」

　みんな必死だな。さてどうしよう。官憲に突き出すにしてもどこへ行ったらいいんだよ。

「吉岡、俺はまだこの世界のことがよくわからない」

「それは自分も同じです」

「だからクララ様の判断を仰ごうと思うんだがどうだろう？」

　吉岡はじっと俺を見つめてから笑顔になった。

「とりあえずはそれでいいですよ。でも意外だな。先輩ってそんなに自分のことを他人に委ねちゃうタイプでしたっけ？」

　俺も不思議なんだけど、何故かクララ様には絶対の信頼を置いてるんだよ。本当になんでだろう？　自分でもよくわからないや。

「で、こいつらは？」

「そこは、大賢者ヨシオカ様のお力を借りて護送するのさ」




　湖賊たちを船に乗せ、バイクも積み込んだ俺たちはゴルフスドルフへと引き返した。下っ端と女湖賊二人だけを解放して船を操らせる。船は吉岡の風魔法を受けてぐんぐんと進んだ。

「先輩、こんなに飛ばして大丈夫ですかね？」

「ゴルフスドルフまでもてばいい。三〇〇まで上げてくれ」

「三〇〇って何すか……」

　言ってみたかっただけなので数字は適当だ。実際は時速五〇キロくらいの気がする。到着時刻は二時くらいかな。こいつらにもう一発ずつパラライズボールを撃ち込んで、少し仮眠することにしよう。
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　ゴルフスドルフの港の門は朝四時に開いた。クララ様が乗る予定の定期便は朝五時に出港するので既に起きているはずだ。俺が湖賊たちを見張っている間に、吉岡にクララ様を呼んできてもらうことにした。船上で縛り上げられている湖賊を見てもう人が集まってきている。衛兵もやってきてしまった。

「おい、これはどういうことだ？」

　槍を手にした衛兵が不審者に対する視線を俺に投げかけてくる。

「私はエッバベルク騎士爵クララ・アンスバッハ様の従者でヒノハルと申します。バーデン湖の島で魔石を密売しようとした者たちを捕らえました。間もなく私の主もやってきます。みなさんも上役の方をお連れ願えないでしょうか」

　あらぬ嫌疑をかけられるのも嫌だったので、クララ様の名前を出したら相手の態度は軟化した。

「そうでしたか。それはご苦労様でした。すぐに我々の隊長を呼んできましょう」

　衛兵の一人が駆け出していったのと入れ違いにクララ様たちがやってきた。

「コウタ、話のあらましはアキトから聞いた。ご苦労であったな」

　クララ様に褒められるととっても嬉しい。

「お聞き及びかもしれませんが積み荷は魔石でした」

「うむ。取引相手の船も西からやってきたそうだな」

「はい。この船と同規模の物だと思います。取り逃がしてしまいましたが」

　クララ様は小さく眉間にしわを寄せた。

「おそらくオストレア公国へ密売する気だったのだろう」

　バーデン湖の対岸にあるオストレア公国は地下ダンジョンの数が少なく魔石の産出量もそれに比例している。だから、オストレアが他国から魔石を輸入する場合はかなりの高値を付けて購入していた。だがいくら儲かるからといってザクセンス王国の魔石がオストレアに輸出されることは絶対にない。何故かといえば魔石の利用目的が例外なく軍事利用だからだ。実物を見たことはないが魔導砲と呼ばれる大砲のようなものを動かすために魔石は火薬兼砲弾として使われる。イメージとしてはサイエンスフィクションに登場するメガ粒子砲なんかに近い感じだろうか。故に魔石の購買先は全て国であり、ザクセンス王国は魔石の国外への販売を禁止している。破ればかなり重い刑罰が加えられるそうだ。どうりで湖賊たちが官憲へ突き出さないでくれと懇願するわけだ。

「最近では魔石をオストレアへ売れば二倍から三倍の値段がつくと言われている。密輸が後を絶たないのだよ」

「きな臭いですね。それだけオストレアが必死に魔石を集めているのは……」

「ああ。開戦に向けての準備という噂はよく聞くよ」

　今のザクセンス王国は東のポルタンド王国と交戦中だが、ひょっとするとこれにオストレア公国が関わってくるわけだ。




　押収した魔石はかなりの額だったらしく、俺たちはゴルフスドルフの領主に金一封と感状まで貰った。感状というのは戦功や武功が書かれた証明書みたいなもので、兵隊や従者に採用されるときなどに役立つ。普通なら一般兵士採用でも感状があるおかげで伍長や小隊長として雇われるなんてこともあるのだ。しかも軍の船でブレガンツまで送ってくれるそうだ。定期便には乗れなかったけど、これで今日中にブレガンツまでたどり着ける。吉岡の風魔法に期待しよう。
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　小雨の降る中を船はゆっくりと進んでいる。さっきまでは風魔法で矢のように走っていたが、今はアキトが休憩中だ。冷たい雨の中でしぼんだ帆はやけに頼りなげに見えた。

　私が船室へ降りてきたときはコウタもアキトも無防備に眠っていた。フィーネが二人を起こそうとするのを制して音をたてないように腰かける。二人とも昨晩はほとんど寝ていないのだろう。今はゆっくりと眠ればいい。我知らずコウタの頭を撫でようとしているのに気が付いて、伸ばしかけた手を慌ててひっこめた。コウタは犬ではないのだ。気安く撫でていいものではない。だけど……寝ている顔は随分と可愛く見える。……少しくらいなら。

「フィ、フィーネ、お湯を貰ってきてくれないか。顔を拭きたい」

「ただいますぐに！」

「ゆっくりでいいのだ……」

　フィーネはいったな……。扉もしまっている。アキトは……寝言を呟きながら寝ているのか。

「見せてもらおうか。先輩のスキルの性能とやらを……ムニャムニャ……」

　一体どんな夢をみているのだ……。

　自分の心臓の音が部屋中に響いているような錯覚に陥りながら、寝ているコウタを起こさないようにそっと肩に触れてみた。胸が締め付けられるように痛くなるのだが全然不快ではない。切ないのに、痛いのに、このままこうしていたいという気持ちが膨れ上がっていく。私の指の震えでコウタを起こしてしまいそうで怖くなった。横向きで寝ているコウタの顔の近くに手が添えてある。この指が好きだ。爪は綺麗に整えられて、指先が美しい。最近はこの指でアキトにマッサージをしている姿を見かける。私も誘われたが断った。そのようなことができるはずがなかろう。そんなことは恋人か夫婦の間柄でしか許されるものではないと思う。フィーネも断ったようで本当に良かった。もしフィーネがコウタのマッサージを受け入れていたら……嫉妬の炎で私は狂ってしまうところだ。だが……フィーネがするなら私も試してみようか、という言い訳もできたか……。どうすればいいのだ。もしあの指が私の肩や背中にあてられたら、私の気持ちは引き返せなくなるところまで連れて行かれてしまうのではないか？　それが怖い。

「ん……」

　いけない！　コウタを起こしてしまったか。

「これはクララ様、失礼いたしました。何か御用でしたか？」

　不ふ覚かく！　コウタの匂いを嗅ごうとして肩に置いた手に体重がかかりすぎたか。

「す、すまぬな、少し喉が渇いた。何か飲み物を作って欲しい」

「すぐにおつくりしましょう。……ん？　クララ様、お熱があるのでは？」

　コウタが私の額に手をあててきた。バカ者！　そのようなことをすれば熱などいくらでも上がるわ！　とっさに氷魔法で身体の体温を一気に下げる。よかった、私の最も得意な魔法が氷系で……。

「うわ、身体が冷え切ってるじゃないですか。すぐにココアを作りましょう」

　動揺は悟られずにすんだな。よかった……のだろうか？

　コウタが空間収納から道具をあれこれと取り出し、部屋の中にココアの香りが広がっていく。私の大好きな香りだ。鍋をかき混ぜるコウタを見ているだけで心の中に温かいものが満ちてくる。この気持ちを知られてはならないと考える私、知ってほしいと願う私、どちらも私だから始末が悪い。

「やっぱりお加減が悪いのですか？　非常にお辛そうですが」

　相あい反はんする私がない交ぜになって私という一つの個を作っているのだ、辛くもなろう。だけど……。

「はい、ココアが出来ましたよ」

　今は大好きな香りに包まれて、好いた男の側にいるのだ。やはりそれは幸福なことなのだと思う。
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　吉岡が頑張ってくれたのでブレガンツには三時間ほどで到着してしまった。定期便なら二日はかかる距離なのだそうだ。船長さんは是非とも水軍の専任魔術師になって欲しいといっていた。風魔法があれば快速船を有効利用できるもんね。

　今日一日で一〇〇キロ以上南に移動したせいかブレガンツはこれまでより少し暖かく感じた。この辺は葡萄の栽培が盛んで良質なワインが生産されるそうだ。船から降りたブリッツを運動させてやるために郊外まで来たが、ここは冬枯れのブドウ畑が広がっている。俺が轡くつわをとり、クララ様を乗せたブリッツは嬉しそうにいななきながら夕暮れの葡萄畑の間をゆっくりと歩いていた。

「せっかくだから夕飯の時はブレガンツ産のワインを飲んでみようではないか」

　クララ様も機嫌がよさそうだ。ワインが好きだもんな。

「そうですね。でももう少しブリッツを歩かせてやりましょう」

　バーデン湖から流れ出るラインガ川は川幅が広く緩やかに流れていく。俺たちは明日からこの川を軍用船で王都まで下っていくのだ。ブリッツにとっては少々窮屈な日々になるだろう。振り返るとクララ様の銀の髪が夕焼けを反射してオレンジ色に輝いていた。

「どうした？」

（ただ見とれていただけです）

　そんなことを言ったら叱られてしまうかもしれないな。

「いえ……」

　続く言葉が出てこない。でも、クララ様はそれ以上の追及をしてこなかった。お互いが黙りこくったまま、セピア色に染まる世界の中を歩いた。なんだか夕焼けまでもが、もの言いたげに見えてしまう。少しずつ闇が濃くなるブドウ畑に聞こえるのはブリッツの呼吸だけだった。
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　ザクセンス王国水軍バーデン－ラインガ方面部隊ブレガンツ軍港という舌を噛みそうなほど長い施設に俺たちは出頭している。ここから軍船に乗せてもらって王都へ行くためだ。

「エッバベルク騎士爵クララ・アンスバッハ、王都での軍務着任のために巡回船への搭乗許可をいただきたく参りました」

　クララ様の挨拶にこの部屋の主は鷹揚に頷いた。豊かな髭をたくわえ、顔に無数の傷が残るその人は歴戦の強者という風格を全身から伝えてくる。歳は五〇を超えていそうだが身体つきや声に衰えは全く見えない。

「ご苦労。ブレガンツ軍港を預かるラムセン男爵ブルクハルトだ。まあ、楽にしたまえアンスバッハ殿」

「恐縮です」

　クララ様は提示されたイスに座るが俺たち従者はもちろん立ったままだ。

「王都へ向かう巡回船は明後日の朝に出発する予定だ。それまではこの施設の宿舎を利用してくれてかまわん」

　このおじさんは中々いい人だ。騎士爵の懐事情というのをちゃんと理解している。もし宿舎を貸してもらえないと明後日まで二日分の宿代を負担しなくてはならなくなるからだ。四人分プラス馬となるとそれなりの値段がかかる。それを踏まえて空いている宿舎を使っていいと言ってくれているのだ。素敵なオジサマとしか言いようがない。

「お気遣い感謝いたしますラムセン男爵。コウタ例の物を」

　クララ様の合図でお土産の品を出した。ぶっちゃけてしまえば賄賂なのだが、それほど露骨なものでもない。この世界では当たり前のことだし、日本でだって便宜をはかってもらう組織の偉いさんにお土産を持っていくのは別に変なことじゃないだろう？

「アンスバッハ殿、これは……美しい瓶だ」

　ザクセンスでもガラス瓶はあるが緑色をした厚ぼったいものがほとんどだ。透明なガラスもあるが、形はあまり整っておらず非常に高価だった。

「ウイスキーと呼ばれる酒です」

「これがウイスキーか。遥か西の島国、スコッテアで作られているという酒だな」

　俺たちが送ったのは日本製のウイスキーだけどね。一八〇ml入りの小瓶で九〇〇円くらいの品だ。ちょっとした贈り物にはちょうど良いだろう。

「上部の蓋を右にひねれば口が開きます」

「ほほう、珍しいな！」

　ラムセン男爵は子どものように喜んでいる。お酒が好きなのかもしれないな。雰囲気的に酒豪ぽく見えるもん。そして説明を受けたと思ったらすぐに瓶の口を開けてしまった。こういうところがカルチャーギャップだ。ザクセンスでは贈り物はすぐに開けて、中身を贈り主の目の前で確認するのが礼儀なのだ。

「よい香りだ」

　厳めしい男爵が破顔する。そして慣れた手つきで小さな瓶の蓋にウイスキーを半分ほど注いだ。これもザクセンス王国では驚くことではない。贈り物が食品の場合、送り主の目の前で飲み食いして見せるのが最上級の返礼とされているからだ。単に男爵が酒好きだからではない……と思う。

「くわっ！」

　ちょっとアルコール度数が高すぎたかな？

「……」

　男爵は無言のまま琥珀色の液体を凝視していた。随分と驚いているようだ。

「ラムセン男爵？　……いかがされましたか？」

　クララ様は何か不都合があったのかと心配そうだが、俺にはわかる。俺たちはとんでもないものを盗んじまったのさ。そう、男爵の心だ！　男爵はもう一度蓋に口をつけ、残っているウイスキーを全て飲み干した。それからゆっくりと慎重に、かつしっかりと蓋を閉めて大きく息をついたのだった。

「アンスバッハ殿、かように貴重なものを頂き、なんと礼を言っていいかわからん。大切に飲ませてもらうよ」

　この手の挨拶は数分で終わるものなのだが、男爵は機嫌よく一〇分以上雑談を交わしていた。ほとんど酒の話だったが……。




　インゴと名乗る青年に案内されて兵舎へやってきた。ここの大部屋には五〇人ほどの兵士が寝泊まりしているそうだ。細長い部屋の両脇には二段ベッドが並んでいて、まるでカプセルホテルのように見える。明後日までの二日間、俺と吉岡はこの兵舎に寝泊まりすることになった。クララ様は士官用の個室、フィーネはその隣の従卒用の部屋をあてがわれている。

　インゴ君は男爵の命令で、俺たちの世話役に任命された兵卒だ。ウイスキーが随分と気に入ったようで男爵はいろいろと気をまわしてくれている。普通は専属の世話役なんかつけてくれないとインゴ君が教えてくれた。外見はちょっと小太りで、愛想がよく話しやすいタイプだ。歳は吉岡と同じくらいだと思う。

「ここにはたくさんの船があるんだね」

　先ほど見た港には大小さまざまな船が停泊していた。

「うん。軍港っていってるけど全部が軍船じゃないんだよ。民間の船もたくさん泊まってるんだ」

　今のところ軍船は八隻、水兵は三〇〇人配備されているそうだ。

「今年になってから船も兵も少し増えたんだ。来月には更に増員されるらしい」

　明るくニコニコしていたインゴ君の顔が不安に曇った。

「それって、オストレアとの緊張が高まってるってこと？」

「コウタも知ってたんだね。でも、すぐにでも戦争ってわけじゃないみたいだよ。傭兵たちもまだ見当たらないしね」

　改めてザクセンス王国という国について説明すると絶対君主制であり、重商主義の経済政策をとっている。重商主義っていうのは貿易などを通じて貴金属や貨幣を蓄積し、かつ自国の製品を保護・輸出して国を富ませる経済思想だ。列強諸国は獣人たちが住むという西大陸に船を送り、盛んに財貨を集めている。さながら地球の大航海時代だね。そうやって蓄えた財のお陰で常備軍を養い、貴族による官僚制度を維持しているのだ。国内には合わせて約三万人の常備兵がいるそうだ。そこにクララ様のように軍務に参加する貴族と俺たちのような従者が加わって、いくつかの部隊が編成されていく。更に足りない分は傭兵を雇うというのがこの世界の常識だ。基本的に最前線に立つ兵は傭兵なのでインゴ君の言う通り傭兵がいないということはまだ戦争は始まらない証拠でもあると言えた。

「ザクセンスとしてもポルタンド王国に加えてオストレア公国を相手にする二正面作戦は避けたいところでしょうね」

　吉岡の言う通りだと思うけど、相手の嫌がることをやるのが戦略ってもんだ。

「だけどオストレアがザクセンスの都合を考えてくれるはずもないよな。問題はオストレアの目的がどこにあるかだよ。インゴ君、攻めてくるならオストレア公国はどこに兵を動かしてくると思う？」

　とりあえずエッバベルクから離れていれば離れているほどありがたい。

「自分もよくわかんないんだけど、上官が言うには最初の戦端はマイウー島になるって」

　マイウー島はバーデン湖の中にある一周一〇キロ程度の島で、ザクセンス軍の要塞がある島だ。オストレアの海岸線からすぐの場所にあり、いわばオストレア公国の喉元に突きつけられたナイフのような存在だ。いざとなればここを橋きょう頭とう堡ほとしてザクセンス王国はオストレア公国に進軍するのだろう。

「とりあえずは局地戦か……エッバベルクには関係なさそうだな」

「ですね」

　俺と吉岡の遣り取りを聞いてインゴ君は呆れ顔だ。

「他人ごとみたいに言うなぁ！」

　だって関係ないもん。クララ様に参戦命令が出たらもっと真面目になるよ。

「はぁ、俺は来月になったら増援部隊と一緒にマイウー島へ配置換えなんだ……」

　凄く落ち込むインゴ君のために持ってきていた雑誌のグラビアページを切りとってプレゼントしてあげた。紙の中の女の子は水色のビキニを着て、水辺に座って媚びるような笑顔をこちらに向けている。

「お、俺、家宝にするよ。お守りにする。ずっと胸ポケットに入れとくよ！」

　少しは元気が出たようだ。そのお守りプライスレス。この世界では一枚しかない貴重なものだから大切にしてね。
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　早朝から兵隊たちの声が響き渡っている。軍港の朝は早く六時には訓練開始だ。俺たちはお客様扱いだから参加義務はないのだが、周りは全員起きているし、早く行かなければ食堂の飯もなくなると聞いてみんなと同じ五時起床になった。兵隊用の食事だけあって、贅沢ではないが朝からたっぷり食べることが出来た。メニューは豆入りの野菜スープとパン、チーズと干しブドウだった。

　朝食が終われば特にすることもないのでインゴ君に案内してもらって練兵の様子を見学した。訓練は挨拶、敬礼の練習から始まる。俺たちもクララ様からある程度の訓練は受けているのだが、水兵と警備隊員はやり方がちょっと違うようだ。それが終わると今度は体力をつけるために重装備を背負っての行進だ。え？　俺たちもですか？　こういう時に断れないのが日本人……。




　行進は練兵場の中だけかと思ったら、装備を担いだまま郊外へと連れ出されてしまった。どこまでいくんだろう？

「先輩……飽きちゃった」

　そうだよな。もう四〇分以上も行進しているのだが、まだまだ続きそうだ。回復魔法のお陰で疲労はないけどちょっとうんざりだ。結局、行進は一時間も続いてようやく終了した。ここはどこだよ？　すっかり街から離れた場所に来てしまった。

「水兵なのに行進が必要なんだ」

「上陸作戦もするからね」

　インゴ君の説明によるとここの兵士たちは海兵隊とか水軍陸戦隊みたいな感じの任務をこなすようだ。バーデン湖やラインガ川は海ほど広くないから、操船だけしているわけにはいかないのだろう。

「休憩を挟んで魔導砲の訓練がはじまるよ」

　おお！　それが見たかったのだ。現れた魔導砲は予想以上に小さなものだった。長さは一メートルくらい、直径も三〇センチ程の筒状をしていて、馬がひく木製の荷車に乗せられている。五人一組で運用していた。

「思ってたより小さいな。お台場に砲台の設置台が残ってただろ？　あれを想像してた」

「ああ、あそこのは三六ポンド砲ですからね」

　吉岡め、相変わらずの無駄知識だな。惚れてしまいそうになるぞ。ところで三六ポンドって何の数字だよ？　口径？　へぇ～。

「ここにあるのは野戦用の魔導砲だから動かしやすいこのサイズなんだ。港に行けば拠点防衛用の大型魔導砲もあるけど立ち入りは禁止だよ」

　つまりこれは歩兵や騎兵も支援できる、ちっちゃい魔導砲なのね。確かに小回りがききそうだ。

「それでは小型砲の訓練を開始する！　配置につけぇ！」

　指揮官の号令で兵士たちは一斉に動き出した。

　先ずは馬を外して砲を固定することから始まる。きちんと水平器をつかって設置しているぞ。その間に物干し竿みたいに長い槍を持った歩兵が両脇で方陣を作り、その背後に弓兵が並ぶ。

「魔導騎兵の強襲から砲を守るための歩兵だよ」

　魔導騎兵とはクララ様のような魔法を使える騎士のことだ。それから専門の人が望遠鏡で目標までの距離と高低差を経験に基づく感覚で測って狙いを定める。

「魔石込めぇ！」

　狙いが定まったら木製の容器に入った粉末状の魔石を砲身の横に開いた穴に入れる。粉末魔石の量と角度で射程距離が決まるのは昔の大砲と同じだ。だけど魔石に含まれる魔力エネルギー自体をぶつける兵器なので砲弾はない。

「あれなら大砲より運用が簡単そうですよね」

　そうなの？

「だって砲弾が無ければ兵士の運ぶ荷物の量が減るじゃないですか」

　砲弾って一発で二〇キロくらいありそうだもんね。五発持ってればそれだけで一〇〇キロか。

　発射準備が整ったようだ。標的は原っぱの向こうに見える小高い丘の上に建てられた木の杭だ。

「あそこまでどれくらいあるの？」

「六〇〇メートル」

　赤く塗られた大きな杭のようだが、ここから見るととても命中するとは思えない。

「発射準備完了しましたぁ！」

「完了確認！　……撃てぇ！」

　射手が手を触れると、砲身に付けられたプレートの魔法陣が輝き、赤い光が飛び出したと思った刹那に標的付近の大地が爆音とともに弾けた。右少し手前にそれたけどすごい威力だ。

「照準修正せよぉ！」

　望遠鏡を覗いて着弾を確認していた男が指示を出し、他の三人が方向や角度を修正して、残った一人が粉末魔石の量を量っている。準備ができるとすぐに第二射を発射。今度は命中させた。

「たった二発で命中するんだ！」

「あの班は部隊の中でも特に腕利きなんだ」

　説明してくれるインゴ君も憧れの目で見ている。砲兵は歩兵よりも給料がよく、部隊の中でもエリート扱いになるそうだ。

　野戦砲でこの威力なのだから大型なら更に高出力なのだろうな。しかも砲身につけられた魔法陣プレートは付け替えることが可能だ。今回は「地」の魔法陣で物理衝撃を与える魔法弾を撃った。城壁を壊したりするならこの魔法弾が有効だ。しかし対人兵器として使うにはあまりに威力が局所的になる。そこでその場合は「火」の魔法陣プレートに付け替える。こうすると榴弾のように燃え広がる魔法弾が発射される。このように使用目的によってプレートを変えるだけで魔法弾がフレキシブルに変化するのが魔導砲最大の利点と言えた。

「水は火事の場合に散水したり、暴動鎮圧用に使ったりもするね」

「じゃあ風は？」

　ワクワクしながら聞いたのだがインゴ君は首をひねっている。

「風の魔法陣プレートもあるんだけど、使ってるのを見たことがないなぁ」

　風魔法のプレートは圧縮されたガスが出るだけなので使用する機会があまりないそうだ。

　なんか勿体ないぞ。

「魔導砲の圧縮空気でピストンを動かせたら産業革命が起きるぜ！」

「おお、今日の先輩は冴えてるなぁ！　別に風魔法じゃなくても火魔法や水魔法で蒸気タービンを動かすという手もありますよ」

　帆船の時代が終わっちゃいますなぁ！　でも俺たち二人とも工学系じゃないから作るのは無理だ。この世界の頭の良いやつに概念だけ説明して作らせるのもいいな。全ては資本家になれるだけの金を稼いでからの話だな。とらぬ狸の皮算用で盛り上がる俺たちをイタイ生物でも眺めるようにインゴ君が見ていた。だけど、そもそもインゴ君が誘ってくれたおかげで魔導砲を間近で見ることが出来たのだ。ちゃんとお礼をしないとな。

「ほらインゴ君、今日のお礼だよ。とっておいてくれたまえ」

　俺はもう一枚グラビアページを切り取ってインゴ君にあげた。

「あっ！　さやかちゃん！」

　名前も覚えちゃったのね。これなら言わなくても大事にしてくれそうだ。インゴ君の宝物が増えて俺たちも嬉しいよ。バスト八八センチのＦカップだって。すごいよねぇ～。

　その後も訓練は続き、一五時過ぎにようやく終了した。だけど終わってからまた一時間兵舎までの行進が残っていた。

「先輩、自分は兵隊に向いていません」

「俺もだ」

　地球で生きてきた俺たちには堪こらえ性がないのだ。基本的にクララ様の命令以外はあんまりききたくないんだよね。

「やっぱり、さっさと武功を上げて貴族になっちゃいましょう」

「賛成は賛成なんだけど、俺としてはクララ様の従者が……」

「先輩のＭ気質は尊重してあげます。だからクララ様を出世させて俺たちは部下の貴族に収まりましょう」

　Ｍ気質って……そんな性癖はない！　……と思う。痛いのは嫌いだもん。でも相手がクララ様なら……。それはともかく吉岡の提案は悪くない。影の実力者ぽくて格好いいではないか！　その晩は吉岡と「貴族への道」で大いに盛り上がった。
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　インゴ・トロイは自宅の居間で最愛の人との別れを惜しんでいた。数えてみれば出会ってもう一八年が経っている。目を閉じれば過ぎ去った歳月が喜びと悲しみに彩られて胸を去来した。

「父さん、僕に用だって？」

　部屋に入ってきたのは長男のハンスだった。

「ああ。そこにかけなさい」

　言われると息子のハンスは素直に椅子に腰かけた。我が子ながらいい若者に育ってくれたとインゴは神に感謝した。

「いよいよ入隊式だな」

「うん。ちょっと不安だけどね」

　息子が自分と同じ水兵になりたいと言った時、インゴは一人で泣いた。それくらいうれしかったのだ。妻は不安そうにしていたが、息子が自分の仕事と自分自身を認めてくれたと感じてインゴは溢れ出る涙が止められなかった。いよいよ息子はあした旅立つ。その前にどうしても渡しておかなければならないものがあった。

「ハンス、これを持って行って欲しい」

　インゴは一通の封筒を取り出した。

「ブレガンツ防衛作戦、マイウー島上陸作戦、アストリア侵攻作戦……、父さんの命が危険にさらされる度に父さんを守ってくれた大切なお守りだ」

「父さん……。そんな大事なものをいいのかい？」

「ああ。……お前にもっていて欲しいんだ」

「わかった。ありがとう」

　ハンスは封筒を持って部屋から出て行った。インゴの頬を二筋の涙がつたう。さようなら。そしてありがとう。いつだって君は僕を支え、慰め、力づけてくれた。今度は僕の息子を支えてやってくれ。万感の思いと共にインゴの口から最愛の人の名前がこぼれる。

「さようなら、さやかちゃん……」

　インゴがコウタたちと出会って一八年目の春の日だった。
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　ブレガンツから軍船に乗せてもらった俺たちはラインガ川を優雅にクルージング中だ。……もちろん嘘です。そんな優雅な旅になるはずがありません。クララ様はともかく、従者は当然のごとく仕事が割り振られているんだもん。さすがに操船作業や哨戒任務なんかは素人だからさせてはもらえないけど、掃除や料理の手伝い、洗濯、寄港地での荷物の積み下ろしなどが主な仕事だ。今は適材適所ということで吉岡は厨房でジャガイモの皮を一〇〇個分剥き、俺はデッキで掃除をしている。「ヤモリの手」のお陰でマストの上でも平気で登れるから隅から隅まで丁寧にモップ掛けをしてやったぜ。俺の働きぶりを見た水兵さんたちが王都警備隊なんてやめて水軍に志願しろと本気で言ってくれたのが嬉しかった。でも俺はもうクララ様のものなのさ。悪いね、浮気はしない主義なんだ。あっ、………………久しぶりに絵え美みのことを思い出して落ち込んだ。




　川の中州に小さな塔が見えるなと思ったらまた関所だった。領地が変わるたびに川岸や中州に通行税を徴収するための建物が次々と現れるのだ。これらは貴族が自分の領地内で、川の通行を許可するために建てた料金所みたいなものだ。こちらは軍船なので通行税をとられることはないが、商用の船や漁船なんかからはしっかりと徴収している。こんなにしょっちゅう通行税をとっていたら経済発展は望めそうにないと思う。関所を撤廃すれば人と物の流通が盛んになる。そうすれば商業が栄えて領地も発展するだろうに。目先の利益にばかり囚われているのだ。例えば昔の日本では織田信長が他の戦国大名に先駆けて関所を撤廃している。結果的に尾張は商業が栄えることになった。クララ様が内政をする時は是非とも関所の撤廃を助言してあげよう。……でも、エッバベルクってド田舎なんだよね。そもそも関所なんてなかった気がする。いや、それ以前によそから来た通行人を見たことがない。やっぱり地の利って大切だ。山間部に近いエッバベルクじゃ関所の撤廃は何の意味も持たないか。

「先輩、何をたそがれているんですか？」

　休憩になった吉岡が甲板に上がってきた。

「お疲れさん。いやね、エッバベルクをどうやったら発展させられるかなと思ってさ」

　俺の発言に吉岡は即座に手を振る。

「ナイナイ。無理ですよ～、先輩もわかってるでしょう？」

　そうなんだよ。やっぱりエッバベルクには地の利が無さすぎなんだよね。

「主要街道からは離れているし、資源が取れるわけでもない、唯一の救いはラガス迷宮ですけど規模が小さすぎますよ」

　巨額の資本を投下すれば何とかなるかもしれないけど、負債は一〇〇年以上消えないだろう。会社の運営と領地経営を同列に論じることはできないけど、どれだけ上手に企画書をつくっても、役員会では絶対に承認されない事案だ。

「どこの銀行も金を貸してくれないだろうな」

　それこそ比較的近場のブレーマンに遷都が決まるとか、新しい鉱山が見つかるとかしなければどうしようもないな。

「だから、自分たちが頑張ってクララ様がもっと実入りのよい領地を貰えるように功績をあげる方が手っ取り早いですよ」

　吉岡の言う通りなのかもな。

「何の話をしておるのだ？」

　後ろから突然話しかけられて俺たちは川に落ちそうなくらいびっくりした。

「クララ様……」

「エッバベルクの話をしていたようだが、どうしたのだ？」

　どうせ俺はクララ様に嘘はつけないので、吉岡との会話の内容を包み隠さずに話した。クララ様は終始穏やかに聞いて、最後にクスリと笑った。

「コウタとアキトが私の為を思って知恵を巡らせてくれたことを嬉しく思うよ。だが領主として領民により良い暮らしをさせてやりたいとは思うが、別の土地に行きたいかと聞かれれば、そんなことはないのだ。新興の領主ではあるが我が家はあの土地とは縁が深い」

　そういえばクララ様の母方はあの地を治めていたギリール人の家系だ。新興のアンスバッハ家が問題もなく領地を治めていられたのはかつての族長の娘の血がアンスバッハ家にはいったからだ。

「私はあの地を動くつもりはないよ。もし領地を加増されたら代官でも雇うつもりさ」

　そうなのか。だったら俺も村の発展で楽しんでみるかな。

「わかりました。クララ様がそういうおつもりならば、私もエッバベルク発展のために微力を尽くしましょう」

　あれ？　なんで驚いてるの？

「クララ様？」

「い、いや……こ、コウタ達は王都での軍務が終わるまでしかいてくれないのかと……」

　あら、軍務が終わったらお払い箱？

「ち、違うのだ！　もちろんそなた達が側にいてくれればこんなに心強いことはない。私には過ぎた従者たちだ。だ、だが……私はその、たいした給金も払わずにそなた達を束縛している……」

　そんなことを気にしていたのか。

「大丈夫ですよ。私たちが少しずつエッバベルクを発展させてしっかりお給料を上げてもらいますから。ね、先輩」

「吉岡の言う通りです。とりあえずの方針は……大きなことはできないけれど！」

「小さなことからコツコツと！」

　さすがは吉岡、息がぴったりだ。

　午後のひと時を三人で今後のエッバベルクについて語り合った。

「領民の暮らしを楽にするっていうんなら農具でも買い付けてくる？　小型の耕運機とかエンジン付きの刈払機とかなら運べると思うんだ」

「いいですね。何回かに分ければビニールハウスとかも運べそうじゃないですか？」

「おお！　試験的に早い時期に作物を作り始めるのも楽しそうだな」

　クララ様に俺たちが買おうとしてるものの説明をしたり、そのためにはいくらくらいかかるのかを計算したりしていく。気分的には領地経営シミュレーションゲームだな。

「あとは、ラガス迷宮の中に宝箱にいれた一〇〇均グッズを設置するのはどうかな？」

「その程度でやって来る人が増えますか？」

　劇的に増えることはないと思う。小さな迷宮なのであんまり増えても困るしね。

「まあ、魔石産出量を増やすための入場者数促進グッズだよ」

　ダンジョンの入場料は大切な収入だから少しでも増やしたほうがいいもんな。これからいろんな町で宣伝のために一〇〇均グッズをラガス迷宮で見つけたものとして売ってみようかな。流石に高級ティーセットは拙いだろう。あんなものを見つけたことにしたら迷宮に人が殺到してしまう。ちいさなダンジョンだからあまりに大勢の冒険者が詰めかけたらすぐに干上がってしまいそうな気がする。

「ふふふ、夢が広がるな。コウタ達のせいですぐにでもエッバベルクに戻りたくなってしまったぞ」

　俺もです。チェーンソーとかインパクトドライバーとかを見たらリアたちは驚くだろうな。ゾットなんか大興奮するかもしれない。三人それぞれのビジョンを出し合って、エッバベルクという一つの形を作っていく作業はとても楽しかった。




　夕方になってロンハウゼンという街に到着した。今日だけで一六二キロを移動した。やっぱり船旅は早い。王都まではあと二日で到着する。国の中心地に近づいているせいか街の規模は大きいし人々の数も多くなってきている。そしてこのロンハウゼンの軍港で俺はこの世界に来て初めて獣人たちに出会った。

「先輩、ついに来ましたね。リアル獣人ですよ」

「おお。いつかは出会うと思ってたけど、じっさいに会ってみると感動するよな」

　彼らはここユラセア大陸から西へ遥かに進んだアメリア大陸（通称西大陸）から軍船の漕ぎ手として半ば強制的に連れてこられていた。半分奴隷のようなものなのだが、一応雀の涙ほどの給料は支払われ、四年の任期が過ぎると除隊して一般市民として暮らせるそうだ。種族はいろいろ雑多でトカゲっぽい人やネコっぽい人、リスっぽい人もいる。




　川のほとりで水面を見つめるネコっぽい兄妹を見かけた。やけに真剣な表情だと思ったら川の中で泳いでいる魚を見ていたようだ。体長が四〇センチくらいある大きなマスが泳いでいる。

「お腹減ったね」

「ああ……」

　獣人は軍の中でも差別の対象になったり、いじめに遭ったりしているそうだ。もしかしたら食事を取り上げられてしまったのかもしれない。

「魚食べたいね……」

「取れたら焚き火で焼けるのにな」

　あれだけ大きなマスなら二人で食べても食いでがあるな。

　俺は手のひらを川かわ面もに向けてスキル「引き寄せ」を発動した。思った通りうまくいったな。上手にキャッチできなかったけど、水の中から飛び出したマスは陸の上でピチピチとはねている。

「ほら、これを食べなよ」

　ネコっぽい人達はびっくりして立ち尽くしている。でも少しずつ状況が飲み込めてきたようだ。

「貰ってもいいのか？」

「おう。焚き火で焼いて食べたら美味しいと思うぞ」

　そう言うと、妹らしき方がマスの頭をポカンと殴って気絶させてしまった。うーん、ワイルド！

「ありがとう犬人族の人」

　いや、俺は犬人族ではないんだが……。

「兄ちゃんこの人は獣人じゃないよ」

　うん。

「ん？　ああ、ハーフか」

　それも違うぞ。京都人と信州人のハーフだけど。兄弟は嬉しそうに魚を掴んで去って行った。そんなに犬っぽいのだろうか？　多分もう薄暗くなっているから見間違えたんだな……。沁みるような夕日が赤く燃えていた。
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　巡回船の倉庫で緊張に汗を浮かべながら俺と吉岡は向かい合っていた。先程時計を確認してからまだそれほどの時間は経っていないが、ついつい目がいってしまう。まだだろうと思いながらも目を遣ると、時間はやっぱりまだ三分も経っていなかった。俺たちはいま大切な実験をしている最中だ。

　事の発端は吉岡の使っている毛布に一匹のテントウ虫がついているのを俺が発見したことだった。冬のザクセンス王国は寒いのでこちらで見る初めての虫だった。テントウムシは黒い身体に赤い斑点が二つ付いているやつだ。虫には詳しくないが日本でも見たことがあるようなテントウムシだった。死んでいるかと思ったが、掌に載せてみると弱弱しくだが動いている。その瞬間、俺は前からずっと気になっていたことを試すいい機会だとひらめいた。

「吉岡君、今日はこの虫を使って実験をしてみたいと思う」

「博士、それはどういった実験でしょうか？」

　巡回船の旅は退屈なので吉岡もノリノリだ。

「今から空間収納にこのテントウムシを収納して、どうなるかを観察するのだ」

「おお……、動物実験ならぬ昆虫実験ですね」

　生物を空間収納にいれた場合どうなるのかを見ようという試みだ。テントウムシ君には気の毒だがスキルの発展に犠牲はつきものだ。許してくれとはいわない。この手の実験はメンタル的に昆虫が限界だった。哺乳類は完全にアウト、魚類辺りがボーダーだろうか。

　テントウムシをティッシュで優しくくるんで空間収納に入れて一五分待つ。

「そろそろかな？」

「あと一七秒です。…………十，九，八，七，六，五，四，三，二，一，　時間です」

　少し緊張しながら空間収納を開き、ティッシュの中を確認すると……。

「生きている！　小池君は生きているぞ！」

「おお！　よく頑張ったな小池君！」

　テントウムシに適当につけた名前を叫んで無事を喜んだ。元気のない小池君に吉岡が回復魔法をかけてやっている。

「ご褒美だぞ小池君。これでパワーチャージするんだ」

「引き続き小池君には一時間の空間収納に挑戦してもらおう」

　次は時間を長めにしての実験だ。ところが、回復魔法をかけてもらった小池君は吉岡の手から飛び立ち、倉庫のどこかへ消えてしまった。

「……」

「小池君が逃亡しました」

　見れば分かる。いつもの俺ならここで諦めていただろう。だけど一度始めてしまった実験は最後まで見届けたいのが人の情というものだ。

「新たな被検体を手に入れよう」

　二人で船内をうろついてみたが、どこを探しても虫はいない。

「博士、あれ……」

　吉岡の指し示す先にはネコが一匹いた。ネズミを捕らせるために船で飼っているシュレックという名の赤毛の猫だ。

「無理」

「ですよね～」

　いくら小池君が一五分を耐えたからと言って、すぐさま哺乳類を放り込む度胸はない。

「じゃあ、あれは？」

　今度はマストにとまっている大きめの鳥か……。サギの仲間かな？

「ちょっと大きすぎないか？」

　捕まえる時に抵抗されそうだ。嫌な目つきをした凶暴そうな鳥だった。「引き寄せ」と「麻痺魔法」の併用で何とかなりそうだが、どうせなら気を失っているやつじゃなくて常態の生物で試したい。あと臭そうだから嫌だ。

「じゃあ、無難なところであれはどうですか？」

　魚か……。水兵たちがパイクと呼んでいる魚が冬のか細い光を浴びて銀色に輝いている。まあ、アリだな。刺身を食べなれている日本人だからか動物よりも忌避感がない。

「よし、彼に協力を願おう」

「はい。僕はバケツを借りてきます」

　スキル「引き寄せ」を使って川の中からそいつを捕まえた。暴れる魚を傷つけないように両手で包むように持ち、水を張ったバケツに入れてやる。

「……吉岡君。この大きさじゃ空間収納には入らないのではないかね」

　バケツの高さは三二センチ以上ありそうだ。これでは引っかかってしまう。

「……博士、木箱に入れて水なしで収納する実験を敢行すべきです」

　な、なんということを。

「し、しかし！　それでは松井君の命が危険にさらされる」

「空間収納の中は時間の流れが物凄く緩やかだと聞いております。それならば松井君だって水なしでも大丈夫なはずなんです。むしろその事実を確認するための実験ではないですか！　博士、僕らはもう第一歩を踏み出してしまったのです。今更後戻りはできません」

　理屈は通っている。だが、そんな非人道的な実験が許されていいのだろうか。仮説が間違っていたら松井君は死亡し、ムニエルにされて夕飯のおかずになるんだぞ。

「魚臭くならない？」

「炭も入っているから大丈夫でしょう」

　炭には匂いを吸着する効果があるもんね。だいたい時間が経過しないのなら匂いもつかないか。よし、俺も覚悟を決めるぜ！

　松井君を木箱の中に置き蓋を閉め、水の無い状態で空間収納の中に収めた。時間は三〇分だ。




「時間だ。開けてみよう」

　緊張と共に蓋を取ると、元気にのたうち回っている松井君がいた。よかった、生きていたか。俺たちは一匹の英雄の生還を喜んだ。

「おっ、パイクじゃねーか。いい型だな。こいつは俺に任せとけ！」

　たまたま通りがかった船の料理人が松井君の尾を掴んで持って行ってしまった。

「…………」

　松井君はムニエルにされて夕飯を彩る一品となるだろう。空間収納を生き延びることはできたが運命までは変えられなかったようだ。




「ここまでは順調ですね。次は……」

　吉岡君、君はまだ続けるというのか！　君の探究心は尽きることを知らないのだな。つくづく業の深い男だ……。

「二人して何やってるんですか？　私も混ぜて下さい」

　明るい声が響いて、現れたのはフィーネだった。そんなフィーネに吉岡は熱い視線を投げかける。吉岡君？

「アキトさんどうしたんですか？　恥ずかしいからそんなにじっと見つめないでくださいよ」

　いやいやいやいや、人体実験は絶対にしないからね!!　それにいくらフィーネがちびっこでも三二・五×三七×六三のサイズには入れないから。

「フィーネ……君はウサギを飼っていたね」

　そっちか！

「飼っているというか、罠にかかっていたやつを乗船前に捕まえてきただけです」

　フィーネはもともと猟師だから、いい場所を見つけるとすぐに罠を張る癖が抜けない。巡回船にのる当日も自分の仕掛けた罠を見に行ったらウサギがかかっていたそうだ。

「今度の街で売れたらいいなって思って、まだ食べてないんですよ」

　生きた野兎は繁殖用としても売れる。

「それを僕たちに売って欲しいんだ」

　今度はウサギか……。ウサギって実験動物の定番だよな。旧日本軍の毒ガス実験にも使われていたそうだし、なかなか哀れな種なんだね。




　大きな麻袋に入ったウサギをそっと空間収納の中に入れた。テントウムシ、魚と実験を繰り返してきたので多分大丈夫だと思う。

「たのむぞ河村君」

　麻袋の中の河村君はびっくりするほどおとなしくしていた。

　一時間後、再び空間収納を開いた時、河村君は全く変わらぬ姿を見せていた。

「どうやら空間収納に生物を入れても問題ないみたいだな」

「はい。人体実験はできませんが、概ね大丈夫そうではありますよね」

「私が入ってみましょうか？」

　フィーネは度胸がありすぎでしょう。それにしたって狭すぎて無理だと思うよ。そんなの超能力者エスパーじゃなきゃ無理だと思うな。君に伊東君の代わりは無理だ。




　今日の停泊地で俺たちは日本に送還された。久しぶりの日本だが今回は特に用事はない。新たな高級品の仕入れはないのでガソリンと食品だけ仕入れて、二時間で再召喚してもらう予定だ。いってみればスキルを得るためだけの送還だね。

　狭間の小部屋でいつものように服を着替えた。

「実際のところ空間収納に人間が入っても平気なもんなんでしょうかね？」

「はい。平気ですよ」

　吉岡の質問に答えたのは久しぶりのイケメンさんだった。あまりに突然の登場にしばらくは声も出ないくらいびっくりした。

「お、お、お久しぶりです」

「はい。お二人ともお元気そうですね」

　伏し目がちに話すイケメンさんは相変わらずの神々しさを身に纏っている。

「今日は一つだけ念を押すためにこちらに参りました。空間収納に生物を入れてもその生物に一切害はありません。ですが……生物を空間収納に入れたまま世界を飛び越えるのは禁止です」

　俺たちはコクコクと頷く。

「もしも言いつけを破ったら……罰を与えます。守ってくださいね」

　イケメンさんはそれだけ言うと光の帯になって消えてしまった。相変わらず静かな迫力がある。

「なんか疲れましたね……」

「ああ……店が閉まる前に鰻でも食べに行こう」

　緊張からの弛緩にぐったりした身体を引きずるように赤い扉をくぐった。
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　夕飯に鰻を食べた後、吉岡とは別行動になった。いったん家に帰って荷物をとってくるそうだ。別の場所にいても時間になれば二人同時に狭間の小部屋に飛ばされるはずだから心配はない。それまでは久しぶりに一人の時間を大切にしようと思った。

　時刻は午後九時だから召喚まであと一時間ある。四谷三丁目のスーパーマーケットで買い物をすれば同じビルに本屋もあって便利だ。召喚まで本屋で時間を潰せば退屈することはないだろう。ひょっとすると向こうで役立つ書籍があるかもしれない。

　荷物を空間収納に入れてのんびりと本屋をぶらついた。最初は自分の趣味のアウトドア系に行こうと思ったが「紅茶」や「コーヒー」関係の本に目がいく。自分はいまティーカップなどを売買しているのだからもう少し専門的な知識を身につけた方がいいかもしれない。一応インターネットで基本的な情報は仕入れているが所詮は付け焼刃だ。ザクセンス王国ではコーヒーも紅茶も高級品として飲まれてはいるが、その歴史はまだ浅いようだ。英国式のティーサービスとかを取り入れたら商売に役立つかもしれないと思った。パラパラと内容を確認して何冊か購入することにする。

　そのまま趣味のコーナーを歩いていると、今度は付録付きのムック本に目がいった。「趣味の科学マガジン」シリーズだ。「趣味の科学マガジン」とは大人が楽しく科学や物の仕組みを学べるように創刊された、実験キットや組み立てキットの付録が付いた季刊雑誌だ。売り場にあるラインナップを見てみると向こうで役立ちそうなものがゴロゴロしている。「蒸気エンジンを作ろう」に「活版印刷で遊ぼう」だと……。

　心の中に黒い喜びが広がっていく。やばい。こいつを異世界に持っていけば、向こうの研究者や技術者なら簡単に仕組みを理解してくれるはずだ。どこにだって頭の良いやつはいるもんね。本当は専門書を持っていけばいいのだろうけど、翻訳作業だけに莫大な時間を費やすことになりそうな気がするのでそれはパスだ。難しい部分を質問されても疑問に答える知識もない。だったら基本的な概念だけを教えて細かい技術は独自に開発させた方が結果的にザクセン王国のためになるだろうし、俺も楽でいい。とりあえず「蒸気エンジンを作ろう」と「活版印刷で遊ぼう」の二冊を購入した。合わせて九〇〇〇円くらいの投資だが、これが数億マルケスになるかもしれないと思うとゾクゾクしてきた。

　資金さえあれば蒸気船や、新聞社や出版社を経営することだって出来るはずだ。ザクセンス王国では新聞はないみたいだし、本は全て手書きだったから活版印刷がまだ発明されていないに違いない。どうやったら新聞を普及させられるか、内容はどんなものがいいだろうか、そんなことを考えながらアパートへ帰った。




　午後一〇時ぴったりに狭間の小部屋へと移動する。吉岡もちゃんと自分の部屋から召喚されていた。

「いいものを仕入れてきたぜ」

「僕も部屋から役に立ちそうなものを持ってきました」

　二人ともニヤニヤが止まらない。お互いに自分たちが持ってきたものを見せ合うと、なんと少しだけかぶっているではないか。俺の「蒸気エンジンを作ろう」に対して吉岡は蒸気船の模型を持参していた。ただの模型ではなく小型のボイラーとそれに接続された蒸気エンジンが搭載されている本格的なものだ。

「これって実際に動くの？」

「ええ。アルコールを燃やしてボイラーを焚くんです。これは横型のロングストロークだからトルクがありますよ。アカデミーとかに破格の値段で売りつけてやろうと思っています」

　なるほど。技術を高値で売るのね。

「あれ？　でも蒸気船とか鉄道を自分で開発しないの？」

「そんなの開発にお金と時間がとんでもなくかかりますよ。下手すれば大赤字ですからね。先輩？　造船計画とか考えていませんよね？」

　うっ……。

「そ、そんなわけないじゃん。俺が考えていたのは活版印刷の方だよ」

　嘘をついてしまった……。たぶんバレてるけど……。

「それなら比較的簡単に開発できそうですよね。新聞や出版物ならライバルがいない分だけ需要もたくさんありそうだし、いいと思いますよ」

　ちょっと悔しい。まあいいや、趣味で蒸気エンジンを作るのだって悪くないもんね。金持ちの道楽ってやつだよ。パトロンとして楽しんでやる。それに船や鉄道みたいに大型のモノじゃなくても使い道はあるはずだ。

「そういえば蒸気エンジンを使ったトラクターとかなかったっけ？」

「ああ、トラクションエンジンなんてのがありましたね」

　トラクションエンジンとは蒸気機関を用いたトラクター、道路舗装ローラー、運搬用車両などの総称らしい。

「それがあればエッバベルクの発展に役立たないかな？」

　そう、俺は目先の利益に囚われて蒸気エンジンの開発を提唱したのではない。エッバベルク一〇〇年の計を考えてのことなのだ。後付けの理由だけど気にしない。

「面白そうですね。資金が出来たら優秀な技術者や職人に制作を依頼するのもいいなぁ」

　そうそう、あくまでも優雅な趣味として投資を楽しもうよ。俺たちは楽しむために異世界へ行くんだからね。




　青い扉をくぐる前に今日もスキルカードをひいた。




　スキル名　犬の鼻

　犬と同じ嗅覚を得られる。




　また一歩、犬に近づいてしまったか……。犬の嗅覚って人間の一〇〇万倍から一億倍もあるんだってね。でも臭いを強さで感じているわけではないようだ。そうではなくて嗅ぎ分ける能力が高いということらしい。考えてみれば当たり前か。もしも臭いを強く感じるのなら誰かがおならをするたびに犬は気絶してしまうだろう。そんな能力だったら俺だって封印してしまうよ。
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　前回に召喚された時はクララ様と吉岡と俺の三人でワインを飲みながら軽い宴会のようになったのだが、今回はコーヒーを飲みながらの座談会みたいになった。

「今日はエチオピア産のゴリ・ゲシャという豆ですよ」

　コーヒー豆の袋を開けた瞬間から華やかな匂いが部屋に広がる。花のような香りに蜂蜜が混ざってる？　そんな感じの匂いだ。吉岡はわざわざ豆とミル（コーヒーを挽く機械）を持ってきたそうだ。

「もし、ザクセン人の口に合うようならコーヒー豆や紅茶も仕入れようかなと思っています。いかがですかクララ様？」

「うん。とても美味しい。何というか……私の知っているコーヒーの味をはるかに超えたコーヒーだよ」

　評価は上々だ。俺も飲んでみたが今までのコーヒーの常識が変わるような旨さだった。カップやポットは一度売れてしまうと次の注文は中々入らないだろうが、コーヒーや紅茶のような消耗品は違う。商品単価は安くなるけどいい手なのかもしれない。

「だけど、どうやって売る？　商人に卸して売ってもらうか、小売店を経営するか」

　楽なのは卸売だと思うけど、卸売をやって旨味が出るのは大量に商品を扱う場合だ。

「ええ、先輩の言いたいことはわかっています。僕たちは大量の商品を運ぶことはできません。だから直営店を経営すべきだと思います」

　吉岡の構想は、王都のどこかに店を構えて高級喫茶店を経営しつつ、茶葉やコーヒー豆、ひいてはカップなども売るというものだった。

「クララ様、ドレイスデンには喫茶店というものはあるのでしょうか？」

「それはレストランだな。食事を出すのがメインだが、コーヒーや紅茶だけを楽しむことも出来る」

　専門店はないということか。そういえば新聞って喫茶店のさきがけであるイギリスの「コーヒー・ハウス」に置かれて普及したと読んだことがあるぞ。俺の新聞計画もうまく乗っけられるかもしれない。

「コウタ、新聞とはなんだ？」

　クララ様に新聞の概念を説明して、買ってきた「活版印刷で遊ぼう」を見せてあげた。意外なことにクララ様は物凄い興味を示して「活版印刷で遊ぼう」の付録を一緒に組み立てることになった。

「コウタ、これはすごいぞ！」

　構造さえわかっていればザクセンスの職人にも印刷機は作れると思う。どうしてもだめなら中古の印刷機を日本で買ってきて、活字だけザクセンスで作るという手もある。そうしたら俺たちが出資して新聞記者と職工さんを雇って小さな新聞を作るのもいいだろう。

「最初は騎士の回覧を作ったり、戦況の報告や貴族院の政治決定などを伝えるのも面白いだろうな。王都だけではなく地方でも売れると思うぞ」

「広告収入も当然入ってくるでしょうしね」

　うまくいけば相乗効果で店は繁盛しそうな気がする。富裕層が集まりコーヒーや紅茶を片手に新聞を読みながら、熱い議論を重ねるサロンを提供するのだ。当然値段はお高めにしますよ。夢は大きく広がるが、実現させるためには資金がいる。明日はついに王都に到着する予定だ。いよいよ俺たちの王都での活動が始まる。
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　バーデン湖を南に流れ出したラインガ川はやがて大きくカーブして東へと向かい、その水は王都へと運ばれる。ドレイスデンが近いせいだろう、川に沿って続いている街道や両側に広がる広大な農地にもこれまで見たことがない程に人がたくさんいた。

「城壁が見えたぞ」

　水兵の声に遥か彼方を見遣れば、遠く木立の向こうに巨大な城壁が広がっていた。あれがドレイスデンか。見た感じではブレーマンの城壁よりも少し規模が大きくて一・五倍以上はありそうだ。だけどその時点で俺はドレイスデンの規模を見誤っていた。当初、ドレイスデンは見えている城壁の中にあると勘違いしたのだが、船が近づくにつれ人々の生活圏は長い歴史の間に城壁を越えて外部にまで溢れ出していたことがわかった。

　市内を取り囲む壁を越えて家々の屋根が波のように四方八方に延びている。城壁の中には王宮をはじめとした公官庁の施設やお屋敷街があり、住んでいるのは貴族や富裕な商人ばかりだそうな。いわゆる高級住宅街が城壁内で、外側は下町になるようだ。俺たち王都警備隊は城壁外の治安維持が主な任務となる。城壁内は近衛軍の管轄だそうだ。




　ここでザクセンス王国王都警備隊の編成について少しだけ触れておこう。警備隊における最小単位は分隊と呼ばれる。分隊は五人一組で構成され伍長と呼ばれる指揮官がこれを統率する。そして分隊が五～一〇集まった単位が小隊になる。これを纏めるのが小隊長だ。クララ様はこの小隊長になる予定だ。他にも分隊を二～三隊指揮する曹長なんて役職もある。そういえば吉岡の筆おろ──想い出の人であるペトラさんは曹長だった。小隊が集まり三〇〇人くらいで中隊、中隊が集まって三〇〇〇人くらいで大隊が編成される。王都警備隊は東西南北の四地区をそれぞれ二中隊ないし三中隊が受け持ち、総勢は三一二八人。全体を纏めるのは大隊長である王都警備隊の長官カルブルク子爵となる。




　王都警備隊の本営は城壁内の南門のすぐ近くにあった。中心からは大分はずれた場所だ。クララ様は長官のカルブルク子爵に王都到着の挨拶に行っている。俺たちはブリッツと荷物の番をしながら本営の入口でクララ様の帰りを待っていた。やがてクララ様が二人の若者を連れて戻ってきた。栗色の髪をボブカットにした、まだあどけなさの残る女騎士とその従者のようだ。

「待たせたなみんな。先にこちらを紹介しておこう。彼女はエマ・ペーテルゼン。ペーテルゼン男爵の次女で騎士見習いとして私の補佐をすることになった。エマ、私の従者たちだ」

　騎士見習いとは叙任前の騎士を指す。先輩騎士について一年くらい身の回りの世話などをしながら騎士としての仕事や礼節を覚えていくそうだ。今回は長官のカルブルク子爵にエマさんの面倒をみるように頼まれたらしい。

「エマ・ペーテルゼンだ。よろしく頼む。それからこちらは私の従者のハンスだ」

　たぶん俺たちに舐められないようにわざと尊大にふるまっているのだろう。エマさんは笑顔も見せずに挨拶してくる。子どもが一生懸命背伸びをしているようで可愛らしい。一方でエマさんの従者のハンス君は気の弱そうなまだ一五歳の少年だった。ハンス君の親はペーテルゼン家で使用人をしているそうだ。
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「我々の受け持ちは南区となった。兵舎も南区だから今からそこへ移動するぞ」

　兵舎につけばようやく落ち着けそうだ。知らない場所というのは緊張してしまうのか少し疲れた気がする。さっさと移動して一息つきたかった。

「な、何なのだこれは！」

　バイクのエンジンをかけるとエマさんがひきつったような顔でこちらを睨んできた。

「これはオートバイクといいまして、燃える水を使った機械です」

「じゃ、邪道の品か!?」

　おいおい、剣の柄に手をかけるなよ。

「待てエマ。あれはそのようなモノではない」

　ほら、クララ様もこういっているだろう。

「し、しかしこれはどう見ても邪な呪法で作られたゴーレムにしか見えません。私は長老派のノルド教徒。開明派の考え方は受け入れがたいです！」

　また面倒な女の子がやってきたもんだ。国教のノルド教では古い教えを堅持しようとする長老派と魔法技術の発展を提唱する開明派が争っている。長老派は魔法を貴族や神官だけの特権とみなして広く応用することは国家体制を維持する弊害になるとしているのに対し、開明派は魔法を応用した技術を普及させることこそ国力を上げる近道だとうたっている。俺としては商売の都合を考えれば開明派に頑張って欲しいところだが、エマさんは長老派のようだ。

「貴様、平民の分際で魔法の力を欲するなど浅ましいことと知れ。魔法とは選ばれた人間にだけ許された神聖な力なのだ！」

　見事なまでの選民思想！　ある意味、貴族にとっては長老派の言っていることも正しいと思う。エマさんみたいな貴族が既得権益を維持するためには魔法は自分たちだけのものにしておいた方が都合がいいだろうな。だけど経済が発達して、国家という概念がある程度固まってしまった今、国家間の競争は貴族だけでは勝ち抜くことはできない。魔導砲のような一般兵士も使える魔法を応用した技術が競争に打ち勝つカギとなるだろう。その意味では開明派が正しい。俺としてはどちらに転んだってかまわない。与えられた状況の中で楽しくやるだけのことだ。開明派が優勢になれば科学技術を応用した魔道具を作るし、長老派が優勢になれば自分の魔法でそれなりの地位に登るだけだ。できれば開明派に頑張ってもらった方が楽しそうではあるけどね。

「貴様……開明派の教徒か？」

　どちらかと言えばそうなるのかな？　そう思った俺はよくも考えずに返事をしてしまったのだ。

「はあ……でも私は浄土宗──」

「決闘だ！」

　ええっ!?　あまりのことに俺は周りを見回してしまう。いや吉岡とフィーネよ、代理人なんて頼まないから視線を逸らすのはやめようよ。

「エマ！　いい加減にしないか！」

　クララ様はやっぱり俺の味方だな。

「ここをどこだと心得る!?　本営の門前で決闘などと自分を見失うでない。決闘を行うならば場所と時刻、そして方法を堂々たる態度で決めるのが騎士というものだ」

　あれ～？　止めてくれないんですか？

「し、失礼しました。貴様……ヒノハルとか申したな。選ぶがよい。白か赤かを」

　またこれかよ。もういい加減にしてくれ。

「その前に、誤解があるようですが……」

「誤解だと？　申し開きがあるのならば言ってみろ」

「私は開明派ではありませんよ。そもそもノルド教徒でもありません」

「貴様……異教徒だったか!!」

　異世界では宗教の自由は認められていませんでした。

「クララ様、クララ様は騙されていたのです！　クララ様の優しさにつけ入り、たぶらかそうなど不埒千万！　断じて許せぬ」

　エマさんは突然抜刀して襲い掛かってきた。だから仕方ないよね？　俺はパラライズボールをエマさんの腹部に打ち込んでいた。本当に仕方なくだよ。……実はちょっとだけ小娘の態度にムカついていたのでパラライズボールが気持ち大きくなっていたのは内緒だ。大人げなかった？

「申し訳ございませんクララ様。突然のことでしたので」

「よい。少し痛い目に合った方がエマのためになると考えていた」

　こうなることは予測ずみで敢えて止めなかったか。それにしても、エマさんは気を失っていればただの可愛い女の子だ。美人だし胸は大きくてスタイルもいい。異性からはさぞかしモテることだろう。出来れば俺も仲良くやりたいが出会いが最悪すぎるよ。恨まれてなければいいけど期待できそうにないな。気を失ったエマさんをリヤカーにのっけて南地区の兵舎へと移動した。
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　馬場に出て乗馬訓練をしているとカルブルク子爵からすぐに執務室に来るようにとの連絡が来た。

「どういうことだハンス？」

「エマ様をご指導される騎士様が領地から到着されたそうです」

　遂にこの時が来たか。私を指導して下さる騎士はいったいどんな方だろうか。この数週間何度も頭の中で思い描いた疑問と不安が再び私の中で大きくなっていく。指導をする騎士には意地の悪い者もおり、中には女騎士に対していやらしいことを強要してくる男もいると聞いている。家柄を笠にきて無理矢理関係を迫られた見習い騎士も私自身が知っているくらいだ。本当は怖くて仕方ないのだが、私には後がない。騎士に成れなければ一般兵として一生を過ごすことになってしまうからだ。男爵家の次女として生を受けた私は魔法を使うことは出来なかった。それは仕方のないことだと思う。我が家で魔法を使えるのは長男のヨハネス兄上だけだ。次に生まれた姉上もその次に生まれた私も魔法は使えない。ごく当たり前のことなので悔しくはない。姉上はよくある通り別の家の騎士に嫁いだ。そして私にも当然のように結婚の話は来たが私は軍に入るという理由で一切の結婚を拒んだ。理由は単純だ。私が男という生き物が嫌いだから。だから私には結婚という選択肢はない。故に一代限りとはいえ貴族として恥ずかしくない暮らしをするためにはここで踏ん張って騎士になるしかなかった。

　カルブルク子爵の執務室で初めてクララ・アンスバッハ様を見たとき、私は心の中で神に感謝の祈りを捧げた。本当は大地に身を投げ出して祈りたかったくらいだ。なんと美しいお姉さま……。そのお姿はこの地上に降り立った戦女神といっても過言ではなかった。それまでの鬱々とした気持ちが嘘のように晴れていく。互いに挨拶を交わすとクララ様はたいそう気さくな方で、私に厳しくも優しい声をかけて下さった。この方ならば大丈夫。私は一年間クララお姉さまに仕え立派な騎士になってみせよう。いえ、一年じゃなくてもよろしいのです。クララお姉さまに仕えられるのなら一生騎士見習いでも構わない、そう思ったくらいだった。

　本営の門の前でクララお姉さまの従者たちに引き合わされた。冴えない中年男と、なよなよとした覇気のない男、それから可愛らしい女の子だった。女の子の名前はフィーネと言って一八歳だった。私よりも一つ年上だとは思わなかったけど、年も近いし仲良くできそうだ。でも問題はヒノハルと名乗った男だった。

　一目見た時から私の女としての勘が告げていた、こいつは敵だと。何故かはわからないがクララ様とやけに打ち解けているように見えるのだ。露骨な態度はない。だが言葉の端々に、所作の端々にクララ姉さまがヒノハルを重用し心を通わせている様子が垣間見られる気がするのだ。平民の癖に生意気な。貴様などがそのように馴れ馴れしくしていいお方ではないのだぞ。本当はすぐにでも殴ってやりたかったが、さすがにお姉さまの従者を訳もなく殴りつけるわけにもいかない。どうやったかは知らないが汚い手を使ってお姉さまを欺いているに違いない。いずれその化けの皮を剥いでやると誓った。だが……。

「な、何なのだこれは！」

　そのゴーレムが咆哮をあげたとき、私は恐怖を隠すように叫んでいた。オートバイク？　そんなものは聞いたこともない。おのれ、こ奴は禁断の邪法を使い魔力を持たぬ身で魔法を使おうと試みる痴れ者か！

「貴様、平民の分際で魔法の力を欲するなど浅ましいことと知れ。魔法とは選ばれた人間にだけ許された神聖な力なのだ！」

　この考え方こそザクセンス王国の根幹を支える思想だ。魔力を広く民衆にも使えるようにする魔道具など秩序を崩壊させる悪魔の道具でしかない。だいたい魔法の力を使って領民を守ることこそ貴族の本懐であろうに。確かに私に魔法は使えない。だが、体制の崩壊が国の解体を招くことは明らかなことだ。我がペーテルゼン家もその本家となるピッケンハーゲン家もみな長老派の信徒だ。だがこやつは開明派にちがいない。

「はあ……でも私は浄土宗──」

　ジュドー師の一派か！　急進的な開明派じゃないか。

「決闘だ！」

　私は叫んでいた。叔父はジュドー師の考え方に同調する輩との喧嘩で大怪我をしたばかりだ。激高する私をクララ様は諫めたが、ヒノハルという男はついにとんでもない自白をした。こいつはなんと異教徒だったのだ。このような者をクララお姉さまの側に置いておくことはできない。異教徒を雇っていたことが知れればクララ様にまで何らかの処罰が下される恐れもあった。今この場で切り捨ててしまおう、即座にそう判断して私は剣を抜いた。ヒノハルは大きな男だったが不思議と恐れはなかった。私とて幼い頃から武芸の道に励んできたのだ、このような平民に後れを取ることなどあるものか。心臓を狙って高速の突きを放とうとした瞬間、私はヒノハルの手が光るのを見た。あれは……魔法？　問いただすことも出来ずに私は意識を手放した。
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　南地区の警けい備び隊たい屯とん所しょは城門を出てすぐの場所にあった。

「先輩、あれ見て下さいよ、あれ」

　吉岡に言われて南門の壁を見上げると天使の姿が浮き彫りにされていた。その周りには文字も掘られているようだがここからだとよく読めない。

「ん？　ああ！」

「ね、イケメンさんに似ていませんか」

「似てる。雰囲気とかそっくりだよな」

　本物のイケメンさんには翼は生えていないのだが、城門の上の像には背中に八枚の翼があった。だけど雰囲気とかはそっくりだ。

「セラフェイム様がどうしたのだ」

「セラフェイム様？」

「うむ。時空神に仕える大天使様だよ」

　ああ、多分イケメンさんのことだ。イケメンさんの本名はセラフェイム様だったのね。間違いないと思うけど今度会ったら確認しておこう。そういえば名乗られたことはなかったな。俺もついついイケメンさんの迫力に気圧されちゃって今まで聞きそびれていたんだよね。




　屯所まではすぐに到着したが、とりあえずここの責任者に挨拶をしなければならない。それにはエマさんを連れて行かなければならないのだが……。

「どうだ、エマは目を覚ましたか？」

「まだです。それにしても……困りましたね」

　まさか突然切りかかってくるとは思わなかった。

「コウタが異教徒だと勘違いしたのだろう」

　いや、実際のところ異教徒ですよ。実家は浄土宗だもん……確か。俺自身は特定の宗教を持っていないけどね。しかし宗教の自由も言論の自由もない世界なのねここは。意外と異世界は息苦しい。

「クララ様、異教徒は見つかるとどうなるのですか？」

「改宗すれば罰金刑や社会奉仕などの軽微な罰で済む」

「改宗を拒めば？」

　ちょっと緊張する。だって俺はノルド教の信者じゃないから。

「奴隷の身分に落とされるのが一般的だ」

　思わず吉岡と見つめ合ってしまった。あいつは今この瞬間に改宗したな。

「何を緊張しておるのだ？　コウタとアキトは時空神が遣わした召喚獣なのだろう？」

　そう言えばそうだった！　忘れていたよ。

「ええ、それは事実です。ですが私はノルド教の信者ではありません」

「どういうことだ？」

　そりゃあそうだ、神の存在はイケメンさんを見てればなんとなく信じられるし、今ここに俺たちがいること自体が神の奇跡だと思う。だけどノルド教を作ったのは人間だ。しかも信仰の解釈を巡っていくつもの派閥に分裂している。本当に神の意思が介在しているならそんなことにはならないだろう？

「私たちも直接時空神にお会いしたことはないのですよ。でも私は時空神の存在を感じますし信じてもいます。だけどノルド教の信者かと問われれば答えは否です」

「貴様はまだそのような世迷いごとを!!」

　エマさんが起きていた。寝てたら寝てたで困るんだけど、起きたら起きたで面倒な人だ。

「そのような甘言でクララ様を欺きおって、今度こそ許さぬ！」

「よさぬかエマ！」

　クララ様が一喝するとエマさんは一瞬身をすくめたがなおも言い募る。

「時空神様が遣わした召喚獣だと？　みな騙されているだけなのだ」

　普通はそう思うよね。俺だって信じないと思うよ。だからこの状況はなんとなくエマさんが可哀想だった。




　不思議なことは唐突に起こる。




　思えばこの世界に初めて来た時も突然だった。そして今回もそれは何の予兆もなくおこった。いきなり世界が停止したのだ。正確に言えば俺たち以外の全てが止まっていた。人も馬も空を飛ぶ鳥も動くことを止め、水も風もその場にとどまってしまった。

「日野春さん」

　高い位置から声をかけられたと思ったら城門の上の彫像がいつの間にかイケメンさんになっていた。声を出せるものは誰もいない。イケメンさんことセラフェイム様は宙に浮かび、ゆっくりと俺たちの下へと降臨された。

「大切なことを伝えに来ました」

　大天使の突然の出現にクララ様もエマさんも身動き一つとれない。心臓発作を起こさないでね。

「狭間の小部屋以外にもいらっしゃるのですね、セラフェイム様」

　セラフェイム様は微かに微笑む。

「いつものようにイケメンさんと呼んでいただいても構わないのですよ」

　そんな大天使ジョークをかまされてもこの場はちっとも和みませんよ。貴方のオーラが強すぎるんです。

「日野春さんと吉岡さんに二つお願いがあるのです」

　お願いって、ほとんど強制ですがな。俺たちに拒否権はないでしょう？　だって怖いもん。長い物には巻かれる主義です！　それにたぶん非人道的なことは言わない気がするんだよね。

「なんでもお言いつけ下さい」

「日野春さんが持ち込もうとしている技術に活版印刷というのがありましたよね。あれでノルド教の経典を印刷してほしいのです」

　おや、イケメンさんは布教がご所望か？　やれと言われればやりますけど。

「それは無償の奉仕でしょうか？」

「今後の活動資金もあるでしょうから対価は好きに受け取ればよいでしょう」

　だったら特に問題はないと思う。

「了解いたしました。もう一つの方もお聞かせください」

「もう一つは新聞のことです。日野春さんは長老派と開明派というのを知っていますよね」

「先程身をもって知りました」

　長老派の女の子から難癖をつけられたばかりです。

「長老派と開明派だけではありません。ノルド教には経典の様々な解釈があり、それぞれの派閥に別れて意見を戦わせています。時空神は人間がどのような解釈をし、どの派閥が隆盛を極めるかを見守っております」

　その言い方だと正しい解釈なんて神はないと言っている気がするぞ。……いや、救いの形は世界のありようによって変化していくものなのかもしれない。ひょっとしてそのためのデータを集めてるとか？

「そこで新聞の話に戻りますが、貴方の新聞で各派閥の主張を公平に取り上げて欲しいのです。各派閥の司教や司祭のコラム欄などを作って頂ければいいですね」

　だいたい理解できた。経典を印刷してノルドの教えを広めて、かつ宗教論争を起こさせようということかな？　たぶん目的はもっと深く広範囲にあるのだろうけど神のお考えに人の解釈は及ばないな。

「承知いたしました」

「この世の中のことは基本的に人の手に委ねています。神々は偶たまにこうしてあなた方のような者を使って干渉するだけです。日野春さんも吉岡さんもしっかりと務めを果たして下さいね」




　セラフェイム様の姿が消えると同時に世界は時間を取り戻していた。その後、過呼吸になっていたエマさんに回復魔法をかけたり、放心状態のクララ様とフィーネを正気に戻したり、気絶したハンス君を運んだりと大変だった。「ヒノハル様、ヨシオカ様」と叫んで足元に縋りついてくるエマさんに自分たちが人間であることを理解させ、なんとか呼び方は「ヒノハル殿、ヨシオカ殿」にしてもらった。

　俺たちのボスは大天使だけど、俺たちは天使じゃない。そんな御大層なものに間違えられるのは迷惑だよ。せいぜい天使様のご用商人か下僕くらいの立場だ。イケメンさんからも依頼されてしまったし印刷技術の伝授は必須になりそうだ。でも期間は指定されていないからのんびりやればいいかな。急せいては事を仕損じるともいうもんね。このような感じで大波乱の王都初日は過ぎていった。
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　警備隊就任を五日後に控えてやることは多かった。最初にドレイスデンの大まかな地理を覚えなくてはならないし、上官など人の顔と名前も覚える必要がある。俺たちはクララ様の従者なのでどこかの分隊に組み込まれるわけではなく、直属の兵士としてクララ様を補佐することになるそうだ。

　ちなみに警備隊における俺と吉岡の階級は伍長になった。読み書き計算ができること、それからバーデン湖で魔石の密輸を未然に防いだ時の感状が役に立ったらしい。下っ端はなにかと大変そうなのでありがたく拝領しておいた。騎士見習いのエマさんは曹長でフィーネとハンス君は平の兵卒となる。攻撃魔法が使えれば騎士になることも可能なのだが、クララ様との契約があるのでとりあえずは今のままでいいと思っている。先ずはやらなければならないことを順番に消化していくことに努めよう。そして軍務と並行して自分たちのやりたいことやイケメンさんに頼まれたことも始めなくてはならない。

「いずれにせよ先立つものが必要ですよね」

　吉岡の言う通り、店舗を開くにしろ新聞を立ち上げるにしろ必要になるのは資金だ。今こそブレーマン伯爵の紹介状が役立つ時が来た。クララ様にお願いしてブレーマン伯爵から紹介された貴族を巡ることにした。

　三人で協議して地位の高い順に巡っていくことになり、最初の行先はベルリオン侯爵という人になった。訪問に先立ち俺がアポイントメントを取りに行ったのだが、ベルリオン侯爵の館がある城壁内は城壁外とは別世界だった。金のかかった建物が多いというのもあるのだが、街路が城壁外と比べてあきらかに清潔なのだ。聞いたところによると国家予算で専門に雇われた人間が定期的にゴミを拾い、道を掃除しているそうだ。治安も城壁内はとてもいい。不潔な格好をしているとそれだけで城壁内には入れてもらえないそうだ。街に入るのにドレスコードがあるって結構すごいことだよな。俺は警備隊の制服を着ていたので問題なく通してもらえた。しかも今回は道案内もいる。

「すいませんねエマさん。わざわざ道案内をしてもらって」

「い、いえ。ヒノハル……殿のお手伝いが出来て光栄です」

　エマさんはイケメンさんこと、セラフェイム様の姿を見てからずっと俺たちに緊張しているんだよね。俺たちが天使ではなく人間であることは納得してくれたみたいだけど、かなり畏れられている気がする。でも、そのおかげで協力的になってくれたのはよかった。たぶんイケメンさんもその辺のことを考えてあの時エマさんにも自分の姿を見せたのだろう。

「エマさんのご実家もこの辺りにあるんですか？」

　俺の質問にエマさんは大袈裟な身振りで答える。

「とんでもない。ペーテルゼンの家は城壁内とはいえ南端になります」

　今俺たちがいるのは王宮のある中心地から少し北へ行ったところだ。城壁内は高級住宅街とはいえ、その中にもいろいろランクがあるようだった。

「我々が向かっているミアブッシュ地区とはどういったところなのでしょうか？」

「そうですね、この王都で一番のお屋敷街といっても過言ではないでしょう。私のような男爵家の次女にとっては少々気後れする場所でもありますね」

　国一番の金持ちたちが集う地区というわけだな。だったら遠慮はいらない。今夜もレッツ・ボッタクリだ！

「ところでコウタ殿、クララ様はベルリオン侯爵にどのようなご用があるのでしょうか？」

　エマさんには俺たちの商売に関してはまだ内緒にしている。

「北方貴族の領りょう袖しゅうたるブレーマン伯爵からなにか頼まれごとをしたようですよ」

　ここは適当に誤魔化しておこう。

「ああ、そういうことですか。手紙やお荷物を預かったのかもしれませんね」

　ずっと二人きりで歩いてきたのでエマさんとも少しずつぎこちなさが取れてきた気がする。傍から見れば若い上官と中年の副官といった感じに見えるのかな。恋人には見えないことは自分でも自覚しているからわざわざ言われなくても大丈夫だ。




　街の中心地へ近づくごとに建物の密集度が緩和されていく。一つ一つの御屋敷の敷地面積がどんどん上がっていくのだ。そして案内されたベルリオン侯爵の邸宅を見て俺は自分になじみ深い建物を思い出していた。これって迎賓館になんとなく似ている！　迎賓館赤坂離宮は俺の職場やアパートのある四谷からすぐの場所だ。鉄格子の正門から見ると遥か向こうに大きくて瀟しょう洒しゃな建物が見えるその様子が日本の風景を思い出させた。ちなみに迎賓館赤坂離宮は一〇〇〇円くらいで内部を見学できることはあまり知られていない。

　ベルリオン侯爵は不在だったが家令にブレーマン伯爵の紹介状を預けることはできた。これでそのうち返事が来るだろう。電話がない世の中はのんびりしているとつくづく思った。




　髪型が変われば人の印象は大分変わる。ウィッグを付けた俺を眺めてクララ様は感心した様な声をあげた。

「ブロンドのかつらをかぶるだけでこうも見た目とは変わるものなのだな」

「まだまだですよ。ファンデーションを塗って、付け髭を付ければ更に変化しますからね」

　俺へのメークは吉岡が担当している。

「本当はカラーコンタクトを買ってくれば完璧だったんですけど、その時間はなかったのが残念です」

　以前、吉岡がアキバで買ってきてくれたグッズを使って俺たちは変装の最中だ。首都警備隊の兵士が陶器やクリスタルガラスを売るというのも変な話なので、俺たちは北方諸国経由でこの国にやってきた商人に偽装することにしたのだ。とりあえずはこれで何とかなるだろう。肝心の商品の出所についてだが、これは大量の財宝を時空神に捧げることによって、異世界から召喚していることにした。この世界の何処にも生産場所はないし、偽装することも不可能なのでこういう設定にするしかなかったのだ。それに商品は実際に日本から運んでいるので完全な嘘ではない。とにかく商品の量は少なく、手に入れるには金と手間暇がかかるという印象操作をすることが肝心だ。人はレアなものほど欲しくなる。

　一番上等なスーツに着替えて黒いマントを羽織った。この方が俺たちも着慣れているし、この世界の人にとってはミステリアスな印象を与えることが出来るかもしれない。借りてきた馬車を使って、指定された時刻である二一時に遅れないように出発した。




　ベルリオン侯爵の居間に通された時、侯爵は友人たちとカードをして遊んでいた。カードは地球のトランプとそっくりで四人一組で楽しむゲームのようだ。かなり白熱しているようで俺たちが室内に入ってきても侯爵はカードから目を離しはしなかった。

「しばらく待ってもらおう。もう少しで男爵からパルテンブルク村の所有権をいただけそうなのでな」

「いやいや、そうはいきませんぞ侯爵。例のレースで優勝した黒馬を今夜こそは私のものにして見せますからな」

　領地と名馬を賭けているんだね。お馬さんはともかく領民はびっくりだろうな。それともこの世界ではこの程度のことは大したことではないのかもしれない。




　一五分ほど待たされたが勝負は侯爵の勝利となり、パルテンブルク村は侯爵のものとなった。負けた男爵には申し訳ないが、こちらとしても取引相手の機嫌はいい方がありがたい。幸先の良い展開だ。

「さて、確かブレーメン伯爵からの紹介だったかな？」

　ベルリオン侯爵は労働などしたことのない白い指を組んで優雅にこちらを見上げた。

「はい。是非とも私どもの商品を見ていただきたくまかりこした次第でございます」

　恭しく頭を下げる俺たちに侯爵は別段の興味も示さずに言った。

「伯爵の紹介であるから品物は見せてもらうさ。せいぜい楽しませてくれたまえ、今夜は私のごく親しい仲間も来ているからな。カードの合間の余興にはちょうど良いだろう」

「私としては早くカードテーブルに戻りたいものですな！」

　さっき賭けに負けた男爵が哀れな声を出して一同を笑わせていた。それにしてもついている。侯爵の家にお友達まで来ていたとはね。わざわざ宣伝する必要が省けるというものだ。

「まずはこちらのクリスタルガラスからご覧くださいませ」

　侯爵家の居間は金持ちだけあって部屋のあちらこちらに置かれたランタンや燭台によって明るく照らされていた。いま、俺の取り出したグラスはそうした多数の光源からの光を受けて様々な角度に光の粒を反射する。

「一品目、花のモチーフを施したロックグラスでございます」

　俺の説明に何か言うものは一人もなく、しばしの間その場の全ての人間が目を凝らしてグラスを見つめていた。
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　テーブルの上に広げられた六六七〇万マルケスをみつめて、クララ様は茫然とし、吉岡は不敵に笑った。

「まさか全部売れるとは思わなかったよな」

「よっぽど金が余っているんでしょうね」

　ベルリオン侯爵とその仲間は俺たちが持ち込んだ品を全て買い取ってくれた。しかも即金で払ってくれたのだ。最初はツケで購入しようとした侯爵たちだったが現金購入以外は受け付けられないと強気で断ると、すぐにご用商人に連絡を入れて金貨を用意させていた。きっと商人に金を預けて運用していたのだろう。そしてこれからも珍しい品が手に入ったら館に来るようにと約束させられた。今後は侯爵家、伯爵家が二家、男爵家に出入り自由としてお墨付きまで貰ってしまった。こうして無事に商売は終わったのだが俺たちが帰る頃になって、売られたばかりのティーセットやグラスを賭けて再び侯爵たちのカード勝負が始まったのには驚いた。庶民の俺には未だに貴族の金銭感覚は理解できない。




「次に仕入れた商品が捌けたら、いよいよ店舗購入に向けての資金が出来そうですね」

　六六七〇万円分の商品がこれまで通り一二掛けで売れれば約八億マルケスの売り上げか。四分の一も売れれば充分だろう。

「用地の選定を今からしておいたほうがいいな」

「やっぱり店を出すんなら城壁内ですよね」

　ターゲットは貴族などの富裕層なのだから当然そうなる。識字率の問題から言っても新聞を読める人間のほとんどは城壁内だ。

「次の送還は明後日だったよな」

「ええ、忙しくなりそうです」

　問題は送還されれば日本時間では一二月二〇日の二二時だ。二一日は商品仕入れに充てたいが、平日だから会社がある。

「もういっそのこと二人して明日辞表を提出しましょうか」

「それは皆に悪いと思うぞ……」

　同僚の顔が頭に浮かぶ。プライベートな付き合いこそないが仕事では良好な関係を築いてきたのだ。いきなり同じ課の人間が二人も抜けたら迷惑をかけてしまうので心苦しい。

「三枝さんなんて真面目だから毎日終電まで残業しちゃうと思うぞ」

　三枝さんはうちの課のお局様的な人だ。俺は新人の頃からお世話になっている。かなり地味でぽっちゃりした体型だから職場で異性としての人気は低い。だけど仕事はできるし、人を思いやれるし、料理も上手なので俺は好きだった。

「確かに三枝さんには悪い気はします。でもあの部長のことを考えると『ざまあ！』としか思えませんよ。……まあ自分も届けを出したその日に離職できるとは思っていませんけどね」

　いずれ辞表は出すつもりだから早い方がいいのかもしれない。離婚を機に田舎へ帰ることにしちゃおうかな。本当はザクセンス王国への移住なんだけどね。

「全部リセットしてゼロに出来たら楽なんだろうな」

「難しいですよね」

　離婚より退職の方がよっぽど面倒だと思ったが、それは口に出さずにおいた。




　それにしても六六七〇万マルケスか。日本円にして六六七〇万円分の仕入れは結構大変そうだ。一〇〇万円くらいのセットを買うにしても六六セット以上になる。買うのも大変だが運ぶのはもっと手間がかかるだろう。俺の空間収納は高さ三三×横幅三八×奥行六三（センチ）しかないのだ。これでも少しだけ大きくなっているんだけど、焼け石に水だな。

「全部仕入れに使うのは実質無理でしょうから、少し運用してみますか？」

「ふむ、商人か個人に貸し付けるか？　国に貸すという制度もあるぞ」

　クララ様も領地経営をしているだけあってそういうことには詳しかった。

　基本的にこの世界における利殖によるお金の運用方法は三つだ。先ずは知り合いの商人に預けること。商人は預かった資金を元手に商売をし、結果として分配金を支払う。利息は純利益の何パーセントかになるので大繁盛した場合の見返りはデカい。その代わり商売が失敗すれば利益はでないので提供した資金よりも戻ってくるお金が少ない、元本割れの可能性もでてくる。システムとしては地球の株式投資に似ているだろう。

　次に個人への貸し付けがある。日本でお金を借りる場合、金融機関では法定金利の上限は一五％～二〇％と決まっている。それ以上の利息はつけてはならないのだ。一〇〇万円を借りた場合は一年間の利息が一五万円を超えることはない。ではザクセンス王国はどうか。なんと日本より金利が低いのだ。上限は七％である。もしお金を借りるのならば日本の銀行やサラ金で借りるよりザクセンス王国で借りた方がずっと安くつく。

　だけど、落とし穴もあるんだよね。ザクセンス王国では担保に人間が適用されるのだ。だから、借金のかたに娘や子どもが娼館に売られるなんてこともよくある話らしい。ほかにも西大陸へ出かける貿易船の船員に無理やりされたりもする。日本に置き換えるとマグロ漁船に乗せられる感じかな？

　最後に国に貸し付けるというのがあるのだがこれは国債を買うようなものか。

「アンスバッハ家でも国に若干の金を貸しているのだよ」

「国が相手なら信用できますもんね」

　吉岡がそう言うとクララ様は少しだけ顔を顰めた。

「そうでもないのだ。貸し付けたのは亡き父上でな、国が戦費を賄うために貴族たちに貸付金を募った際に応募していたのだ。新興貴族ゆえの見栄というものもあったらしい」

　半ば強制的な要請だったようだ。貸付期間は五年で利率は年に一四％つくそうだ。

「すごい高利率じゃないですか！　日本の国債の二〇〇倍以上だぞ」

「今は超低金利ですからね」

　日本の国債は長らく利率一％を切る状態が続いている。国が相手だから安全な投資先ではあるそうだけど俺は買ったことはない。だけどザクセン王国のそれは国債とは少し性質が違うようだ。

「それでもコウタ達の国では貸付金は確実に返ってくるのだろう？」

　え？　ザクセンスでは返って来ないの？

「償還の原資はポルタンド王国からはぎ取る支配地域の徴税権なのだよ」

　つまり、戦争で領土を広げないと貸した金が返って来ないというわけですか。

「それは……なんというか……」

「呆れる話であろう？　父上もそれで必死に戦功を立てようとしていたよ。戦争に勝たなければなけなしの貯金が無くなってしまうのだからな。エッバベルクの人口を減らした原因の一つさ」

　下級貴族も大変だが、領民も大変だ。

「そういうわけで国への貸付だけはお勧めできんな」

　クララ様の皮肉気な笑いに心が痛んだ。戦況はザクセンスが優勢で、国境沿いのいくつかの街を包囲しているそうだ。このままうまく開城されればクララ様の資金は増えるだろう。だけどポルタンド王国の援軍が包囲網を破ったり、噂になっているオストレア公国の参戦が決まったら状況はどうなるかわからない。俺たちとしてもいつデフォルトするかわからないようなものに投資する気にはなれなかった。

「商人へ金を預けるのが無難だとは思うが、今一番盛んなのは西大陸会社への投資だな」

　西大陸会社とは西大陸との貿易独占権が与えられている国王勅許の会社だ。会社といってはいるが商業ギルド的な側面が強い。

「地球で言う東インド会社みたいなものですね。重商主義に貿易差額主義ですから、確実に儲かるとは思います」

　吉岡は結構乗り気みたいだけど、俺としては今一つやる気が起こらない。だって西大陸会社が儲かるということは、それだけ西大陸の獣人たちが搾さく取しゅされるということに他ならないからだ。植民地支配される側のことを考えてしまうと気軽に投資という気分にはなれなかった。自覚はないけど俺って犬顔らしいだろ？　ラインガ川のほとりで初めて猫人族の兄妹に会ってから、なんとなく獣人には親近感があるんだよね。

　投資の話は急ぐことではなかったし、配当を受け取れるのもずっと先の話なのでとりあえずは保留となった。暫くはまっとうな商売でボッタくることに邁進しよう。日本へ帰ったら高額商品をなるべくたくさん仕入れることで話は決まった。アルミ製の軽い背負子しょいこを二つ買って輸送量増加を試みるか。次の送還に向けて辞表を書いたりザクセンス語のフォントを作ったりとやらなければならないことは多かった。
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　ザクセンス語の表記は二八文字からなる。今俺はクララ様の部屋でこちらの世界の文字フォントを作製中だ。俺が使用したのはフリーソフトで、マス目つきのキャンバスに四角や丸のドットを埋めていくことで簡単にオリジナルフォントが作成できるものだ。

「いかがでしょうクララ様？」

「もう少し縦の線が長い方がいいのではないかな？」

　最初はノートパソコンに驚いたクララ様だったが、すぐに慣れて三〇分もしない内にもうマウスを使って自分でフォントを作り始めていた。

　クララ様と二人きりになるのは久しぶりだ。今はパソコンという異世界のテクノロジーを使っているので他に人を部屋に入れないようにしている。いい機会だったのでスキル「犬の鼻」を使ってクララ様の匂いを徹底的に覚えた。……別にいやらしいことを考えてじゃないぞ。いざという時のために知り合いの匂いは全部覚えるようにしているのだ。吉岡やエマさん、フィーネにハンス君の匂いも覚えている。これで、街ではぐれたとしても見つけ出すことが可能だと思う。しかも「犬の鼻」のおかげでドアの外や窓の外に不審者がいたとしてもかなりの確率で気が付くことが出来るし、知っている匂いならば人物を特定することだってできるのだ。自分がどんどん犬人化している気がするけどいまさら気にするまい。

　数時間をかけて何とか二八文字すべてのフォントが完成した。これで名刺や急ぎの資料なんかは簡単に作成できるようになった。

「お疲れ様でした。何か飲み物を入れましょう」

「うん。流石に肩がこったな」

　クララ様が首を回している。

「よろしかったらマッサージをいたしましょうか？」

「うっ」

　無言のまま固まってしまった。やっぱり肌に触れられるのは抵抗があるのかな。

「コウタは……コウタは平気なのか？」

「何がでしょうか？」

　クララ様は俯き加減なので表情はよく見えない。

「コウタは私の身体に触れて……その……何も感じないのだろうか」

　悪いことをしてしまったか？　さっきまでは辛そうだから首周りをほぐしてあげようとしか考えていなかったが、もうマッサージは無理だ。そんなことを言われたらどうしても女としてのクララ様を意識してしまう。デリカシーがなさすぎたな。

「そうですね。畏れ多いことを言いました。お許しください」

「そうではないのだ。そういうことでは……」

　頭の中が真っ白になった俺は強引に会話をスルーして逃げ出すことにした。

「ホットレモンを作りましょう」

　フォント作成ソフトを終了させて空間収納からガスコンロとケトルを取り出した。

　クララ様はデスクトップの写真をぼんやり見ていた。

「それは私の故郷の山で月がっ山さんといいます。私が生まれて初めて登った山でもあるんですよ」

「これは……絵なのか？」

　写真というものの概念を説明するのは難しいな。

「私の世界には風景を写す写真というものがございます。こんな感じです」

　ノートパソコンの上部に取り付けられたカメラを起動させると、画面にクララ様と俺の姿が現れた。

「私と……コウタが……」

「ええ」

　ボタンをクリックして静止画を撮った。少し驚いたクララ様の顔と間の抜けた俺の顔が写っている。やっぱり犬に似ているのかな。

「これが写真です」

「な、なるほど。他にコウタの世界の写真はないのか？　よければ見せて欲しいのだが」

　写真なら全部まとめて一つのフォルダに入れっぱなしだ。特に見られて困る画像はない。そういうやつはフォルダの奥の奥の方に紛れ込ませてある。元既婚者の俺はその手のファイルは慎重に隠してあるのだ。ピクチャフォルダから適当なものを選んで開いた。一年以上前に登った高尾山の写真だ。

「この建物は趣があるな」

「それは私の世界の神殿ですよ」

　画面には高尾山の薬王院が写っている。

「右側のこの部分をクリックすれば写真が次々に切り替わります。ご自由に見ていただいて構いませんよ」

　画面操作をクララ様に任せてお湯を沸かしてホットレモンの準備をした。粉末をお湯で溶くだけのインスタントだが最近のクララ様のお気に入りなのだ。マグカップにホットレモンを作って戻ると、クララ様はまだ画面を見つめていた。何の写真を見ているんだろう。見ると、画面には俺に向かって笑いかけている絵美の姿があった。高尾山から帰ってきたときに玄関のところで撮った一枚があったようだ。……こんな笑顔を見せてくれていた頃もあったんだよな。

「この人は？」

「別れた元妻です」

　クララ様は食い入るように画面を見つめていた。

「美しい人だな……」

　写真の中の絵美は優しい笑顔を浮かべてエプロンをつけていた。確か夕飯を作ってくれていたんだ。

「まだ……愛しているのか？」

　どうなんだろう。自分でもわからない。今更やり直したいとは思わないけど、時折ぶり返す痛みは気持ちが残っている証拠なのだろうか。ふとしたはずみに絵美のことを思い出す自分はまだ過去をひきずっているのだろう。

「もう愛してはいないのだと思います。ですが、愛していた事実が希薄になるほどの時間はまだ経ってはいないということでしょう」

　クララ様は何も言わずに頷いていた。

「さあ、ホットレモンをどうぞ。冷めないうちに召しあがってください」

「ありがとう」

　沈黙のまま時間が過ぎていく。少しだけ気まずいな。早く飲み終えて部屋に戻ろうかと思ったのだが、思いの外ホットレモンが熱くてカップの中身はなかなか減らない。クララ様もマグカップを握ったままあんまり口をつけていないから下げることも出来なかった。

　今更だけど、俺はクララ様のことを愛しているのだと思う。でも、少し狡く、屈折した愛情だ。絵美との夫婦関係にあった俺はクララ様との関係を主従のものとした。これなら男女の関係にはならないはずだからだ。そもそもクララ様はザクセンス王国の貴族だから俺と結ばれることはない。騎士とその従者の関係なら安心して一緒にいられると思っていた。側にいられるだけで満足だったし、幸せだったのだ。だけど絵美と別れて俺は独身の男に戻った。すると今度は主従だけの関係が辛くなりそうな予感がしているのだ。きっと時が経てば経つほど俺はクララ様を愛してしまうだろう。そうなった時に俺はクララ様の従者という立場だけでは満足できなくなると思う。

「コウタ」

　おもむろにクララ様がマグカップを置いた。

「マッサージをしてくれないか。……少し……つらいんだ」

　それはいいけど、どうして男に抱かれるような覚悟の顔でマッサージを頼むんですか？　そんな顔をされたら俺の方も覚悟を決めなくてはいけないみたいじゃないですか。

「ええ。……わかりました。髪を上げていただけますか」

　一つ結びにした髪の束を前に持っていくと、クララ様の白いうなじが現れた。指先は冷たくないだろうか。自分の指の温度を確かめるように手と手を合わせる。そしてゆっくりとクララ様の肩に触れた。クララ様はピクリと身体を振るわせて大きく息をついた。

「はじめます」

　クララ様は声を出さずにそっと俺の手の上に自分の手を乗せた。スキル「黄金の指ゴールドフィンガー」発動。

　我ながらずるいと思う。でも誰にもクララ様を渡したくなかったんだ。この夜、俺は初めてレベル三の「黄金の指ゴールドフィンガー」を使用した。
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　パソコンなるものを使って文字を作っていく作業は楽しかった。どのような仕組みで動くのかは皆目わからないが、文字の作り方やマウスと呼ばれるものの動かし方は感覚で理解できた。コウタの言葉を借りればグラフィカルユーザーインターフェイスというらしい。画面上のボタンや画像などを選択する事でリアクションを発生させる仕組み故に、初心の者でも比較的簡単に操作ができるということだ。出来上がった文字をキーボードで打ち込んでみた。シールという紙にザクセンス文字を書いてキーボードに貼り付けてあるが、どこに何の文字があるかはまだ覚えていないので難しかった。試しに自分の名前を打ち込んでみた。




　クララ・アンスバッハ

　コウタ・ヒノハル




　苦労して打ち込んだ文字を眺めて顔がにやけそうになるのを一生懸命堪えなくてはならない。私は阿呆だろうか。パソコンの画面に二人の名前が並んでいるだけで幸せな気持ちになるなんて。

「バックスペースを押せば文字を消せますよ」

　あ、こら、まだ消さないでくれ。もう少しだけこの気持ちのままでいたいのだ。

「どうぞ、クララ様もやってみて下さい。ちょっと失礼します」

　そう言うとコウタは立ち上がって体を伸ばし始めた。ずっと座っていたから全身が凝り固まっているのだろう。人のコリはほぐしてやれるのに自分にマッサージをすることが出来ないとは皮肉なものだ。画面の上にはまだ二人の名前がそのまま残っている。バックスペースか……、突然に私は子供じみたいたずらを思いついた。




　クララ・ヒノハル




　文字の上の絵空事。バックスペースをさらに数回押せば消えてしまうテキストの羅列。一〇文字にも満たない記号が人の胸をここまで締め付けるものなのか。コウタがストレッチを終えて戻ってきたので慌てて全ての文字を消した。画面上の呪文はキャンセルされたのに私の心は甘い痛みを伴う幸せの魔法の中から抜け出せないままだった。




「お疲れ様でした。何か飲み物を入れましょう」

「うん。流石に肩がこったな」

　自らの動揺を誤魔化すように首を回して見せた。苦しいのは肩ではなくてこの胸の内だ。

「よろしかったらマッサージをいたしましょうか？」

「うっ」

　どうしてコウタはそんなに気軽に！　お前が私に触れれば、私の気持ちは引き返せなくなるところまで連れて行かれてしまうのだ。コウタはザクセンス人になる覚悟があるのか？　祖国を捨て、この国の貴族となり、私と人生を共に歩んでいく覚悟が。翻って私はどうか？　爵位などなげうってコウタと共に異国の地へでも旅立てればどんなに幸せかと思う。領民を見捨て、ギリール人の故郷を捨てて私だけが幸せになることが正しいこととは思えない。だが、もしコウタが私を愛してくれれば、私は心に残った良心など小枝を暖炉に放り込むようにあっさりと捨てることが出来てしまう気がするのだ。だからこそ私はこの現状に恐怖を感じている。

「コウタは……コウタは平気なのか？」

　私と同じように感情が高ぶったり、喜びを感じたりはしてくれないのだろうか。

「何がでしょうか？」

　女としての私に魅力がないことなどわかっている。でも、私は女なのだ。

「コウタは私の身体に触れて……その……何も感じないのだろうか」

　コウタの気持ちが知りたい。

「そ、そうですね。畏れ多いことを言いました。お許しください」

「そうではないのだ。そういうことでは……」

　覚悟を決めて踏み込んだ斬撃をあっさりと躱された気分だ。焦りすぎているのだ……。

「ホットレモンを作りましょう」

　少し落ち着いたほうがいいな。今夜の私はおかしくなっている。これ以上コウタの心に踏み込んで、もしもコウタがどこかへ行ってしまったらどうするというのだ。私の呼びかけには応じず二度とコウタを召喚できない事態を想像して、私はらしくもなく怯えた。今夜は飲み物を飲んで寝てしまおう。そうすれば夜が明けた時にはいつもの二人の関係に戻れているはずだ。けれども私の考えとは裏腹に夜はその濃さを増し、手探りで進む私の手は怪しげにコウタの心に触れてしまう。これは運命神の導きか、はたまた単なる戯れなのだろうか。




　画面上の女は優しくこちらに微笑みかけていた。これがコウタの妻だった女か。

「この人は？」

　白々しくも聞いてみる。

「別れた元妻です」

　答えは聞く前からわかっていた。

「美しい人だな……」

　事実ゆえに胸が痛んだ。この女が醸し出す家庭的な優しさは私にはないものだ。そして思考が停止している私は無意識にとんでもない質問をしてしまった。




「まだ……愛しているのか？」

　口に出してすぐに後悔した。別れたばかりのコウタになんということを聞いてしまったのだろう。こんな質問は傷口をえぐるような行為ではないか。

「もう愛してはいないのだと思います。ですが、愛していた事実が希薄になるほどの時間はまだ経ってはおりません」

　コウタの答えに私は何も言えなかった。

「さあ、ホットレモンをどうぞ。冷めないうちに召しあがってください」

　マグカップを受け取ると、コウタはその手で写真を画面から消してしまった。刺さった棘が残ってしまうようにチクチクといつまでも胸が痛む。こんな気持ちは嫌だ。こんなつらい気持ちのままでいるくらいなら……。私は手の震えを悟られないようにマグカップを置いた。

「マッサージをしてくれないか。……少し……つらいのだ」

　これ以上は耐え切れそうもない。私はコウタに身をゆだねる覚悟を決めた。




　初めて肩に触れたコウタの手には迷いがあった。だから私はコウタの手の上に自分の手を重ねる。どうせ私の感情は止められない。だったらコウタの手で取り返しのつかないところまで連れて行って欲しかった。この重ねた手は貴方の共犯になるという私の決意だ。

「はじめます」

　指に力がこもり、私は快楽の吐息を漏らした。

　コウタの指を通して優しさが染み入ってくるようで身体がどんどんほぐれていく気がする。アキトがいつもマッサージを欲していたが今ならその気持ちがよくわかった。これは大変に素晴らしいものだ。こんなに長く男の人に触れられたのは初めてで恥ずかしいのだが、羞恥など忘れてしまいそうな魅力がある。そんなことを考えていたら、突然マッサージの質が変化した。まるでもう一段深いところをもみほぐすような快感が心までもほぐしていく。やがて私の中の恥じらいはどんどん薄らいで、陽光に当たる薄氷のように融けてなくなってしまった。だが、コウタのマッサージはそれだけでは終わらなかった。今度はさらに気持ちの方がフワフワと心地よく、穏やかになっていくのだ。我知らず私は呟いていた。

「コウタ、私は貴方を愛しているのだ。貴方が望むのならば爵位などいらない。共に異国をさすらう身になっても決して後悔はしません。だから貴方のそばに……」

　天上の空気に包まれたような穏やかさと幸福感の中で、私はそのまま眠りに落ちていた。




　目を覚ますと私は自分のベッドの中にいた。部屋の中には誰もいなかったが身を守るように思わず毛布を被る。昨夜のことを思い出して心臓が早鐘のように鼓動を早めた。

「やってしまった……」

　夢ではない。夢にしてはやけにリアルなコウタの指使いを私の頭と体がはっきりと覚えていた。
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　明日、水の下しも月つき（二月）一日からはいよいよ正式に軍務が始まる。今晩は日本へ送還されるし、色々忙しくなるので昼の内に不動産屋へ行こうということになっている。店舗用の物件の他に隠れ家的な部屋も借りておきたかった。店舗の方はまだ資金が充分でないが、隠れ家の方は今日中に用意するつもりだ。だけど……。

「おはようございます」

「お、おは……ょぅ」

　クララ様、声が小さくて聞き取れません。赤くなって俯いちゃうし、こんな状態だったら二人の間に何かあったのかと勘繰られてしまうではないですか。実際エマさんは疑わしそうに見ているし、フィーネもワクテカな顔で俺たちを見比べている。吉岡君そのニヤニヤ笑いを引っ込めてくれないかな、腹がたつから。実際、何にもなかったんだよ。だって、疲れているクララ様にマッサージをしただけだもん……。特にレベル二まではちょっとだけ色っぽい吐息とかを漏らしてたけど普通のマッサージだったんだ。ただ、レベル三になった途端にそれまでの緊張が一気にほぐれてしまって……とんでもなく真面目な愛の告白を受けてしまった。しかも俺が返事をする前にクララ様はマッサージが気持ちよかったせいか、これまで胸の内に溜めていたものを出し切ってスッキリしたのか眠ってしまったんだよ！　おかげで二人とも宙ぶらりんの気持ちのまま非常に気まずい思いをしている。時間を見つけてクララ様とはきちんと話さないとダメだけど、とにかく今日は部屋探しだ。




　主従四人で出かけた俺たちは先ず城壁外の下町にアパートを二つ借りた。俺と吉岡で一つずつだ。ここは秘密の住居として資産の一部や日本から持ち込んだ私物を隠しておくプライベートな場所にする予定だ。兵舎に住んでいる俺たちには守られるべきプライバシーなど存在しない。荷物は空間収納にぎっちり詰め込まれているが、入りきらない分はクララ様の部屋に置かせてもらうしかないのが現状だ。クララ様は気にすることはないと言ってくれるが不自由な思いをさせていると思うから一刻も早く荷物を引き取りたかった。それに現代日本で暮らしてきた俺達にとって、一人でいられる部屋がないのは息が詰まって仕方がないのだ。間取りは２Ｌに小さな食品庫がついていて結構広い。ただしキッチンは各部屋にはついておらず、共同の炊事場を使うシステムになっている。城壁外と言っても繁華街に近く、富裕層向けの物件のようだ。家賃は月々三万マルケスでこの世界では高めになる。玄関にはドアマンがいるし、各部屋の窓にはなんとガラスが嵌まっているのだ。貴族の次男とか大商会の番頭辺りが借りるグレードの部屋らしい。

「すごい……。一人暮らしなんて憧れるなぁ」

　フィーネが羨ましそうにため息をつく。ザクセンス王国では一人暮らしなど余程の金持ちでないとできない。ドレイスデンに住む人間の大半はルームシェアをしているのだ。しかも六畳くらいの部屋に三人とか四人で住むなんて当たり前のことだった。生まれた時から親や兄弟と一緒の部屋で育ったフィーネにとってプライベート空間は夢のまた夢の憧れなのだ。
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　広々とした部屋を見ていると思わずため息が出てしまった。だって私フィーネのこれまでの生活とはまるで縁のなかった空間がここにはあるんだもん。王都のこんな豪華な部屋を見学するなんて想像したことすらなかった。しかも自分の知り合いがここを借りるというのだから驚きだ。ここ一カ月の人生の変化はあまりに劇的で、とても現実のものとは思えない。本当に時空神様のお導きとしか言えないと思う。それにしてもコウタさんとアキトさんはどうして別々の部屋を借りるのだろう。そんなことをしないでも部屋は三つもあるのだから一緒に住めばいいのにと思ってしまう。プライバシー？　何を言っているのかよくわからない。でも少しだけ察していることがある。きっとコウタさんは、ここをクララ様と過ごす密会の部屋にしようとしているのではないだろうか。貴族の若様や奥様が愛人との秘密の愛の巣としてこうした部屋を借りることがあると聞いたことがある。それならアキトさんが別に部屋を借りる説明はつく。あの二人はどう見ても愛し合っているもんね。特に今朝のクララ様の様子はおかしかった。はっ！　ひょっとして昨晩あの二人は……。どうしよう、私までドキドキしてきちゃったよ。

　お二人の部屋が決まると次は買い出しに行くことになった。ここに住む予定はないそうなのだが、いつ来てもいいように最低限の衣食住を揃えておきたいらしい。最初に向かったのは薪を扱う店だった。クララ様も今日は徒歩なのでコウタさんと並んで歩いている。

「なかなかいい部屋であったな。あのようなセカンドハウスがあれば暮らしやすそうだ」

「カーテンなどのインテリアはクララ様が選んでくださいませんか？　私はそういうことが苦手で」

「わ、私だって得意というわけでは……」

　うわぁ、恋人同士の会話だよこれは。どこからか「もげろ」って声が聞こえてきそう。クララ様も顔を赤くしながら嬉しそうだし、本当にあの二人は急接近だな。

　薪の配達を頼んだ後は家具屋などにも寄ったが、行く先々で新婚に間違われた二人は幸せそうに否定していた。でもどうするんだろう……。クララ様とコウタさんは身分が違う。お二人が結婚するなんてことがあるのだろうか？　愛のない結婚をした貴族がそれぞれ愛人を持つというのはよく聞く話だけど、どうせ結ばれるのならそういうのじゃなくて……。とにかくお二人には幸せになって欲しい。でも、きっと大丈夫だと思う。だってコウタさんは時空神様の御使いだもんね。
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　狭間の小部屋から日本へ戻ると俺は自分のアパートにいて吉岡はいなかった。それぞれ召喚された場所へ戻るようだ。電話で確認するとやっぱり吉岡は自分の部屋にいた。明日はなるべく早く仕事を終わらせて新しい商品仕入れに行かなくてはならない。今までは高級食器を仕入れていたが、今度俺たちが目につけたのは腕時計だ。ザクセンスでは領主の間で時計台を作るのが流行している。貴族たちは懐中時計を目の飛び出るような高値で購入しているが腕時計というものはまだない。そこで俺たちは手巻き式機械時計を販売することにした。これなら場所も取らないから運ぶのも楽だ。クラシカルなデザインで宝石によって装飾された時計なら貴族たちにも受けると思う。一点二〇万～一〇〇万円くらいのものをいくつか購入して様子を見ようと思った。




　翌日、出社した俺は直属の上司に当たる課長にアポイントメントをとり、昼休みに会社を辞めたいことを話した。予想通り課長は離婚が原因で実家に戻ると勘違いしてくれた。社交辞令的に引き留められはしたが俺の心情を曲解してくれて、「君も辛かったんだな」といって涙ぐんでくれた時はちょっぴり心が痛んだ。だましてごめんなさい。うまい具合に日本はまだ一二月だったので年末に向けて調整しながら退職日を決めるということで話がついた。

　というわけで俺は清々した気分だ。でもね、午後に課長の机から大きな声が響いた時はびっくりしたよ。

「ええ!?　君もなの!?」

　課長の前には頭を下げている吉岡の姿が。本当にごめんなさい。




　向こうの世界でも一日は二四時間で、こちらの時計は実用品として使うことが可能だ。だけど時計を選ぶ段になって俺たちは一つの問題点に気が付いた。それは数字だ。時計の文字盤の数字はアラビア数字かローマ数字で表記されている。そう、ザクセンスの文字とは少し違うのだ。ロレックスやオメガなんかは数字を使わないデザインが多いが、フランクミュラーはアラビア数字に特徴があるデザインだし、カルティエなんかはローマ数字のデザインが多かったりする。俺としてはパテックフィリップの懐中時計が素敵だったけど売れなかった時がちょっと怖い。買うのに五〇〇万円くらいするんだもん。

「数字の無いデザインのものを選びますか？」

「向こうでアラビア数字やローマ数字を流行らせるという手もあるぞ」

　特にローマ数字は直感的に理解しやすい表記法だと思う。

「とりあえず今回は一〇〇〇万円分くらい購入します？」

「そうだな。雰囲気の違うタイプのものを男女用各五本くらいいっとこうか」

　なんか金銭感覚がおかしくなっているが仕方あるまい。それよりも高額商品を現金で買う方がなぜか緊張した。店員さんもちょっとびっくりしてたし……。犯罪とかじゃないんですよ。心の中で何回も言い訳をしながら支払いをした。
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　狭間の小部屋でスキルカードをひいた俺は思わず雄お叫たけびを上げていた。

「どうしたんですか先輩。透視術でも手に入れましたか？」

「違うわい！」

　それはそれで嬉しい気もするけど、裸にありがたみが無くなりそうで嫌だ。俺がひいたのはそんなものではない。ついに武術系のスキルがきたのだ。




　スキル名　棒術・半棒術（中上級）

　技の全てを会得し、習熟したレベル。

　ザクセンスで棒術の大会があったらベスト８くらいまでならいけるでしょう。

　魔力を具現化して九〇センチ～二一〇センチの長さの棒を作り出せる。




　早速、魔力を籠めてみると手の中に棒が生まれた。

「おお！」

　スキルの補正なのか棒を持つと体も軽くなる気がする。「ヤモリの手」とかと組み合わせたら新たな境地がひらけそうだ。棒術というのは地球でも洋の東西を問わずに存在しているんだよね。日本では「棒」だけど中国では「棍こん」と呼ばれて形状も違う。映画なんかだと少林寺のお坊さんが棍を使って戦うのを見たことがある。一方、西洋ではイギリスのクォータースタッフが有名だ。ロビンフッドの仲間であるタックという僧侶がクォータースタッフの達人だったはずだ。実はシャーロックホームズも拳闘・剣術と共にこのクォータースタッフを極めている。後はフランスのバトン・フランセーズやそこから派生したステッキを用いるラ・キャンなんてものもあるそうだ。

「いいなぁ、武術系」

「吉岡は地水火風の四大系統魔法があるだろう」

「いやいや、男の子なら魔法剣士は憧れるでしょう」

　そうか？　俺にとっての魔法剣士は器用貧乏というイメージしかないが。ゲームのキャラだと剣士としても魔法使いとしても中途半端でパワー不足なんだよね。あっ！　もしかして俺って魔法剣士に近い存在？　魔法は麻痺魔法だけだし、剣士ですらなく棒術使い……。あんまり深く考えるのはやめておこう。
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　閲兵式に現れた中隊長は意地悪そうなオバサンだった。ドーリス・ベックレという爵位なしの貴族らしい。軍人らしく眼光は鋭く、筋肉質の固太りでとても強そうに見える。年の頃は四〇代半ばらしいが未だに独身だそうな。兵士たちからは密かに「雌めすオーク」と呼ばれている。この仇名はさすがにちょっと可哀想だよね。

「本日より貴様らの上官となるクララ・アンスバッハ殿だ。アンスバッハ殿、挨拶を」

　ベックレ中隊長は軍の階級でいえばクララ様より上になるのだが、貴族の格としては爵位持ちのクララ様の方が上になる。この辺の関係が貴族社会の難しいところだ。

「本日よりこの小隊を預かることになったクララ・アンスバッハだ。よろしく頼む」

　小隊との顔合わせもすみ、これからの活動が発表された。




　下水道清掃作業員の監督業務




　王都警備隊ってこんな仕事もあるんだ。具体的に言うと職安から派遣された労働者を各ポイントに割り振り、業務を監督した後に給金を払うまでの仕事らしい。ただ、下水道は組織犯罪や窃盗犯に利用されたりすることが多いので、これを見回ったり、要所要所の鍵をチェックすることも大事な任務だそうだ。

「アンスバッハ殿は本日が初めての任務となるので兵たちと一緒に下水路の見回りをしてもらおう」

「はっ！」

　ベックレ中隊長の言葉にクララ様は短く答える。ん？　エマさん顔が怖いですよ。

「おのれ雌オークめ……」

「どうしたんですかエマさん？」

　なんか怒ってますよね？

「コウタ殿、わからぬか？　貴族であるクララ様が下水路に入ることなど本来あるはずないのだ。それをあいつは……」

　ああ、上官の立場を使って嫌がらせをしているわけね。クララ様が美人だからかな？　でもクララ様はあんまり気にしていないみたいだ。怒りに震えるエマさんを宥めながら閲兵式を終えた。だけどエマさんの怒りはますます激しくなっているようだ。

「クララ様、あのような命令に従うことはありません！」

「上官の命令だ、そうはいくまい」

「しかし！」

　そんなに下水道がいやなのかな？　俺としてはちょっとだけワクワクしているのだが。

「もし嫌であればエマは地上で待っていてくれてもよいのだぞ」

　そういえばエマさんも貴族なんだよな。やっぱり下水路に入るのは屈辱なのかもしれない。クララ様にここまで言われるとエマさんも何も言えなくなっていた。俺の横でハンス君が大きなため息をつく。

「どうしたんだいハンス君？」

「いえ、エマ様がすごい不機嫌だから……」

　ああ、自分にとばっちりがきそうで怖いのね。ハンス君はまだ一五歳で気の弱そうな顔をしている。幼い頃からエマさんのお付きをやっているそうで苦労が絶えないようだ。

「酷いようなら相談してね」

「はい……でもお嬢様のためですから」

　ハンス君は偶にエマさんから折檻を受けているようだが、けっこう激しいものらしい。体罰はイカンと思うのだが、いろいろな立場があるので言いにくいのだ。見過ごせない程ひどいものなら一度注意しておいた方がいいのかもしれない。




　広場の前に集まった五〇〇人の労働者を一〇組に分け、分隊を一隊ずつつけて送り出した。俺たちは初めてということもあってバーレ分隊長の隊に同行した。バーレ分隊長は陽気な中年男でアンスバッハ小隊の中では最年長の兵隊だ。階級は俺と同じ伍長だけど、兵たちの信頼も厚く分隊長のリーダー格でもある。俺も敬意をこめて他の兵たちと同じくオヤッサンと呼ばせてもらうことにした。

「オヤッサン、下水道に降りるにあたって気を付けなきゃならないことってありますか？」

　オヤッサンは見事な口ひげを捻って少しだけ考える。

「そうさなぁ、大抵の犯罪者は兵隊が降りていけば逃げちまうもんだ。浄化用のスライムも人を襲うことはまずない。たまに変異種が生まれて飛びついてくることもあるけどな」

　人に危害を加えるスライムも中にはいるんだ。

「まあ、大抵はあっちから逃げていくから、ことさら追いかけなければ大丈夫だ」

　そこでオヤッサンは少しだけ心配そうな顔になった。

「なあコウタよ、新任の小隊長さんはどんな方だ？」

　ツンツンしてるけどデレればかなり可愛いです、とは答えられない。

「仕事に関しては自分にも他者にも厳しい人だと思う。でも領民思いの良い領主様だよ」

「そうか……。実はな、下水路には結構な数のホームレスが住み着いているんだ。大人ばかりじゃなくて親を亡くしたガキどもも多い。中隊長からは強制排除をいいつかってるんだが、この真冬に追い出しでもしたら、奴等にはいくところなんかねぇ……」

　間違いなく凍死しちゃうだろうな。

「クララ様なら大丈夫だと思う。俺からも話しておくけど、そんな無体なことをする人じゃないよ」

「そうか！」

　バーレ分隊長は安心したようにニカッと笑った。なによ、髭面の癖に恰好いいじゃない！　この人となら仕事もうまくやれる気がした。




　重い鉄格子は軋みを上げて開き、その向こうには地下へと降りる階段が続いている。ドレイスデンにはこのような地下下水路への入口が何十カ所かあるが、その全てにはこうして大きなカギが取り付けられている。

「オヤッサン、こんなにしっかり戸締りされているのにどうやって人々は下水路に入り込めるんですか？」

「川のほとりにある排水溝から出入りしているのさ。他にも地下室が下水路へ続いているなんて家がいくつもあるんだ」

　下水路の総延長は一二八キロにも及ぶらしい。しかもそれは幹線路の話で、細かい支線までいれたら何キロになるかは当局も把握しきれていないようだ。

「裏社会ではこの下水路の地図が高値で取引されているなんて話もあるくらいさ」

　犯罪者にとってはそれくらい重要な施設ということか。地下へ降りる前に「犬の鼻」で危険なガスの臭いがないか確かめたが問題はなさそうだ。予想していたより臭いはきつくない。これも浄化スライムのお陰だろうか。




　暗くジメジメした地下下水路はドレイスデンという怪物の腸はらわたみたいに思える。その中を進む俺たちはさしずめ巨大怪獣の腸内を流れていく丸呑みされた食べ物といったところか。凍てつく寒さと浄化スライムのおかげでとんでもなく臭いということはないのだが、それでも臭いはきつい。吉岡はさっきから鼻を押さえながら口で息をしていた。

「先輩は犬の鼻を持っているのによく平気ですね」

「ぼっとん便所よりマシだろ。山の上のキャンプ場とかだとこれの何倍も臭いぞ」

　今時はどんどんバイオトイレに切り替わっているから山小屋のトイレも清潔になっているんだけどね。

「僕は渋谷駅のトイレより臭い場所があるなんて想像もしていませんでした」

「あんなもん大したことないぞ」

　確かに渋谷とか新橋の臭いはすごいけどさ、お坊ちゃまはこれだから困りますな。でも、エマさんも吐きそうな顔しているな。クララ様は……けっこう平気そうだ。意外とタフなんですね。




　作業を清掃員たちに任せ、バーレ分隊長の案内で下水路を視察していく。

「足元に気をつけろよ。いろんなもんが落ちてるからな」

　定期的に掃除をしている割にはゴミが多い。薄汚れた藁わら束たばとか焚き火のための石が積んであったりする。

「ここの住人の生活の跡ですか？」

「ああ、躓くなよ。それからたまに死体が落ちているから叫び声とか上げないようにな」

　最初はオヤッサンのザクセンスジョークなのかと思ったが、死体が転がっているというのは事実らしい。下水路に住むホームレスの大半は病気で働けなくなった者たちだ。だからそんな人たちが死ぬとそのまま放置されてしまうのだ。さっきから何人かのホームレスとすれ違っているが、兵隊が来たというのに全員横になったまま動こうとせず、どんよりとした眼差しを向けてくるだけだった。もう、自分の死期を悟っているのだろう。動ける者は兵隊が来た時点で逃げている。

「もし死体を見つけた場合はどうするんですか？」

「水中のスライムに食べさせるのさ。どうせ死体から衣服ははぎ取られているからな。作業員が水の中に死体を落としておしまいさ」

　このように清掃員の作業内容はヘビーなのだが、この仕事は一日に七五〇マルケスの報酬が支払われるのでかなりの労働者が応募してくる。

「気が滅入る仕事ですね」

「兵隊なんざこんなもんだ。それでも戦場よりはずっとマシだろ？」

　戦場は知らないけどきっとそうなのだろう。

「隊長！　新しい死体です」

　前方を歩いていた兵卒が大きな声で呼びかけてくる。出来ることならお目にかかりたくなかったな。

「またホームレスの病死か？」

　オヤッサンの質問に兵卒の答えは要領を得なかった。

「まあ、おそらく。既に衣服ははぎ取られて水の中へ放り込まれている状態でして」

　こういうこともたまにあるそうだ。死体から衣服や持ち物をはぎ取った後、もののついでに遺体を水中にわざわざ落としていったようだ。律りち儀ぎな奴といっていいのだろうか？

「遺体を確認する」

　全員乗り気ではなかったがクララ様の一言で現場へ行くこととなった。

　グロっ！

　見なきゃよかったよ。遺体はスライムの分泌液によって皮膚が半分溶けかけていた。まるでローションを塗りたくった理科室の人体模型だ。吉岡とエマさんがたまらずに吐いていた。俺もかなりヤバい。登山中に崖から落ちたカモシカの腐乱死体に何度かお目にかかった経験がなかったら多分もどしていただろう。この状態ではまともな検視なんてできないと思う。唯一の救いは腐敗臭がしないことくらいか。でも敏感な犬の鼻がちゃんと遺体から染み出た血の臭いを嗅ぎ分けちゃうんだよね。って、あれ？　血の臭いは死体からだけじゃなくて通路からもしているぞ。ポケットからフラッシュライトをだして通路を照らしてみる。

「どうしたコウタ？」

「あ、やっぱりあった。ここに血の痕があるんです」

　すでに乾いてはいたが、通路には血痕が残っていた。クララ様も屈んで俺と一緒に床を調べた。

「ふむ、病気で死んだものを突き落としたのではなく、生きている人間を殺して持ち物を奪ったか……」

「それもここでは珍しくないことでして……」

　オヤッサンによれば月に一つくらいは他殺体が見つかるそうだ。でも実際の事件はもっと多いのだろう。人知れずスライムに溶かされる死体の数は想像もつかない。もうね、早いところ地上に出て新鮮な空気を吸わせてくれって感じだ。このままでは息が詰まりそうだ。……内緒でクララ様の匂いを嗅いで気持ちを落ち着けちゃおうかな。意識を目の前で血痕を調べているクララ様に集中した。

「あれ？　クララ様、香水をつけていますか？」

「いや、私はそういうものはつけないが……」

　気のせいかな、フワッとフローラルな香りがしたような気がしたんだけど。




　遺体の身元確認は難しそうに思えた。わかっているのは死んだのが人族の男で年齢は三〇歳から四五歳、髪の色は黒、目の色は茶色ということくらいだ。クララ様の命令でホームレスたちへの聞き込みが開始されたが、元気な者は俺たちの姿が見えると逃げようとするし、動けない病人は何も知らないしで捜査は難航した。兵士たちは一昨日中にいなくなった仲間で遺体の特徴を備えた者はいないかを尋ね歩いて午前中が終わった。




　手がかりのないまま時刻は昼になった。清掃員たちに休憩を取らせなければならないこともあり全員で地上に上がる。どうせこの事件も迷宮入りになるのだろうと兵士たちは話していた。監視カメラなんてものはないし、被害者がホームレスだと兵士たちも本気で犯人を捜そうとはしない。運よく目撃者が得られても事件を立証する物証をみつけるのは難しそうだ。この世界にＤＮＡ鑑定はない。

「クララ様、場所が場所だけに犯人捜しは難しそうですね」

「ああ。せめて死んだ男の名前が分かればいいのだがな」




　警備隊員には昼食としてパンとチーズが配られた。近くの露店でスープを売っていたので配給だけで足りない兵士が購入していた。木の深皿に入ったスープは一杯一二マルケスだった。フィーネが買ったものを見せてもらったがニンジン、カブ、ジャガイモなどの根菜がたくさん入っている。味付けは塩だけでシンプルな感じだが、外気温は氷点下だったのでとても美味しそうに見えた。でも俺の食欲はゼロだ。吉岡とエマさんも相変わらず青い顔をしている。フィーネはよく平気だね。一方、清掃員たちは弁当を持ってきている者も多かったが、食べ物もなくつまらなそうにただ座って休憩している者もいた。何か食べさせてやりたいが施しをしていればキリがない。『歎たん異に抄しょう』の中でも「この慈じ悲ひ始し終じゅう無なし」と書かれている。人間の力など小さなもので、いくら可哀想と思っても、そういう慈悲は首尾一貫しないものだということを言っている。だからこそ仏の力に縋りましょうということなのかな？　仏教徒ではないがその通りだと思う。いくらこの人達が可哀想と思っても、俺は兵舎に帰れば密かに空間収納からガジャリコを出しておやつに食べるだろう。もう少しお腹が空いていたらクラブ・ハラエのバームクーヘンにかぶりつく可能性もある。その時、俺の頭の中にこの人達の姿はない。あっても振り払ってしまうはずだ。それができない場合はマザー・テレサのような生き方をするのだろう。だけど俺にはかの偉人のような生き方こそ無理だ。

　せめてもの思いで兵士たちが焚いた焚き火の中で手のひら大の石を焼いた。

「コウタ、何をやっているんだ？」

　オヤッサンがさっそく興味をもってくれる。

「温おん石じゃくを作ってるんですよ。こうして焼いた石を布で包めば……」

　原始的なカイロの出来上がりだ。

「おっ、温かいな。俺もやってみるか」

　バーレ分隊長を皮切りに兵士たちがどんどん温石を作っていく。俺は清掃員たちにも声をかけた。

「石を焼きたい者は持ってきて焼いていいぞ。火傷をしないように気をつけてな」

　外は氷点下の寒空だ。結局、そこにいた清掃員全員が石を拾ってきて温石を作っていた。寝る前に腹のところにいれれば暖かく眠れると思うよ。体温が上がれば免疫力は増すと聞いたことがある。健康でいられるならば仕事はあり、王都では食うには困らない。

「旦那、旦那！」

　汚い恰好の男が俺に呼びかけてきた。今日雇われた労働者ではないようだ。

「なんだい？」

「あっしにもその石を頂けますかい？」

　温石が欲しいのか。

「ああ、これを持っていくといい。石を包む布はある？」

　木の棒を箸にして石をつまみ、煮しめた様なスカーフに落としてやった。

「へへっ、こいつはあったかくていいや」

　男の頭は白いものがかなりまじり五〇歳はいってそうだ。

「なんだお前、ホルガーじゃないか」

　オヤッサンの知り合いか？

「最近見かけなかったな」

「へい、ここんところ東区へでばってましたもんで。また南区の方へ戻ってきましたのでよろしくお願いしやす」

　ホルガーと呼ばれるこの男は「宝たから浚さらい」をしているそうだ。宝浚いとは下水道や川を浚って金品や物品を得る者の総称らしい。下水道には高価な指輪など思わぬお宝が落ちていることもあるそうだ。また職業柄、裏社会に顔が利き、密かに情報屋という副業も営んでいる。

「情報屋かぁ。じゃあさ、ホルガーさんなら殺された男の名前とかわかるかな？」

「そりゃあ、まあ」

　前歯の抜けた口で笑うホルガーはどこか憎めない顔をしていた。




　兵士たちが午前中いっぱいかけてもできなかった仕事を、ホルガーはものの三〇分程でやってのけて見せた。

「殺された男の名前が分かりやしたぜ」

　早いなおい！

「それで？」

「旦那、先に頂くものを頂かないと」

　出された手の平にクララ様が一〇〇マルケス銅貨を落としてやった。

「まいどあり。死んだ男はクンツと呼ばれておりやした」

　クンツは一月前からこの辺りの下水路に住み着くようになったそうだ。

「どうも奴やっこさんはギャンブル狂いのようで、あちらこちらに借金があったみたいでさぁ。取り立ての奴らから逃げ出すために地下へ潜り込んだみたいでして」

　だったら金銭トラブルで殺されたのかもしれないな。

「殺しの現場を見た人は？」

「目撃者は見つかりませんでした。ただ、クンツの着ていた服は手に入れることが出来ましたぜ」

　ホルガーはどんだけ優秀なんだよ！

「よく見つけられましたね！」

「兵隊さんには何も話さないですけどね、下水路の住人達は朝からこの話題で持ちきりなんでさぁ。クンツが殺されたことなんて支線の先まで広がっておりやす」

　ほほう、ホームレスたちもゴシップは好きなんだ。

「で、持ち主が犯人ってことは？」

「そりゃあないです。この服を持っていたのは六十を超えた肺病みの爺さんでさぁ。それに比べてクンツは普段は飯場で働く四十男ですよ。腕力が違いすぎる。その爺さんが言うには今日の夜明け前に服を着たまま下水の中に浮いていたって話ですよ。何とか水辺まで引き上げて服を剥いだと言ってましたが、嘘はついていなさそうでした」

　服を調べてみると腹の部分に二カ所穴が空いていた。おそらくここを剣かナイフで突き刺されたのだろう。よく洗ったらしく湿っており既に血の跡は薄くなっていた。丁寧な洗濯のお陰で残念ながら服についている犯人の臭いも消えていた。

「他に手掛かりは？」

「今のところこれだけでさぁ。これ以上のことは調べてもわからないと思いますぜ」

　現場の遺留品はこの服だけで目撃者もなしか。素人の俺にはもう手が出ないぞ。

「わかった、助かったよ」

「へい。そんじゃあ、あっしはこれで」

　身をひるがえして去って行こうとするホルガーの背中に声をかけた。

「ホルガーさん、また仕事を頼みたいときはどこに行けばいいのかな？」

　ホルガーは嬉しそうに相そう好ごうを崩した。

「あっしにご用のある時はそこいらにいるホームレスにそのことを伝えて下さい。そうすればすぐにあっしの方から伺いやす」

　自分のねぐらは知られたくないのだろう。でも、こういう人との人脈はあったほうが色々便利そうだ。俺は握手するふりをして一〇〇〇マルケス銀貨をホルガーに握らせた。

「今後ともよろしく頼みます」

「へへっ、旦那の為ならいい仕事をいたしやすぜ」

　ニヤリと笑う歯抜けのホルガーはやっぱり憎めない顔をしていた。
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　雌オーク（ベックレ中隊長）の意地悪でここ四日間アンスバッハ小隊はずっと下水道清掃員の監督業務をやらされている。もはや専任と言っても差し支えないレベルだ。俺も労働者やホームレスとすっかり顔見知りになっていた。

　夕方、クララ様に呼ばれて執務室へ行くと予想していた事態が起きていた。

「今日の会議で殺人事件の捜査は終了となったよ」

　あれから事件に関していくつかの聞き込みを行ったがホルガーの調べてきた以上の収穫はまったく上げられないでいた。確かに犯人を検挙するのは難しいと思うけど、打ち切りは早すぎないかい？

「こうなるとは思っていましたが予想より早いですね」

「うむ。死んだのがホームレスだからな……。いつまでも人員は割けないというのが上の意向だ」

　本当は死体が見つかったその日に捜査は打ち切られる予定だったのだが、クララ様が粘って三日間の猶予を貰っていたのだ。

「残念です」

「ああ……」

　クララ様の表情は暗い。会議で嫌味でも言われたのかな？

「お疲れのようですね。マッサージでもしましょうか？」

「なっ！」

　クララ様が固まってしまった。前回マッサージをした時に愛の告白を受けてからなんだかんだできちんと二人で話していないんだよね。今晩はいい機会かもしれない。

「クララ様」

「……」

　そんな風に俯かれると不安になるよ。もしかしてあの告白を後悔している？

「何かあったらすぐに私に話して下さいね。お力にはなれないこともあるでしょうが出来る限りのことはしますから」

「わかっている。……コウタはいつだって優しい……」

　ぶっきらぼうにそんなことをいうクララ様が愛しくてたまらない。

「クララ様、私は傍にいますよ。これからもずっと貴女のお傍に」

　顔をあげたクララ様の瞳に涙が溢れていた。

「本当に？」

「はい。軍務が終わって貴方がエッバベルクに帰ってもずっとです」

「よいのだろうかそれで？」

「私は貴方の召喚獣なのです」

　溢れる涙をぬぐってクララ様の唇にキスした。しがみつくように抱きついてくるクララ様の髪と背中をゆっくりと撫でる。日本？　会社？　過去？　全てがどうでもよくなっていた。俺はこの人と共にこの世界で生きていこう。改めてそう誓ってもう一度だけ口づけを交わした。

　え？　そこで押し倒せだって？　そんなことできるわけがないだろう。この国の貴族は建前上は貞淑な観念を貴たっとぶんだよ。婚前交渉をせまるなんて相手に対しての侮辱ととられかねないのだ。万が一誰かに知られてもことだしね。それに……さっきからフィーネが隣の従者控室から息を殺して覗いているんだよ。匂いでバレバレだ。後でお仕置き決定だな。
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　ずっと続いていた下水道清掃員の監督業務だが今日は久しぶりにお休みとなる。なぜなら南地区駐屯所の武芸大会のようなものがあり、偉いさんがやって来るからだ。王都警備隊長官のカルブルク子爵だけではなく、その上のナンチャラ将軍とかも来るらしい。例の雌オークは腕自慢だからやたらと張り切っていて、昨日は遅くまで会場の整備にこき使われた。しかも他の兵士たちには直前まで武芸大会のことは知らせず、自分の直属部隊だけに特別訓練をさせていたようだ。体は大きいくせに人間としての器が小さい。きっとそうやって上官にいいところを見せて中隊長の地位まで上り詰めたのだろう。でも雌オークドーリス・ベックレという人は魔法が使えない貴族だ。その根底には忸じく怩じたる思いがあったのかもしれない。軍でのし上がるにも相当な努力が必要だったことだろう。そう考えれば可哀想な気がしないでもない。せめて俺に迷惑をかけないでくれれば俺も優しくできると思う。そのぶっとい首にマッサージをするくらいのことなら吝やぶさかではないのだ。




　練兵場には八〇〇人近い兵士たちが整列していた。正面の高い観覧席にはカルブルク子爵や長髪の将軍様が座っている。更にその一段下にはベックレ中隊長や各小隊の隊長たちが並んでいて、クララ様もその列に加わっていた。掃き溜めに鶴。泥でい中ちゅうの蓮はちす。万ばん緑りょく叢そう中ちゅう紅こう一いっ点てん。もうね、クララ様だけが光り輝いているよ。うわあ、俺はあの人とキスしちゃったんだ……。

「これより南地区駐屯所の武芸披露会を開催する!!」

　胸の内に湧いた感慨をかき消すようにベックレ中隊長の濁声が響いた。




　武芸披露会は弓術の部から始まった。二〇名ずつが六〇メートル離れた一一〇センチ程の的をめがけて一五射してポイントを競う。エッバベルクからドレイスデンへの旅の最中に何度かクララ様に武芸の手ほどきを受けてはいるが、一朝一夕に身につくものではない。俺はかろうじて一射のみ的に当たるというていたらくだった。
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　先輩の番が終わった。結果は一五回射って一本のみ的の端に命中。よく当てられたと思う。たぶん偶然だろうな。でも僕がやったらもっとひどいことになりそうだ。間違いなく全射外れる気がする。いや、それ以前に矢が的に届かないかもしれない。ここの結果なんてどうでもいいから適当にやってさっさと終わらせてしまおうかな。そんなことを考えていたら、一矢も当てられなかった人が雌オークに殴られていた。あんなぶっとい腕で殴られたら首の骨が折れてしまうかもしれない。いくら僕が年上好きで責められ好きでもベックレ中隊長はちょっとね。はあ、ペトラさんに会いたいなぁ……。もしもう一度会えることがあったらもっとすごいことをしようって言われたけど、どんなことなんだろう？　えへへ……。あ、はい！　自分の番ですか？　仕方がない、殴られるのは嫌だから魔法を使って適当に点数を稼いでおくとするか。





[image: ]






　コウタさんに続きアキトさんも一五射すべて撃ち終わった。コウタさんが一本しか的に当てられなかったのに比べて、アキトさんは八本命中させていた。でも、アキトさんが風魔法で目立たないように八本の矢の弾道を補正していたのを私は知っている。どうせなら本気を出して全て命中させてしまえばいいのにと思う。疑問に思って聞いたら「能ある鷹は爪を隠す」というのが「隠れ賢者の美学」なんだそうだ。相変わらずアキトさんの言うことは難しい。私なら迷わず一等賞を狙うのに。だって成績上位三名はご褒美が貰えるんだよ。優良兵士の証である青いスカーフと副賞の金一封。得意な弓矢以外では上位に食い込むことはできないと思うから、ここで本気を出さなきゃね。集中、集中！　……なんでこんな時に限ってクララ様とコウタさんのキスを思い出しちゃうのよ！　……でもあれはすごかった。誰かがキスをしているところなんて初めて見たもん。クララ様には何一つ勝てないのに恋の経験でも並ばれてしまうとは。私は自分のファーストキスを思い出して暗い気持ちになった。あれからもう一年も経つんだなぁ……。

　去年の冬、ちょっといいなと思っていたイーヴォって男の子に私は呼び出された。夕暮れの納屋の中は薄暗くてすごくドキドキしていたのを憶えている。今考えればイーヴォのどこが良かったのよって感じなんだけど、当時の私は恋に憧れる女の子だったんだと思う。

「お前が好きだ、付き合ってくれよ」

　告白の言葉はすごくシンプルだったけど初めての経験に私は舞い上がっていた。それにイーヴォの顔はまあまあだったし、狩りも上手かったから付き合うのは嫌じゃなかったんだよね。その場で付き合うことを了承したらいきなりキスを求められた。頭の隅にまだ早いんじゃないかな？　という感情はあったんだけど、その場の雰囲気と強引なイーヴォに押される形でついつい許しちゃった。まあ、そこまではいいのよ。それだけだったら淡い青春の思い出としてフィーネの心の日記帳の一ページを飾る素敵なイベントで終わっていたはずだ。だけどイーヴォの奴は調子に乗って私の胸に手を伸ばしてきた。しかも服の下から直だよ！　痛いっつうの！　力任せに揉みやがって！　私は鼻息荒く私の胸を揉むイーヴォの顎に下から拳を突き上げていた。告白から破局まで僅か一〇分。これが私の初めての経験だった。ああ、思い出したら腹が立ってきた！　的にイーヴォの顔を思い浮かべて射ってやる！
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　午前の内に弓術の部は全て終了した。クララ小隊の中ではフィーネが大健闘して全兵士の中で二位の好成績を収めた。流石は元猟師だけのことはある。一発必中で動物の急所を狙う猟師には二の矢はない。そういう気構えで一矢ずつ射れば命中率は上がるのだろう。肉体もそうだけど精神や集中力の鍛え方が違うんだろうな。

「フィーネ、集中するコツとかあるの？」

「……内緒です」

　何でそんなに怒った顔をしているのだろうか？　ちなみに一位の兵士はベックレ中隊長直属の部下だった。




　続いて訓練用の武器を使った試合が行われる。これは分隊ごと五人一組の団体戦で、使用する武器は何を使っても構わない。ただし弓などの飛び道具は禁止だ。俺たちは分隊には属していないので出番がないと安心していたらベックレ中隊長から直々に参加するように命令されてしまった。

「エマ・ペーテルゼン曹長、ヒノハル伍長、ヨシオカ伍長、フィーネ、ハンス、お前たち五人で分隊を組むといい」

　ええ、何でいきなり!?　要するにイジメなんだろうけどさ。

「ぐふふ。下士官が三人もいるのだ。無様な戦いを見せたら下の者に示しがつかんからな、しっかりと戦え」

　嫌味な笑いをしやがる。

「先輩、雌オークに嫌われるようなことしましたか？」

「俺は雌のアンコウに対してもジェントルマンだぞ」

　不細工だけど差別しないで美味しく食べる。

「どうせクララ様へ対しての当てつけなのです。トーナメント表をご覧なさい」

　エマさんに言われて張り出されているトーナメント表を確認すると第一回戦でベックレ中隊長の直属部隊と当たるようになっていた。しかもベックレ中隊長自ら大将として参加している。自分たちでクララ様の部下をいたぶってやろうという腹積もりとみた。ひょっとすると雌オークはクララ様が自分に代わって中隊長の地位に就くことを恐れているのかもしれないな。

「中隊長が参加してもいいんですかエマさん？」

「普通はしないですけどね、ベックレ中隊長は腕自慢なのですよ。上官の前でいい恰好がしたいのでしょう」

　よく聞いてみると魔法が使える貴族は参加しないのが暗黙のルールということだった。だからベックレ隊長が参加するのは問題ないわけだ。クララ様はもちろん参加しない。もし参加したら魔法を使わなくても優勝してしまいそうだけどね。

　団体戦のルールは先鋒・次鋒・中堅・副将・大将の順番で戦う勝ち抜き戦の形式だ。先に全選手が敗れたチームが負けとなる。

「やっぱり大将はエマさんですよね」

　エマさんは貴族だし階級も曹長で一番上だ。こういうところは気を使ってあげないとね。

「はい。そうして頂けると助かります。ペーテルゼン家の者として恥をかくわけにはいかないので」

　貴族様は見栄っ張りなのだ。

「さて誰が先鋒をするかだけど……」

「ハンス、お前が行け」

「はい」

　エマさんの容赦のない一言で先方はハンス君に決まった。でもハンス君は気弱そうな顔の割に意外と武芸は達者なんだよね。さっきの弓術でも七八九人中二七位なんて上位に食い込んでいる。吉岡は二二九位で俺は七三四位だった。

「ハンス君、頼めるかな？」

「お任せください。全力を尽くして戦います」

　エマさんはハンス君に厳しすぎるんだよね。ショタのお姉さんに好かれそうなタイプだと思うんだけどな。もっともエマさんは男嫌いらしいから仕方ないのか。俺たちのことはセラフェイム様の一件以来無条件で受け入れてくれているみたいだけどね。

「じゃあ次は次鋒だけど──」

「先輩お願いします」

「私もコウタさんがいいと思う」

　こいつらかぶせ気味に押し付けてきやがった。

「自分が出たら魔法を使っちゃいますよ？　痛いのやだから」

「私はちゃんと戦いますけど、勝てる自信はあんまりないです」

　フィーネは狙撃兵タイプだから仕方がないか。吉岡にいたっては大騒ぎになりそうな気がする。魔法が使えることがばれたらすぐにでも騎士に推薦されてしまうぞ。だけど騎士に叙任されるとまず間違いなくポルタンド王国との最前線に送られるんだよね。平和な時だったらすぐにでも叙爵してもらうところだけど、これがあるから魔法の力を公にできないんだよな。

「吉岡わかってるのか？　攻撃魔法なんか使ったら前線送りだぞ」

「だから、先輩が次鋒で頑張ってくれなきゃ」

　まあ全力は尽くしてみるさ。

　観覧席からクララ様が俺たちのところにやってきた。

「皆も参加すると聞いたが、どういうことだ？」

「ベックレ中隊長の差し金ですよ」

　事の経緯をクララ様に説明する。

「そうか……。皆、遠慮はいらん。全力で戦うように」

　上官だからって遠慮するなってことだね。俺も自分のスキルの「棒術」がどの程度のものなのかを確かめたいと思っていたところだ。だって、クララ様が相手だと多少はうち合えるようになっただけで、まだ一本も入れられていないんだよね。ベックレ隊だったら遠慮はいらないし思いっきりやってみることにするか。
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　向かい合って整列したベックレ隊の面々は全員がごつかった。俺も吉岡もこの世界では長身の方なのだが相手には二メートル近い筋骨隆々の兵士もいる。フィーネにあんな奴の相手をさせるのは酷だな。残酷ショーになってしまう。

「ぐふふ。アンスバッハ殿がどの程度部下を鍛えているか見てやろう」

　そんなに大きな声で言わなくてもいいだろうに。雌オークは何とかクララ様を貶めたいようだ。でも、これで負けたら立場がないぞ。自分から出てくるということはそれだけ自信があるということか。

「エマさん、ベックレ中隊長ってどのくらい強いんですか？」

「去年宮廷で行われた御前試合では予選の決勝まで残ったそうですよ。最後に負けて本戦には出られなかったみたいですが」

　御前試合とは国中から武人が集まりトーナメント形式で戦う、ザクセンス王国のナンバーワンを決める大会で三年ごとに開かれているそうだ。いうなればＺ─１グランプリだな。魔法の使用はなしで純粋に武術を競う大会だ。予選を勝ち抜いた四八人で争われる本戦は国王陛下をはじめ国の重臣たちの前で繰り広げられ、一般庶民も有料ながら見物が出来る。ドレイスデンの住人たちが最も楽しみにしているお祭りだといわれている。

「本戦の四八人には入れなくてもベスト九六には残れたわけだ。じゃあこの国で一〇〇番以内に強い人なんですね」

「厳密にいえばちょっと違いますけど」

　戦争に行っていて参加できない兵士や、地方に住んでいるために参加が難しい人もいるそうだ。ザクセンスは広いからね。でも、御前試合でベスト四に残れれば庶民でも騎士の身分が授けられ、既に騎士の身分の者は軍における昇進が約束される。過去にはこの大会の優勝者が剣術道場を開いて成功したなんて例もあるそうだ。数少ない立身出世のチャンスとして大勢の人が参加を申し込んでくるらしい。そんな中で予選の決勝まで残ったのならそれなりに強いということだろう。




　人数が多いので練兵場をいくつかに分けて試合は行われている。もう試合を開始したところもあるようで会場のあちらこちらから歓声が上がっていた。俺たちの使う試合場の準備も整ったようだ。

「ハンス、死んでも一勝をもぎ取ってこい」

　エマさんはもう少し応援してあげようよ。

「危なくなったら降参しちゃえ」

　吉岡……。

　ハンス君の相手はがっちりした身体つきの男だ。パワーはありそうだけどスピードはハンス君が上のはずだ。武器はどちらも槍。というか、槍以外を選択している人はいないね。みんな模擬戦用のタンポ（槍先につける宛て布）がついた木槍を持っている。槍以外の武器を使うのは俺くらいのもんだ。魔力を具現化するところを見られないように、さっきトイレの個室で棒を出してきた……。




　名前を呼ばれた二人が中央に出て構えをとる。おや、ハンス君の相手は向むこう身みに構えている。これは相手に対して正面を向く構えだ。自分の身体の多くの部分を敵にさらしてしまう構え方だが、その分直線的な機動力に優れる。戦場で突撃する兵士はこの構えが当たり前だが試合に使う人は少ない。パワーで圧倒しようという作戦かな。それに対してハンス君はスタンダードな半身の構えだ。こちらの方が相手にさらす有効打突部位は少なくて済む。

「はじめっ！」

　開始の合図とともに敵は突進してきたがハンス君は上手にいなして敵の側面に潜り込んだ。そこから高速の連撃を繰り出す。だが相手は突進を止めずにそのまま走り去ってしまった。重い一撃を浴びせてそのまま離脱する戦法のようだ。重量のある兵士が身体ごとぶつかってくるのは中々迫力がある。

　だけどリズムが単調すぎた。

　二回目に同じ攻撃をしてきた時にハンス君は相手のタイミングに合わせてカウンターの突きを繰り出して、それが敵の腹部に決まった。慣性の法則は怖いね。なまじ体重のある人が全力疾走でカウンターをくらったのだから衝撃は自分に返ってくる。先鋒の兵士はタンカで運ばれていった。

　さっきから雌オークが顔を真っ赤にして怒っている。先鋒だけで五人抜きでもしようと思っていたらしい。それにしても意外なのはハンス君の強さだ。普段は表に出さないが実はなかなかの実力を隠しているようだ。

　そんなハンス君は次の試合も勝ってまさかの二人抜きだ。

「すごいじゃないかハンス君！」

「ハア、ハア……ありがとう……ございます」

　流石に二試合連続は疲れているようだ。ここで吉岡の回復魔法をかけてあげられればいいのだが、それはさすがに狡いよね。やっぱり試合は正々堂々とやらなくては。

「どうする、次の試合は代ろうか？」

　規定では勝者は任意で次の人に交代できる。

「大丈夫です、やらせてください！」

　頬を紅潮させてやる気を漲みなぎらせているハンス君にいつもの気弱なところはない。ギリギリの試合の中で今この瞬間にも才能を開花させているのかもしれない。もしかしたらこの地味で目立たない少年は未来の騎士かもしれないな。

「わかった。君に任せるよ」

「はい」




　インターバルを終えたハンス君の前に今度は痩身の男が立ちふさがった。目は細く酷薄そうな表情で独特の雰囲気を持っている。今までの奴とはなんとなく違う気がした。

「あの男、怖いね」

　フィーネが心配そうにしている。

「ああいうタイプは人を傷つけるのに迷いがないんだよ。ハンス君が少し心配……」

　はたしてフィーネの心配は現実のものとなっていた。既にスタミナがつきかけていたこともあったし、元々の技量も相手の男の方が上だった。ハンス君はじわじわと追い込まれていった。この男の嫌なところは猫がネズミを嬲るように少しずつハンス君の体力を削るところだった。いつでも有効打を入れることが出来ただろうにわざと浅くつき、ハンス君の傷を増やしていった。そして最後に男はハンス君の頭部、脚部、腹部に三連撃を加えて試合を終わらせた。本来そのような攻撃を加えなくても勝敗はついていたはずだ。

「吉岡、ハンス君を頼む。フィーネは吉岡と一緒にハンス君を連れて行ってあげて」

　ヘルメットをかぶっていたとはいえ頭部への一撃はかなり強烈だった。腹の肋骨も心配だ。軍医の手当てよりも吉岡の回復魔法の方が確実だろう。この場で吉岡が回復魔法を使うわけにはいかないので休憩所まで連れて行って治療することにした。




　俺が試合場へ入るとハンス君を打ち据えた男がニヤニヤと笑いかけてきた。

「おいおい、中堅と副将はどこへ行ったんだ？　このままじゃ試合にならないぜ」

「必要ない」

　男の笑いが引っ込む？

「どういうことだ？」

　相手の質問には答えずに構えをとった。澄ましているんじゃない。「勇気六倍」を使っても男の顔が怖かったのだ。バトルジャンキーみたいな顔しやがって。俺が審判ならお前の顔に反則を取るところだぞ。




「はじめっ！」

　審判の掛け声と同時に無造作に見えるほどスッスと間合いを詰めた。相手が牽制で出してきた突きを中段受けで払い、そのまま膝の裏を打ちすえてやる。バランスを崩した男は片膝をつき、下がってきた頭部に回し蹴りをいれた。棒術には蹴り技も組み技もあるんだよ。知らなかった？　相手の首筋に棒の先端を当てると審判が試合を止めた。

「勝者、ヒノハル伍長！」

　先ずは一勝だ。

「汚いぞ！　なんだ貴様の槍は？　しかも蹴り技まで！」

　雌オークがクレームをつけてきた。

「自分は槍ではなく棒使いです。武器の選択は自由でしたよね？」

「くそ、賤せん民みんの技か。武芸披露会を貶めおって！」

　棒というのは言ってみれば単なる木だから簡単に手に入るんだよね。だから棒術というのは庶民の間で発展してきたという歴史がある。そういうわけでザクセンス貴族の中には棒術を差別的にみる輩もいるのだ。何とでも言うがいい。貴女の言う賎民の技というのをとくとご覧に入れようじゃないか。怖いから口に出しては言わないけどね。やっぱり勇気は一〇〇倍欲しい。




　初戦は余裕をもって勝利できたように見えるが実はそうではない。相手が俺の棒術を知らずに油断していたことが大きな要因だ。普段の俺は弓、剣、槍ともに大した使い手ではない。これでもクララ様に鍛えられて少しは強くなっていると思うんだけどね。ベックレ中隊長たちは俺の訓練風景を事前に見ていてそれを知っていたのだろう。だから慢心していたのだと思う。おかげでそこに付け入ることが出来た。だけど本番はここからだ。もう敵は油断してこないだろう。




　心配していたが、続く副将戦も無難に勝つことができた。足の甲に一撃をくらった相手は戦意を喪失して蹲うずくまったので、それで自分の勝利となった。スキル「棒術・半棒術」はかなり使える。空間収納でスキルは微妙ながら成長することは証明されているから、今後はクララ様に相手をしてもらってさらにクオリティーを上げていくとしよう。




　自陣を見ると治療を終えたハンス君達が戻ってきていた。でもなんだかハンス君の顔色が悪い。

「どうした？　まさか回復魔法が効かなかった？」

「いえ、アキト様が回復魔法を使えるなんて知らなかったものですから……」

　ああ、それでびっくりしちゃったんだね。俺たちが魔法を使えることはハンス君やエマさんにも話していなかったな。さっきまで「アキトさん」と呼んでいたのにいきなり「アキト様」にランクアップしているよ。

「内緒にしといてね。僕は聖職者になるつもりはないから」

「アキトさんは隠れ賢者ですもんね」

　なんだその称号は？　吉岡らしいけどさ。




　いよいよ次は大将戦だ。気合を入れて試合場に入る。既にベックレ中隊長は用意を済ませて待っていた。……中隊長の雰囲気が変わったな。それまでは上官にいいところを見せたい爵位なしの騎士の顔をしていたのだが、今目の前にいるのは戦いに臨む一人の武人だった。いつもの人を貶めようとする意地悪な顔は鳴りを潜め、ただ心静かに試合の始まりを待っている。これまでだったら嫌味の一つも言ってきただろうが、今回は黙して槍を軽くしならせているだけだ。これは手強い。




　開始の合図と共に突っ込んでくるような愚を中隊長は犯さなかった。ゆっくりと時計回りに動きながら間合いをはかっている。移動時に体軸をわざとずらして左肩に誘いの隙を見せてやったが引っかかっては来なかった。随分と慎重になっているな。こちらから仕掛けてみるか。俺とベックレ中隊長では戦いの間合いが違う。槍より棒の方がやや近距離だ。相手の懐に飛び込めるかどうかが勝敗を分けるカギとなるだろう。そして武器を持った敵の懐に飛び込むという行為はとんでもなく恐ろしいことなのだ。頼むぜ、俺の「勇気六倍」！

　牽制の打だ突とつを繰り返し隙を伺うが、どっしりと構えたベックレ中隊長の構えは微動だにしない。しかもパワーが段違いなので、受け返された時にこちらの体勢が流れそうになる。流石に御前試合の予選決勝進出は伊達じゃないな。たまに繰り出してくる突きもスピードと重量があって完全に払いきることは難しかった。完全に払えないから次の動作へと移るのに一瞬のタイムラグが出来てしまう。一連の動きが流れるように決まれば連続技にいけるんだけどね。

　戦いは互いに攻撃し易い体の位置や踏み込み先の取り合いになっていた。そんな陣取り合戦のような状態がしばらく続いたのだが、いつしか自分でも気づかない内に俺は試合が楽しくて仕方がなくなっている。生まれて初めて強者と対峙する喜びを感じていたのだ。自分の技量に近しい相手と戦ううちに肉体も精神も研ぎ澄まされていくような感覚がこんなに心地いいなんて知らなかった！　クララ様との稽古の時は圧倒的に向こうが強かったからわからなかったんだよね。そして俺の抱いている気持ちはベックレ隊長も感じているのだと思う。よく漫画とかで「拳で語り合う」とかあったけど、今ならなんとなくその気持ちがわかるな。もっと、もっと、自分の持っている技の全てを出し切るくらい戦い続けていたかった。

　何事にも終わりはやって来る。きっかけはベックレ隊長がいれた一つのフェイントだった。緊張を強いられる場面ではついつい身体は相手のフェイントに反応してしまうものだ。攻撃の虚実を見極められず、フェイントに釣られてしまえばそこを付け込まれる。だがフェイントというのは裏を返せばそれ自体が隙でもある。試合が長引くにつれて隊長のフェイントは慢性的な中段突きが多くなっているのに俺は気が付いていた。ここは一つフェイントに合わせてみよう。繰り出された中段突きがもどされる瞬間にその流れに乗るように懐へ飛び込んだ。攻撃を受けずに懐に飛び込めた瞬間に俺の勝利は決まった。槍を使っている隊長にとってこの距離での攻撃方法はほぼない。俺は棒を隊長の脇下に入れそのまま地面に組み伏せた。

「…………まいった」

　何とか勝つことが出来たな。一体どれくらいの時間を戦っていたのか分からなくなっている。周りを見るとたくさんの将兵が俺たちの試合を見に来ていた。倒れていた隊長が起き上がろうとしたので手を差し出すと、拒否せずに手の平を強く握られたので引っ張って立たせてあげた。

「お疲れ様でした」

「ああ」

　短い返事だけでベックレ中隊長は自陣へと去って行く。大きな拍手に包まれた会場で俺はしばらく自陣へ帰ることも忘れてぼんやりしていた。……そうか、俺は勝ったんだ。
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　その後も俺たちの快進撃は続き優勝にこぎつけることが出来た。戦ったのは俺とハンス君だけなんだけど優勝分隊に送られる青いスカーフと金一封を全員が貰えることが出来た。さすがにエマさんもフィーネもご褒美のお小遣いを受け取ることに難色を示している。

「私は大将で一試合も戦っていないんですよ。なのにスカーフはともかく賞金を受け取るような厚顔無恥な真似は……」

「私も弓術の部で自分の賞金は貰ったしいいよ。コウタさんとハンス君で分けたら？」

　こうしていても埒が明かないので皆でご馳走を食べに行くことに決まった。クララ様もご招待するのだ。ドレイスデンは地方に比べたら少しだけ物価も高いけど六人で五〇〇〇マルケスあればかなりのご馳走が食べられる。

「どうしよう。私、高級店にいけるような服なんて持ってないよ」

「兵隊なんだから軍服で大丈夫だよ」

　学生さんとか兵隊さんとかはこういう時は便利だな。洗濯してある軍服に今日貰ったばかりの青いスカーフを付ければそれなりに見栄えはするものだ。俺と吉岡は商人に偽装する時の比較的いい服をもってはいるが、今日は皆に合わせていくことにした。クララ様とエマさんは貴族らしいお出かけ用の服に着替えている。エマさんのスカート姿を初めて見たけれど、これはこれでよく似合う。普段より三割増しで可愛かった。

　王都での冬の贅沢と言えば魚介類だ。ドレイスデンは内陸部にあるが寒くなるこの季節はラインガ川を遡上して運ばれる海の幸が楽しめる。辛口の白ワインと共に皆でふんだんに海の幸を楽しんだ。




　一夜明けて、俺たちは何故か王都警備隊本部に呼び出されていた。長官であるカルブルク子爵直々の呼び出しだという。何か変なことでもしたっけ？

　執務室に通されると機嫌よさげな子爵が出迎えてくれた。

「よく来てくれたアンスバッハ殿。それに後ろの諸君も昨日はよく頑張った。私も試合を観覧していたが、なかなか見ごたえのある内容だったぞ」

　よかった。お叱りを受けるようなことでもあったかと心配したが、そういうことではなさそうだ。

「君たちに来てもらったのは特別任務に就いてもらうためだ。昨日の武芸披露会をご覧になったバシュ将軍からの依頼だぞ」

「はっ。ご命令を拝聴します」

「うむ。君たちにはグローセルの聖女の護衛についてもらう」

　聖女の護衛？　もしかして魔王退治にでも駆り出されるのか？

「アンスバッハ殿の武勇は有名だし、君の従者たちも優秀であることは昨日の武芸披露会で分かった。聖女様の護衛であれば、女性の多い君たちがうってつけだと思ってな」

　なんだかわからないがエマさんが感激している。聖女の護衛がそんなに嬉しいの？　なんだかよくわからないまま貴族街のお屋敷へ聖女様を迎えに行くように指示された。
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　グローセルの聖女とは王都ドレイスデンでは知らない人などほとんどいないくらいの有名人だった。聖女と言っても特別な魔法が使えたり、稀有な戦闘力をもった人間とかではないそうだ。

「グローセルの聖女ことユリアーナ様はツェベライ伯爵家の御息女なのです」

　うっとりとした表情でエマさんが聖女の説明をしてくれる。

「小さい時から大変お優しい方で、貧民街や労働所での炊き出しを率先してされているのですよ。優しいだけじゃなくて、愛らしく、美しく、そしてたいそう賢くてもいらっしゃるんです」

　随分と心酔しているみたいだな。

「御年十五歳になられてからはその美しさにも一層磨きがかかり、もう天使のようでございますわ」

　おいおい、本物の天使は美しいけど物凄く怖いぞ。イケメンさんを間近で見てきた俺が言うんだから間違いない。あれをわざわざ見物に行く気はしないな。だけどグローセルの聖女が炊き出しを行う日には数多くの見物人が集まるそうだ。一般庶民だけではなくて上流階級の若者にも人気がある。幼くあどけなさが残る美しさには庇護欲を掻き立てる何かがあるのかな。

「ああ、ユリアーナ様の護衛を仰せつかるなんて騎士の本懐です……」

　エマさんはうっとりしちゃっている。

「要するに日本のアイドルみたいなものですね」

「そう言われると納得できるな。聖女なんて言うから欠損部位を生やしたり、死者の蘇生とかができる人かと思ったよ」

　毎週行われる神殿のミサでは、ユリアーナが訪れると神殿がパンクしてしまう程の人が集まるそうで、各教区の神殿では礼を尽くしてユリアーナに来てもらうように頼んでいるそうだ。集まる喜捨金が五倍以上は違うというのだからすごい。

「そういえば先輩は回復職とかの癒し系萌えでしたよね。今はクッコロ系に宗旨替えしたみたいですけど」

「ばっ、吉岡！」

　クララ様はよくわからないといった表情で俺たちを見ていた。いきなり恥ずかしいことを言いやがって。それにクララ様は無敵だからクッコロにはならないのだ。

「ところでグローセルって何？」

「グローセルは地名です。ツェベライ伯爵家の屋敷があるところがグローセル地区です。私も非番の日はよくあの辺りをぶらついています。聖女様にすれ違えるかもしれませんからね」

　エマさんはアイドルのストーカーかよ。




　グローセル地区は広い前庭を備えた大きな屋敷がたくさん並んでいた。以前取引で行ったことのあるベルリオン侯爵の住むミアブッシュ地区には敵わないが、ここもかなりのお屋敷街だ。そういえばベルリオン侯爵に腕時計をお見せしたいという書状を送ったらすぐにでも来るようにという返事が返ってきた。日中は兵隊業務が忙しいので今晩に商品を持っていくことになっている。

　ツェベライ伯爵の館の玄関ホールで伯爵家の騎士たちに警護の説明を受けた。それにしてもこの二人の騎士の態度が微妙にでかい。

「ユリアーナ様のお傍には我々伯爵家の騎士たちが付き添います。アンスバッハ様は群衆がユリアーナ様に近づきすぎないように手配をして下さい」

「承知した」

　言葉遣いはそれほどでもないのだが態度の端々にクララ様を軽んじていることが見て取れる。確かに伯爵家は古い家柄でアンスバッハ家と比べるべくもないんだけど、そこの家臣のお前らまで偉いわけではなかろうに。心の内でちょっとだけ腹を立てていたら、扉が開いて一人の少女が現れた。途端にくすんだ景色が色づくような感覚がした。随分と華のある女の子だ。これがグローセルの聖女で間違いないだろう。豊かな金髪を丁寧に編み込み、青い瞳は無邪気さと慈愛の光を放っているように見える。清楚系と癒し系が絶妙なバランスで入り混じり、更に親しみやすさまで備えた美少女だった。飾り気のない簡素なドレスがよく似合う。匂いも花のように香かぐわしい。

「ようこそおいでくださいました。本日私の護衛をして下さる皆さんですね。ツェベライ伯爵家の次女でユリアーナと申します。今日はよろしくお願いいたします」

　にっこりと笑顔で挨拶をするユリアーナから後光が差してきそうだ。それまでの騎士の態度が悪かったのでユリアーナがますます好ましく見える。確かにこれは伝説級のアイドルになってもおかしくなさそうだ。

「エッバベルク騎士爵クララ・アンスバッハです。私の小隊が護衛に協力いたしますので、心置きなくご奉仕に勤めると良いでしょう」

　男装のクララ様とユリアーナが並んでいると宝塚もビックリな華やかさだった。
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　聖女を乗せた馬車は城門を出てスラムへと向かった。俺たちはその前後を守っている。

「要するにアイドルのコンサートの警備員みたいな仕事ですね」

「だな。聖女の警護なんて言うからボディーガードとかシークレットサービスみたいなやつを想像してたんだけどな」

　そういうのは伯爵家の騎士たちの役目だった。俺たちの仕事は興奮した群衆がユリアーナ様に群がらないように気をつけることだ。ユリアーナ様が手ずから食べ物を渡すこともあるので、順番を守らせたり、列を乱さないようにさせなくてはならない。一番厄介なのは食べ物を貰い損ねた人々が騒ぎを起こすことだ。それなりの量を用意してはいるが、どうしてももらえない人達は出てくる。そういった人たちが文句を言う前に追い返すのも仕事の内だ。

「でも、ユリアーナ様可愛かったですよね」

　吉岡が少し興奮している。

「まあ美少女だよな」

「それだけじゃなくって応援したくなるタイプっていうのかな？」

　俺にはそういうのはわからない。弟や妹のために頑張っているリアとかだったら応援したくなるけどね。スラムで施しをする貴族のお嬢様を応援かぁ……やっぱりピンとこないなぁ。それに昔からアイドルには興味はなかったんだよな。

「コウタは施しをするのが嫌いなのか？」

　クララ様が真剣な顔で聞いてきた。

「そうではないのですが……もし施しをするなら完全な匿名がいいですね。聖女だの聖人だのにされるのは御免ですから」

　そんなものにされたら飲み屋で羽目を外すことも出来なくなるじゃないか。もしも他人のために善行を施すのだったら誰にも知られずにやればいいと俺は思う。




　城門を抜けて西地区へと入った。ここはラインガ川の川下に当たり、貧しい人達が多く住む場所でもある。街も雑多な感じになり、道や建物もあまり整備されていない。川の水も生活排水が多量に流れ込み上流より大分汚い。今進んでいる道は川からは大分離れてはいるものの「犬の鼻」を持つ俺には下水道と同じ臭いが嗅ぎ分けられた。本日の配給場所は西地区で一番大きな神殿の前広場だ。警備の最終打ち合わせを各分隊長たちとしていると優雅なしぐさでユリアーナ様がやってきた。

「皆さまお務めご苦労様です。本日はよろしくお願いいたしますわ」

　花がほころぶような笑顔に分隊長たちの目尻も下がってしまう。中には好色な視線を投げかける者さえいる。相手はまだ一六歳だぞ。あ、こっちの世界は一六歳で成人だから、充分恋愛の対象になるのかな？　確かにこの世界の人々は日本の同じ年齢の少年少女より大人びてはいるな。

　風が吹き、風下にいた俺の元へ聖女の香りを運んでくる。うん、いい匂いだ。いや、匂いフェチの変態じゃないよ。どうしても個人の香りを特定しちゃうんだよね。とんでもなくスペックの高い鼻だからさ。ラインガ下流の下水路のような匂いも、聖女の花のような香かぐわしさも全部嗅ぎ分けることが出来るん………………下水路と花の匂い？　この組み合わせは以前どこかで……!!　ホームレス殺害現場で嗅いだ花のような匂い！　あの時はクララ様かエマさんが香水をつけているのかとおもったのだが……。まさかな。相手はグローセルの聖女と呼ばれる伯爵家のお嬢様だぞ。そんな人が、地下下水路に入り込みホームレスを殺す？　ちょっと想像がつかない。ひょっとして犯人が同じ香水を使っているだけという可能性もあるし、実は似たような匂いであって別の香りということもある。何日も前の事件だからはっきり覚えているわけじゃないんだ。それに万が一ユリアーナが犯人だったとして、俺はどうすればいいんだ。証拠なんて何にもないのだ。




　南地区に借りた秘密の隠れ家で俺と吉岡はいつもの商人姿に変装した。今夜はベルリオン侯爵の館で新たに仕入れた腕時計を披露する約束になっている。予め頼んでおいたレンタルの馬車を借りて出発だ。城門で市内に入るのに身分を検あらためられたがベルリオン侯爵の書状があったので問題なく通過できた。

　無言で馬車を操っているとどうしても考えはグローセルの聖女に思い至ってしまう。俺にはあの少女が事件と無関係とは思えなかった。偏見でも予断でもない。俺の「犬の鼻」がそう告げているのだ。

「そういえばリアへの手紙は出しましたか？」

　ユリアーナのことを考えていた俺を吉岡が現実に引き戻した。

「ああ、きょうギルドに行って頼んできたよ。三八〇〇マルケスとられた」

　封書一通送るのに三八〇〇円とは恐れ入った。交通網が発達していないから手紙を送るのにも結構な料金がかかるのだ。しかも相手に届く確率は七八％くらいらしい。それでも俺がリアに手紙を送ったのには訳があった。実は俺はリアに王都にきてくれないかという打診をしているのだ。というのも、俺たちは今商人に偽装しているわけだが、これから城壁内に店舗や住居を構える予定だ。当然その住居には日本で仕入れてきたものがたくさん溢れるだろう。そして基本的にこの世界の住人には俺たちの出自を知らせたくはない。だったら信用の置けて、俺たちがどこの誰かを既に知っているリアに家や物の管理を任せるのが得策だと考えたのだ。慣れない王都では困惑してしまうかもしれないが、ラガス迷宮で魔石取りをするよりは家令として商家の家政を取り仕切る仕事の方が安全だと思う。もちろんゾットとノエルも一緒に連れてくるように書いてあるし、三人が暮らしていくのに充分な給金は払うつもりだ。それにリアが来てくれれば召喚される回数が増え、俺のスキルの数もその分増えるかもしれない。双方にとって損はない話だと思うのだ。

「リアが承知してくれるといいんですがね」

「ああ。ただ故郷を離れるのは不安かもしれないよな」

　話をしている内に馬車はミアブッシュ地区へと入っていた。





[image: ]






　贅を尽くしながらもどこか寛げる居間で、ベルリオン侯爵は特に仲の良い一二人と食後酒を楽しんでいた。先程、デザートの後に出されたコーヒーのカップの美しさにゲストが一様に驚き、今はブランデーグラスの煌めきにうっとりとしている。その様子を侯爵は満足そうに見ていた。もちろんこれらの品々は公太たちが納めた商品だ。

「さあ侯爵、そろそろ教えてくれてもよろしいのではないですか？　先程のカップやこのグラスをどこで手に入れたのかを。焦じらされる事を楽しむのは貴婦人の嗜たしなみというものですが限度というものがございましてよ」

　手に大粒のサファイヤの指輪を付けた伯爵夫人が一同を代表して声を上げた。

「まあまあ、もう少しだけ私にこの優越感を味わわせていただきたいものですな。ですが、これ以上はご婦人方が許してくれませんかな？」

「ご婦人だけではないぞ。私とてもう待ちきれないのだからね」

　初老の男がブランデーの入ったグラスを掲げながら目を細めている。これは王族の一人だった。

「バルタザール様にそう言われてしまえば白状するしかありませんな」

　ようやくこれらの品々の出所を話す気になった侯爵にゲストの視線が集まっていた。

「実を言えばこれらの食器はこの世界のものではないのです」

　少しトーンを落とした侯爵の声に皆は耳をそばだてた。

「もしかして、異世界から召喚された勇者の持ち物なのですか？」

　美しい三〇代の婦人が質問してくる。この女性は侯爵がずっと愛人にしたいと思っている男爵夫人だった。彼女の夫は国の研究機関に勤めており、その関係で男爵夫人は異世界から勇者召喚された人物の持ち物を内緒で見せてもらったことがあるのだ。平たい小さな板のようなもので、不思議な質感をしていた。なんでも遠く離れた場所にいる人と会話をするための装置らしいのだが、今は魔力が切れていて使えないとのことだった。

「そうではないのです。私の知り合いに大変不思議な商人がおります。元々はブレーマン伯爵の紹介で知り合ったのですが。その者たちは……異世界の品々を召喚できるそうなのです」

　その場にいた全員がハッと息を飲んだ。異世界からの召喚者は神々からギフトと呼ばれる特別な力を与えられている。目の前で異彩を放つ品物も同じように異世界から来たというのなら、この神々しい輝きにも納得ができるというものだ。

「そのような商人がいるのならば是非引き合わせて貰いたいものだ」

「もちろんですバルタザール様。今夜はスペシャルゲストがいるとあらかじめ申し上げたではないですか」

「まあ、さすがはベルリオン侯爵ですわ。ご自分のお買い物を私たちに見せびらかそうなんて！」

　伯爵夫人の貴族ジョークを侯爵は軽く微笑んで受け止めた。

「今夜の買い物では私が優先的に品物を選びますが、その後は皆さんがそれぞれに交渉されたらよろしいでしょう」

「だが何者なのだ？　異世界の物品を召喚する術など聞いたことがないぞ」

　バルタザールという王族が首をかしげている。

「極東から北方諸国経由で我が国にやってきたと本人たちは言っていましたね。なんでも船が難破してスウェーダスに流れ着いたそうです」

「なるほど……」

　バルタザールが更なる質問を投げかけようとした時に居間の扉が開いて侍従が姿を現した。

「旦那様、ショウナイとカワゴエの二名が到着いたしました」
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　相変わらずベルリオン侯爵の館はゴージャスだ。しかも今夜は一二人もの招待客が来ている。予め侍従さんに失礼のないように注意されているが招待客の中には王族もいるらしい。ひょっとすると今夜の商談のでき如何いかんでは王宮への出入りも許されてしまう可能性もでてきた。ホームレス殺害事件とグローセルの聖女のことが頭をちらついていたがしっかりと切り替えていこう。ショウタイムはまもなく始まるのだ。




「お目通りをお許しいただきありがとうございます。こちらは侯爵にご賞味していただくために持参した酒でございます。どうぞお納めください」

　ロイヤルカスタマーにはブランデーをプレゼントです。

「うむ、今日も楽しませてもらうぞ。書状には腕時計が手に入ったとあったな」

　侯爵の口ぶりから察するに腕時計を知っているようだ。この世界にも置時計と懐中時計が存在していることはリサーチ済みだが腕時計も既に開発済みなのか？

「侯爵様は腕時計をご覧になったことがあるのですね」

「うむ。数年前に召喚された勇者が身につけていたものを見たことがある。動かなくなってしまって久しいと聞いているがな。今は王国の宝物殿に保管されたそうだ」

　そうか、勇者召喚された人が身につけていた時計があるんだね。きっと電池が切れて動かなくなってしまったんだな。そういえばこの国にも勇者が召喚されていたな。その内に会うこともあるかもしれない。とにかくこの世界で開発された腕時計は無いようで安心した。それなら俺たちの商売も成り立つかもしれない。

「本日は以前よりお見せいたしておりました食器類に加え、今お話のあった腕時計と懐中時計をご覧に入れたいと存じます」

　吉岡は侯爵家の使用人たちに燭台をさらに五つも運んできてもらって会場を設営している。光源と光量はなるべく多くした方が宝石は輝いてくれるからだ。使用人たちは一〇〇マルケス銅貨ですでに買収済みだ。彼らは抜かりなく蝋燭やテーブルを用意してくれた。今日は黒いベルベットの布も用意してあるぞ。この上に置くと宝飾品である時計の見栄えがすごくよくなるのだ。さあ、貪欲に食いついてくれ。一点目は縦長の楕円ケースにダイヤモンドをあしらった小さな女性用腕時計だ。プラチナとゴールドを加工した丸みのあるブレスレットが特徴である。

「この輝きはミスリルか？」

「いえ、白金プラチナでございます」

「ばかな！　プラチナの加工は大変難しいと聞いている。それなのにこのような柔らかみのある細工が施せるとは……」

　皆が眩しそうに眼を細めている。

「いかがですか、よろしければお手にとってみてください」

　吉岡がでっかい宝石のついた指輪をした奥さんに試着を勧めた。ナイスだ。この人は自分の欲望に忠実そうな顔をしているぞ。

「ああ……素敵だわ……」

「とてもよくお似合いでございます。奥様のように白く綺麗な肌をした方が身につけるとプラチナの映えも一段上がるというものですね。どうぞ皆様にお見せしてあげて下さい」

　よしよし、指輪の奥さんはうっとりと陶酔しているようだ。出足は好調だな。さあ今夜も売って売って売りまくるぞ！
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　月のない夜だった。街路を馬車で走りながら、俺たちは何度も後ろを振り返った。

「つけられてないよな？」

「大丈夫だと思いますけど、油断はできません」

　俺の空間収納にはかなりの額の金が入っている。現金で一二〇〇万マルケスだ。今夜はそれしか売れなかったのかだって？　いや、商品は四割がた売約成立済みだ。現金と商品の受け渡しは後日ということになっているだけだ。今夜の売り上げは二億マルケス以上になっている。ついに俺たちは目標金額の億超えを果たした。これで念願の店舗が持てるというわけだ。

「さすがに大貴族が盗賊のような真似はしないか」

「ええ、ちょっと用心しすぎましたね」

　ベルリオン侯爵が商品や金品を強奪しようと人を雇う可能性まで考えたが、そこまでこの国の貴族の道徳観念は堕ちていなかったようだ。かつて王都への旅の途中で出会い、決闘騒ぎまで起こしたカンマーシュテット男爵という我わが儘まま貴き族ぞくがいただろ？　あれのことを考えると侯爵が追おい剥はぎの真似事をしてもおかしくないと思ったんだ。だけど侯爵はあんな小物とは違ったようだ。俺は手綱を引いて馬のスピードを幾分落とした。

「いよいよですね先輩」

「ああ。クララ様に時間を貰って店舗を探し始めないとな」

「だったら自分に任せておいてください。先輩はクララ様のそばにいないとダメでしょう？」

　どういう意味で言っているのかな？　ちゃんと召喚獣として契約を履行しろってこと？　それとも、俺とクララ様の関係が吉岡にばれてる？　よくわからないからここは敢えて触れないでおこう。

「じゃあ吉岡に任せるよ。頼むな」

「ええ」




　通りを曲がると見覚えのある景色だった。確か次の十字路を右に曲がれば道はグローセル地区へと続いているはずだ。グローセルはユリアーナの住むツェベライ伯爵邸のある地区だ。今頃あの聖女は何をしているのだろう？　この闇の中でも慈善事業の時に見せていた笑顔と同じ表情をしているのだろうか？　それとも全く別の顔をしているのか。そんな疑問が俺の心の内で湧き上がる。好奇心は猫を殺すというのに、ムクムクと膨れていく欲求が抑えきれない。危険なことは重々承知しているんだけど……。




「敵襲ですか?!」

　馬車を急停車させると吉岡が叫んだ。

「いや、いきなりごめん。ちょっと寄りたいところがあるんだ。先に帰っていてくれないか？」

「寄りたいところって、まさか……」

　グローセルの聖女のことは吉岡にもまだ話していなかった。確証がないのに軽々に貴族を犯人扱いできなかったのだ。

「先輩、儲かったからってすぐに風俗とかはダメでしょう。せめて自分を誘うくらいの気遣いは──」

「違うって。そういうのじゃないんだ」

　俺の真剣な表情をみて吉岡も何かを察したようだ。

「一人で大丈夫なんですか？」

「ああ。もし、俺が朝までに帰らない時はクララ様に送還と再召喚を頼んで欲しい」

「先輩、本当にどうしたっていうんですか？」

　吉岡にだけは本当のことを話しておくべきだろう。グローセルの聖女であるユリアーナと同じような匂いを下水路の犯行現場で嗅いだことを打ち明けた。

「そんな……、だって……あの娘はまだ一六歳で……」

「確証があるわけではないんだ。だからこそ確かめたいんだよ。今夜グローセルに行ったところで何かが分かるとは思ってないけど……」

　俺が知りたいのは、かの聖女が太陽のない夜の帳とばりのむこうでどんな顔をしているかだけだ。自分がやろうとしているのが犯罪行為というのはわかっている。三〇歳のオッサンが一六歳の少女の部屋を覗こうというんだからね。

「わかりました。本当に危険なことはしないで下さいよ。あと無線機は身につけて行ってくださいね」

「わかった。それから帰り道に寄って貰いたいところがあるんだ」

「どこですか？」

「宝浚いのホルガーって憶えてる？」

　ホルガーは下水路のホームレスに顔が利く情報屋だ。

「先日会った前歯の抜けたおじさんですよね」

「うん。ホルガーに聖女と殺された男の接点を調べてもらって欲しいんだ」

「わかりました。確かその辺のホームレスに声をかければホルガーの方から来てくれるんでしたよね」

　空間収納から無線機を取り出して充電を確認した後、馬車の荷台に隠れて黒ずくめの服に着替えた。黒いグローブをはめ、顔も登山用のバラクラバ目出し帽を被り完璧に闇に溶け込んだ。問題は真っ暗だと自分もあまりよく見えなくなってしまうことだ。

「目を閉じてゆっくり一〇数えて暗闇に目を慣らすんですよ」

「了解。いってくれ」

　遠ざかる馬車を確認してから建物の壁に寄りかかって目を閉じた。本当だ、眼が暗あん順じゅん応のうしてさっきよりもよく見える。よし、このまま路地裏をグローセルまでいくとしよう。

　どうしてこんなに事件のことが気になるのだろう。正直に言えば殺された男のために犯人を見つけようなんて気持ちはあまりない。可哀想だとは思うが俺が犯人を見つけたところで殺された人が生き返るわけじゃないもんね。本当にただ知りたいだけなんだな。だってあんな優しそうな女の子が殺人犯かもしれないんだよ。聖女とまで呼ばれる少女が人を殺すなんてことがあるのか？　もしそうなら何故？　警備隊の兵士だからとかじゃなく、読みかけの小説を最後まで読んでみたいという欲求に似ているのかもしれない。こんなことになるのなら暗視ゴーグルとか買ってくればよかったかな。次回の送還は二日後だが、向こうでの滞在時間は一〇時間くらいを考えている。警備隊兵士としての業務があるので一九時に送還してもらって朝の五時に帰ってくる予定だ。日本時間では一二月二一日の二二時から八時だから店に寄るのは無理だな。深夜営業のスーパーマーケットや酒屋くらいしか寄ることはできないだろう。




　通用門近くの特に暗い場所を選んで鉄格子を乗り越えた。「ヤモリの手」があるのでどうということもない。その気になれば王都の城壁だって簡単に登れてしまう。壁際の暗いところで周囲の匂いを嗅いだ。こうしてやってきたはいいのだがユリアーナの部屋がどこにあるかなんて知らない。匂いをたどればなんとかなるかと思ったが時間がかかりそうだな。伯爵邸の窓は多く、端から調べていくのは困難だろう。そこで俺は的を絞って調べることにした。

　一．窓ガラスのある部屋

　二．二階より上の部屋

　三．カーテンのしまっている部屋

　以上三つの条件を満たしている部屋だ。ガラスは高級品なので使用人の部屋にはないと思うし、防犯の観点から言って令嬢の寝室は二階より上だと思う。カーテンは部屋が使用中の目印になる。後は窓の隙間に鼻をくっつけて室内の匂いを嗅げばユリアーナの部屋を確定できるはずだ。そして今夜はそれだけにとどめておくつもりだ。急いては事を仕損じるっていうもんね。部屋さえ特定できれば次回から張り込みがしやすくなるだろう。




　周囲を見回すが人影はない。うまい具合に新月の夜だから壁にへばりついていても見咎められることもないだろう。少し多めに息を吸い込み壁に手を付けたその時だった。暗闇から伸びた手が俺の口を塞ぎ、首には刃物があてられた。

「動くな」

　気配から察するに複数の人間が俺の後ろにいるようだ。こちらの正体をバラしたくはないがこの状態で逃げ切れるか？

「覆面を脱がせろ」

　こいつらは伯爵家の人間か？　だとしたらちょっと困ったことになるかもしれない。




　顔がバレることだけは何とか避けたいところだ。クララ様に迷惑がかかるし、王都警備隊が聖女の調査をしていたなんて受け取られると面倒なことになる。もっとも、それ以前に俺の命を心配するべきか。いきなり殺さないところを見るとこちらの正体を知りたがっているのだろう。こんな風に冷静に分析できるのも「勇気六倍」のお陰だな。初めて貰った時はクズスキルかと思ったけど、こうしてみると本当に役に立つスキルだ。さて、このピンチを切り抜けなくては。

　俺の左手は剣を首筋につけているやつの腕に触れたままだった。だったら……。ゼロ距離での麻痺魔法は外れるわけもなく、硬直した相手はそのまま大地に倒れこんだ。それと同時に振り返り魔力を具現化して棒を作り出す。

「……」

　だが敵は一言も発せずに俺を取り囲んできた。一人一人が荒事に慣れているようだ。プロか……。倒れた男を含めて敵は全部で六人。しかし、こいつら何者だ？　伯爵家の人間なら大声で人を呼ぶだろうが、仲間がやられても声一つ上げないなんておかしいぞ。しかも全員俺と同じように覆面をしている。

「お前たち、盗賊か？」

　俺の誰すい何かに答える者はいない。そりゃそうだ、覆面をしているやつが正直に答えるわけがないよな。俺だって正体を知られたくないからバラクラバを被っているんだもん。と思ったら向かい合っているやつらの一人が武器を下げた。

「その声、それにさっきの魔法……もしかしてセンパイさんかい？」

　え？　その呼ばれ方はこれまでの人生の中で一度しかされてない。たしか王都への旅の途中で出会った……。

「マッサージをしてあげたお姉さん？」

　ごめん、名前は忘れちゃった。

「ああ、エルケだよ」

　そうそうエルケだ。本名かどうかはわからないけど。

「センパイさんは確か王都警備隊で軍務についていたはずだったねぇ……」

　あの時、そんな話をした気がするな。

「そういうエルケさんは何者なんだい？　ブレーマンの街へ行くと聞いた気がするけど」

　覆面の奥にあるエルケの目が細くなった気がした。

「私たちは敵同士ではないと思うんだよね。少し場所を変えて話せないかい？」

　武器を向けられて敵じゃないといわれても説得力はないぜ。まあ。伯爵家の人間でないことは確かだろう。それに五対一では少々分が悪い。

「そういうことなら武器を収めてくれないかな？　話し合いに剣は必要ないだろう？」

　暫くの間はあったが俺を取り囲んでいたやつらは全員が剣を鞘に収めた。




　伯爵邸を出て少し行ったところに小さな橋があった。橋の下には両脇の建物の間を縫うように幅四メートルほどの川が流れている。ここなら話し合いの場所に丁度いい。いざとなったら「水上歩行」で川の上を走って逃げられるからね。

「この橋の上で話そうか。ところでここはどこだい？」

「ライムント通りだよ……」

　ライムント通りの橋の上か。それだけわかれば大丈夫だろう。

　今さら隠してもしょうがないのでかぶっていたバラクラバを脱いだ。エルケも覆面を外している。エルケの仲間には見える範囲で少し離れた場所にいてもらった。

「改めて自己紹介した方がいいのかな？」

「その必要はないさ。エッバベルク騎士爵クララ・アンスバッハ様の従者のセンパイさんだろ？　以前にきいたよ」

　よく覚えていられたもんだ。でもセンパイは名前じゃないんだよね。吉岡がそう呼んでいるのを聞いて勘違いしたのだろう。まあ訂正しなくてもいいや。

「すごいね、旅の途中で一度会ったきりの人間を憶えていられるんだ」

「仕事柄、そういうことは得意なのさ」

「で、エルケさんのお仕事って？」

　言葉を選ぶように、少しだけエルケは沈黙した。

「私は宮廷のとある組織の一員だよ。以前ブゲンドルフの町で会った時は、センパイさん達が決闘したカンマーシュテット男爵の不正を暴くために活動してたのさ」

　諜報機関とか監察機関みたいな組織かな？

「もしかして監察官？」

「そんな偉いさんじゃないよ。私らはその手足としてこき使われる方だね。『影の目』なんて呼ばれる者たちさ」

　よくわからないけど秘密の実働部隊なのかな？　忍者みたいだ。

「それで、センパイさんは何を探ってたんだい。単に覗きが趣味ってわけじゃないんだろう？」

　話してもいいけどこちらの情報だけ伝えるのは癪だな。

「エルケさんが何をしていたかを教えてくれるなら俺も正直に話すよ」

　エルケは呆れたように肩をすくめる。

「たいした自信だねぇ。こちらは一人気絶しているとはいえまだ五人もの人数でセンパイさんを取り囲んでいるんだよ。手荒なことはしたくないから素直に話してもらえると助かるんだけどね」

　橋の両サイドに人を配置して退路を塞いだつもりなのだろう。この寒空に川に飛び込むとは思っていないらしい。

「そちらこそ随分と強気だね……」

「センパイさんの得意技は麻痺魔法だろう？　それでも五人同時に掛かれば……」

「麻痺魔法だけじゃないかもしれないぜ？」

　もちろんブラフだ。魔法に関しては麻痺魔法だけなんだよね。ああ、新しい魔法スキルが欲しい。実際のところ五対一じゃ勝負にならないと思う。

「……わかった。話すよ」

　エルケは表情を崩さぬまま軽く頷いて先をうながしてきた。さて、どれくらい時間稼ぎができることやら。

「ことの始まりは三日前だ。俺の上官にエマ・ペーテルゼンという曹長がいるんだけどね、その人にグローセルの聖女の話を聞いたのがきっかけだった……」

　ここから俺はのらりくらりと、どうでもいい作り話を始めた。話に聞いた聖女が俺の生き別れの妹にそっくりというとんでもなくデタラメな作り話だった。

「聖女様が妹だとは思わない、だが俺はもう一度あの優しい妹に会いたかった。そして今日俺は聖女様にはじめてお目にかかり確信したのだ。あれは俺の妹に間違いないと」

　もうメチャクチャだな。エルケの目が段々怖くなっているぞ。

「さっきから何を言っている……元からそちらの情報は話す気はないということか」

　小さな橋の上に剣呑な空気が張り詰めていく。そろそろ逃げ出さなきゃダメかなと思っていた時、やっと待っていた声がイヤホンに響いた。

「（先輩、お待たせしました）」

　途中で引き返してきた吉岡が到着したようだ。俺はエルケたちと橋の上に来る途中からずっと無線機の通話ボタンを押しっぱなしにして吉岡に状況を伝えておいたのだ。

「残念だけどセンパイさんを拘束するよ。出来れば抵抗しないで欲しいね」

　剣を抜いたエルケを俺は正面から見つめる。

「エルケさん、本当のことを話してほしかったら貴方の上官と所属を明らかにして下さい。信用できると判断すればきちんと話します」

「……交渉は決裂だね」

　エルケの言葉が終わらない内に橋の左右に大きな火の壁が出現した。俺は欄干から建物の壁に「ヤモリの手」で張り付いて登り、身動きの取れなくなった相手に麻痺魔法を撃ちこんだ。いつも通りの黄金パターンだ。

「助かったよ吉岡」

　建物の陰から現れた吉岡をみてぎょっとなる。奴は忍者の格好をしていた。

「火か遁とんの術でござる」

「いつの間に黒装束買ってんだよ！　ずるいぞ」

「中野で買ったでござるよ」

「ござる」がちょっとウザいけど忍者装束はかっこいい。鎖帷子の代わりにチェーンメイルを装着しているのか。足はゴム裏の防水足た袋びだな。

「で、どうします？」

「エルケさんだけ下水路まで馬車で運んで尋問しよう」

「なんですか、そのエロゲ展開は!?」

「ばか！　話を聞くだけだよ」

　別にいやらしいことをしようなんてつもりはない。話を聞いたらすぐに解放するつもりだ。協力できるようならこちらの情報を流してもいいくらいだぞ。荷馬車にエルケを乗せて夜の街を移動した。ザイルでエルケを縛る時に、ちょっとだけ興奮してしまったのは内緒の話だ。




　エルケの尋問場所として、いつも清掃の監督業務をしている下水路にやってきた。ここなら人目につかないし、扉の鍵は俺が預かったままだったので丁度良かった。この場所は結構便利だから今後も使うかもしれないな。どこかで合鍵でも作っちゃおう。それにしても気を失った人間ってどうしてこんなに重いんだろう。さっきから麻痺魔法で前後不覚になっているエルケを担いでいるのだが足がもつれそうになるぞ。

「もし警備兵に見つかったら大問題ですよね」

　どう見てもいかがわしいことをしている人攫いにしか見えないと思う。ビクビクしながら暗い階段を降りた。少し通路が広くなった場所で木箱を置いて、その上に壁にもたれかけさせてエルケを座らせた。まだ目を覚まさないようだ。

「担いできたはいいけど、どうしようか？」

「どうしようって、先輩が連れてくるって言ったんじゃないですか」

　そうだけどさ、尋問なんて映画でしか見たことないんだよね。

「とりあえずドラマに出てくるテロ対策ユニットの捜査官ぽく振舞えばいいんですよ」

　ああ、あれか。よし、さっそく役作りだ。
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　意識が戻るとそこは冷たい石壁の室内だった。近くで水の流れる音がしている。ここは……牢獄？　敵の手に落ちるのは久しぶりの経験だな。二年前にオストレアで捕まって以来だ。……思い出したくもない記憶が蘇ってきて気分が悪くなる。今回も自分を拘束したやつらに好きなように嬲なぶられるのだろう。カンテラの明かりに照らされた男たちが喋っているのが見えた。あれは……センパイとヨシオカか。私の頭はどんどん覚醒してきているが、二人はそれに気が付かずにお喋りを続けていた。




「ええ!?　ＣＴＵって架空の組織なの？」

「そうですよ。ドラマの中だけです。９・１１の後にＣＩＡの中に設立された国内テロ対策部門という設定なんですよ」

「てっきり実在の組織かと思ってた」

　こいつらは何を話しているんだ？

「実際にテロが起きた場合は国土安全保障省とかＣＩＡとかいろんな機関が動くんでしょうね」

　聞いたことのない組織名ばかりだ。ポルタンド王国やオストレア公国のものではない。ひょっとしてこいつらは北方諸国や、更に東のクリムラントのスパイの可能性もあるぞ。ではなぜグローセルの聖女を狙っていた？　いや、こいつらの狙いが聖女と判断するのは早計かもしれない。ツェベライ伯爵は主戦論者の一派……その関係か？　だがそこにクララ・アンスバッハがどうかかわってくるというのだ。もう少し気を失っているふりをして情報を引き出してみよう。




「吉岡ってそういうの詳しいよな」

「そっち系のドラマはあんまり見ないんですか？」

「見るけど、最近はゾンビのやつを見ることが多いんだ」

「お、それ初耳だ」

　ドラマとは何だろう？　どうやらヨシオカが政情に詳しく、センパイの方が対ゾンビ……神殿担当の人間か？　なにか違う気がする……。

「それにしてもエルケさん眼をさまさないなぁ。ちょっとゆすってみるか」

「どさくさに紛れておっぱい触ったらだめですよ」

「そんなことするか！　俺はジェントルマンなんだよ。どうしても揉みたい時は土下座してお願いするわい」

「おお、土下座紳士だ」

　……こいつらは本当にスパイか？　少し自信がなくなってきた。

「それにしても寒いっすね。エルケさんになんかかけといたほうがいいんじゃないですか？　風邪ひいちゃいますよ」

「そうだな、ダウンでもかけておくか」

　絶対にスパイじゃない気がする。これから尋問する相手に上着をかけるなんてあり得ないことだ。私なら精神的に追い詰めるために水をかけるところだぞ。そもそもスパイの顔はここまでのほほんとしていない。もしこれが演技だとしたらとんでもない凄腕だ。覚悟を決めて二人と話してみることにした。
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　ダウンをかけてあげようとしたらエルケの目が開いた。バッチリ目が合い一瞬だけ怯みそうになるが、事前に決めておいた通り捜査官ぽく振舞うことにする。

「こんなことになってしまってすまない。だがどうしても聞かせて欲しい」

　俺は「すまない」と謝りながらも絶対妥協しない日野春捜査官だ。

「何が知りたいんだい？　それと、おっぱいを揉みたいんなら土下座なんてしなくてもいいから好きなだけ触ればいいじゃないか」

　聞かれてしまったか……非常に魅力的な提案だがそこは無視だ。

「君はどこの組織に属している？　ツェベライ伯爵邸で何をしていた？」

「……喋らない時はどうなるんだい？」

　ええ!?　どうしよう？

「君を痛めつけることになる……こいつが」

「ええっ!?　自分には無理ですよ！」

　こらこら、そこはちゃんと演技しようよ。そもそも俺たちに尋問なんて無理だったんだよな。

「本当のことを言うと、どうするかはまだ考えてないけど話してもらえないかな？」

　エルケは大きく息をついた。

「まったく、真面目にやっている私が馬鹿みたいじゃないかい。わかったよ、こっちのことを教えるからセンパイたちも何をしていたか教えておくれよ」

　最初にエルケは自分の素性について話してくれた。

「私はザクセンスのとある騎士団の末端組織に属している。何という騎士団かは聞かないでおくれ。答えても知らないと思うしね」

　世間一般には無名の騎士団か。

「ぷぷっ、もしかして影の騎士団シャドウナイツとか？」

「なんだよ、その安直なネーミングは！」

　俺と吉岡が笑いながら話しているとエルケの顔が真っ青になった。

「な、なぜその名前を……」

　当たっちゃった……。

「そこまで知っているなら隠しても仕方ないね。そう、私たちのトップは宰相のナルンベルク伯爵さ」

　初めて聞くお名前ですな。なんにしろ宮廷の息のかかった組織というのは嘘じゃなさそうだ。

「で、影の騎士団シャドウナイツがツェベライ伯爵の館で何をしていたんだい？」

「……他言は無用にしておくれよ。私たちは聖女の素行調査をしてたのさ」

　なんとグローセルの聖女は同盟国であるフランセア王国の第一王子の嫁さん候補になっているそうだ。嫁さん候補は王族の中から選ばれるはずだったのだが、フランセアの第一王子が宮廷舞踏会で一目ぼれしたユリアーナを貰えないかと打診してきたとのことだった。

「家柄、容姿、気立ての良さなどはクリアしているんだけどね、もし男でもいたら問題になるだろう？　後は同性愛者でないかというのも重要になってくる」

　それで聖女の素行調査か。確かに同盟国の王子に嫁ぐのに同性愛者だったら困るかもね。双方にとって地獄だ。

「というわけで今夜も悪い虫が聖女の窓辺で愛を囁きに来ないかと見張っていたら、センパイさんが現れたってわけさ」

　悪い虫じゃなくてヤモリです。

「調査結果はどうだった？」

「開始してまだ三日だけど今のところおかしな点はないね」

　三日か、殺人事件が起こったのは四～五日前だ。

「私の方は全部話したんだからね、今度はセンパイさんの番だよ」

　スキル「犬の鼻」のことがバレてしまうけどまあいいか。

「実はな──」

　俺はこの下水道で起こった殺人事件のこと。現場に残されたユリアーナの匂いのことなどを説明した。

「にわかには信じられないようなことだね。……だけど百歩譲ってそれが事実だとして、アンタたちは何者だい？」

「知っているだろう？　王都警備隊南地区中隊所属クララ小隊のヒノハルとヨシオカだよ」

「魔法や特殊能力が使える伍長たちって、そんなのは普通いないんだよ！」

　ここにいるんだから仕方ないじゃないか。ちなみに日給は六〇〇マルケスだぞ。あ、俺たちの給料って下水道の清掃員より低かったんだ！
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　これ以上エルケに聞くこともなかったので、用心しながら戒めを解いてやった。ザイルの痕が手首についてしまったので吉岡が気づかれないように回復魔法をかけていた。

「まさか本当に解放してくれるとはね」

「殺されてスライムの餌にされるとでも思った？」

　エルケは苦笑しながら首を振った。

「いや……無理矢理犯されるぐらいは覚悟してたんだけどね」

　そんなことするもんか。

「俺には無理だよ。心も身体も反応しないと思う……たぶん……ちょっとしか」

「自分もですね。むしろ責められる方が好きなんですけど、先輩も？」

　サラッとカミングアウトするなよ。

「俺はソフトなやつならどっちもいけると思うんだけど、ガチのは無理だ」

「閾しきい値ちが小さめなんですよね。一緒だからわかります！」

「そうそう、許容領域の内なら相手に合わせてＳでもＭでも楽しめるんだけど、ある一定以上になるとドン引きして賢者になっちゃうんだよね」

　大きな咳払いが聞こえて俺と吉岡の会話は中断させられた。

「そろそろ帰りたいんだけどいいかな？」

　エルケが呆れた顔をしている。

「ごめん、ごめん。今更こんなこと言うのもなんだけど、何かわかったら俺たちにも教えてくれないかな？　その代わりこっちも情報を提供するからさ」

　何で珍獣でも見るような目つきで俺を見るんだよ？

「……わかった。南地区のティットマン通り一五番地。二階の一番東側の角部屋が私の部屋よ。連絡を取りたい時は目印を置いていって」

　女の人に部屋の場所を聞くってこんな状況なのにときめいてしまう。

「わかった。それと……送っていこうか？　夜も遅いし、女の一人歩きは危ないから……」

　エルケは大きく目を見開いた後に爆笑した。

「こんなところに拉致してきたのはセンパイさんたちだろう？　どの口で言うかねぇ。遠慮しとくよ」

　去って行くエルケが通路を曲がると松明は闇の中へ消えた。行ってしまったようだ。

「結局、殺人事件のことは何にもわからなかったですね」

　わかったのはグローセルの聖女がフランセア王国へ嫁入りするかもしれないってことだけだ。

「僕らも帰って寝るとしますか？」

「そうだな。でもその前に……ホルガーさん！　隠れてないで出てきたらどうだい!?」

　闇に包まれた通路の先に声をかけると、カンテラに明かりが灯り、前歯の抜けたホルガーの顔を浮かび上がらせた。

「よくお気づきになりやしたな、ヒノハルの旦那」

　たまたま風下にいたからだよ。加齢臭のことは言わないでおいてあげるね。

「話の半分くらいは聞いていたんでしょう？」

「ええ。仲間に旦那を見かけたって聞きやしてね。ご挨拶でもと思ってきたんですが、お取込み中のようだったのであちらで控えておりやした」

　よく言うよ。しっかり盗み聞きをしていたくせに。

「聞いたことはあんまり吹ふい聴ちょうしないほうがいいと思うよ。俺たちはともかくエルケさんの方はねぇ……」

「ええ、影の騎士団シャドウナイツとは驚きました。裏の世界でもその名前を知るものは少ないんですよ」

　でもホルガーは知っていたんだ。やっぱりこのおっさんは侮れないな。

「そうそう、話を聞いてたんなら丁度いいや。お願いしたいことがあるんだけど」

「グローセルの聖女のことですかい？」

「うん。この下水路で見かけた者はいないかと、亡くなった男との接点がなかったかを調べて欲しいんだ」

　ホルガーは気乗りしない表情で顎をポリポリ掻いている。

「まあ、あっしは頂けるモノを頂ければ情報は提供しますがね……どうしてそんなにグローセルの聖女に拘こだわるんですかい？　どうせ証拠は挙がらないし、聖女を逮捕なんてできないでしょうに」

　それは俺もわかっている。ただ一度関わり合ってしまった手前、真実をつまびらかにしたいだけだ。聖女を裁こうとかそういうつもりはないんだよな。罪人を裁くのは法律家や神殿の仕事だし、俺は単なる警備兵だ。

「ホルガーは気にならないの？　聖女が殺人を犯したかもしれないんだぜ？」

「へへっ、まあ気にならないといったら嘘になりやすがね」

　情報屋をやっているだけあって好奇心も強いのかな。

「なんか、スクープを追いかけるゴシップニュースの記者みたいですね」

　言い得て妙だな。ふむ……本格的に新聞を作り始めたらホルガーを記者として雇うのもアリか。こんど誘ってみよう。

「ただ俺はそれを記事にするつもりはないよ。証拠も挙がらないだろうしね。だからこれは俺の個人的な自己満足の為なんだ」

「わかりやした。お引き受けいたしましょう。ただね、あっしは旦那のことを結構気に入ってるからご忠告しやすが、あまり深入りはしないほうがいい。特に宮廷が絡む話はね」

　さもありなんだ。一歩道を間違えれば下水道の底に放り込まれ、スライムの餌になるのは俺かもしれないのだ。好奇心もほどほどにしとかないとね。
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　下水路でエルケさんを尋問して、ホルガーに仕事を依頼してから二日たった。どちらからもまだ連絡はない。聖女の見張りはホルガーがしてくれている。怪しい動きがあればすぐに兵舎に連絡が来る手筈だ。今日はこれから二時間ばかり日本へ送還される。

「本当に二時間だけでよいのか？　もう少しのんびりしてきてもよいのだぞ」

　クララ様は気を使ってくれるが、あちらへ帰っても夜の一〇時だ。大抵の店は閉まっている。

「風呂に入って、食料品を買うくらいですから二時間もあれば充分ですよ。クララ様のお休みの時間が遅くなってしまいます」

　寝不足はお肌の大敵なんですよ。今は夜の七時だから九時に戻ってくることになる。向こうに長くいればそれだけクララ様は召喚のために遅くまで起きていなくてはならなくなるのだ。

「そのように気を使わなくてもよいといつも言っているだろう。それにしても風呂とはなぁ……私も久しぶりに湯浴みをしてみたいものだな」

　ここの兵舎はもちろんだが、エッバベルクの屋敷にもお風呂はなかった。

「クララ様はどちらでお風呂をお使いになったのですか？」

「二年前に聖地巡礼で南のロマール帝国へ行った時だ。公衆浴場なるものに入ったのだ。かの国は風呂の文化が盛んだからな。あれは大変気持ちのよいものだった。出来ることならもう一度入りたいものだ」

　日本にクララ様をご招待出来たらどんなにいいか。スーパー銭湯だろうが高級老舗温泉旅館だろうが何処へでも連れて行ってあげるのに。でもイケメンさんに怒られるだろうなぁ。怒られるだけならいいけど存在を抹消とか簡単にされそうで怖い。吉岡とも相談しているが、商人に偽装したショウナイとカワゴエが借りる住居には必ずお風呂をつけるつもりだ。金に糸目はつけないもんね。世界中の高級な風呂の画像を集めて気に入ったモノを職人に見せて、こんな感じで作ってくれと頼む予定だ。まだまだ先の話だな。
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　赤い扉をくぐるとそこは日本だった。さっそく一週間ぶりに髪を洗う。こういう時、一回目のシャンプーではあまり泡が立たない。きっちり二度洗いをしてからゆっくりと肩までお湯につかった。気持ちがいいなぁ。風呂上がりにマッサージとかしてもらったら最高なんだろうな。黄金の指ゴールドフィンガーは人にはしてあげられても、自分には何の効果ももたらさない。なんて悲しいお話なんだろう。でも、お風呂上りのクララ様にマッサージしてあげたら喜んでくれるかな？　早く風呂を作りたいけど最低でも数カ月はかかるだろう。なんとかいい手はないだろうか？　クララ様もお風呂に入ってみたそうだったし、ちょっと真剣に考えてみた。何もちゃんとした風呂じゃなくてもいいよな。今あるアパートに簡易のモノを取り付ければ。でも給湯器がないか。いや……吉岡に頼めばお湯くらい作れそうな気がする。むしろ課題を与えれば喜んで研究するのがアイツの性格だ。火魔法と水魔法の組み合わせですぐに作れるようになりそうだ。だけど問題は浴槽か。大きな木のたらいとかは売っているだろうがアパートの狭い階段を運べない気がする。まてよ、ビニール製のプールなら……。でも、この時間じゃ店は開いていない。しかも今は真冬だ。いや、空いている店はある！　さらに言えばプールを置いている可能性もゼロじゃない。




　風呂から飛び出して急いで服を着た。時刻はまだ一〇時三〇分だ。再召喚まではあと一時間半ある。

「もしもし、今大丈夫か？」

「お風呂に入ってる途中でした。素っ裸で出てきちゃいましたよ。なんかありましたか？」

　風呂の途中で電話を取らせてしまったか。

「ごめん。俺、これから買い物に行くけど欲しいものとかある？」

「買い物って、この時間に？　どこ行くんですか？」

「安売りの殿堂　サンチョ・パンサだよ！」

　サンチョ・パンサは全国展開しているディスカウントストアだ。

「だってもう一〇時過ぎているでしょう？」

「甘いな吉岡君……新宿店は二四時間営業なのだよ！」

「っ!!　すぐに向かいます。現地で落ち合いましょう！」




　眠らない街には沈むことのない幻の太陽があるのかもしれない。ブラックライトのようなその太陽の光の下で「夜の街」が妖しく浮かび上がっていた。まるでファンタジーだな。新宿通りで拾ったタクシーの窓から見える巨大な都市は自らの重みで潰れてしまいそうに見える。悲鳴のようなサイレンがどこかで鳴り響いていた。




　夜の一一時くらいだったがサンチョ・パンサの客は多かった。売り場にはなかったがバックヤードに置いてあったビニールプールと空気入れを無事に手に入れることが出来たぞ。これで吉岡に頼めばいつでもお風呂に入れるな。水はプールの底から抜けるタイプなのでビニールホースでバルコニーの排水溝へ流すことにした。他にもお菓子や下着なんかも買いそろえていく。この店は場所柄か化粧品やスキンケア用品が充実のラインナップで、キャバ嬢らしきお姉さん達が何人か売り場にいた。ブレンドされた香水の匂いがかなりキツイ。

「こういうものを店に置くのもいいですよね」

「あっ！」

　吉岡に言われて思わず大きな声を上げてしまう。俺は大切なことを忘れていたのだ。

「どうしたんですか突然？」

　すっかり失念していたが、こちらの医薬品はあちらの世界でやたらとよく効くのだ。リアに傷薬を塗ってやった時などすぐに治療が完了していたもんな。その後、吉岡の回復魔法にばかり頼っていたから忘れていたが、美容液とかを向こうの人が塗ったらとんでもないことになる可能性がある。

「吉岡……エステだ……」

「はい？」

「エステでボッタくるんだよ！」

　吉岡に日本の薬が異世界でどれくらいの効果があるかを説明した。

「なるほど、大儲けの匂いがしますね」

「ああ。確実に売れると思う。だけどやっぱり輸送量の問題が出てくるだろう」

　というわけで、店側が施術という形で美容液などを塗ってやる形態にすれば一本の化粧品を複数の人に向けて使えると考えたのだ。

　例えば一セット一万円で三〇日分の基礎化粧品があるとする。つまり一セットで三〇回使えるわけだ。一回の料金を五〇〇〇マルケスとったとして三〇×五〇〇〇で一五万マルケスになる。値段はどの程度肌が綺麗になるか、それがどれくらい持続するかによって変わってくるだろう。クララ様やフィーネにつけてもらって様子を見てみるか。

「問題はスタッフですね。エマさんとかに紹介してもらえたらいいんですけど」

「ハンス君はお姉さんがいると言ってたぞ。どこかで女中さんをしているらしいから引き抜きもありだな」

　とりあえず今回はクララ様やフィーネへのお土産を含めて多種類の化粧品を買ってみた。喜んでくれるといいな。両手に化粧品で膨れ上がった手提げ袋を提げている俺たちは爆買いの外国人みたいだった。最近少なくなったみたいだけどね。

「吉岡、そろそろ時間だぞ」

「了解です。人気のないところへ移動しましょう」

　いつ召喚されてもいいように南口のバスターミナルへむかう。この時間ならこの辺りに人影は少ない。セットしておいたアラームが振動して俺たちは狭間の小部屋へと飛ばされた。




　狭間の小部屋につくと、そこにはイケメンさんが待っていた。思わず心臓を掴まれたようにびっくりしてしまう。

「セラフェイム様！」

　相変わらず穏やかな表情なのに纏っているオーラが凄まじい。

「今日はお話があってきました。少々時間を頂きます」

　もしかしてスキンケアグッズを買ったのがまずかったか!?

「すいませんでした！　もちこんだ荷物は全て処分します!!」

　俺たちは九〇度の最敬礼で頭を下げた。額で釘が打てる勢いだ。

「いえ、そんなことはどうでもよろしいです。副作用などはないので大いに使えばいいでしょう」

　あれ、そうなんですか？　じゃあ遠慮なく……。だったら、お話って何でしょう？

「日野春さん、貴方はリアに手紙を出しましたね？」

「はい。王都に来てくれないかと頼んだのですが、なにか問題がありましたでしょうか？」

　やばい、余計なことをしてしまったか？　イケメンさんはじっと何かを考えているようだ。

「日野春さんは間違って召喚されたという話を憶えていらっしゃいますか？」

　もちろん憶えている。本当はフェニックスが召喚される予定だったはずだ。

「ええ。召喚された際にギフトを頂いてしまったので、そのまま私が召喚獣になったのですよね。それとリアがどう関係するのですか？」

「実はですね、リアはフェニックスの召喚士として勇者のパーティーの一員になる使命を持った少女です。来るべきその日まで力を蓄えるべく、ラガス迷宮でフェニックスと共に修業する予定だったのです」

　リアにはそんな使命があったのか!?　そうなると少し困ったことになるんじゃないか？　本来は召喚獣と共にラガス迷宮を攻略するはずだったのに、リアは今も一人で迷宮に入っているはずだ。

「私は……リアの召喚獣として働くべきなのでしょうか？」

　イケメンさんは静かに微笑んだままだ。

「今のままで構いませんよ。貴方には私から新聞についてのお願いをしてあるはずです。そちらの方を頑張ってください。リアの新しい召喚獣については新たに選定中です」

　ということはこのままクララ様の召喚獣としてやっていけるわけだ。だけどリアを王都に呼び出して大丈夫かな？　ラガス迷宮で冒険者としての実力を付けなければならないだろうに。イケメンさんは俺の心を読んで答えてくれる。

「それもまあいいかと考えています。ただ、現段階で召喚獣を得られていないリアの成長に遅れが生じています。どこかで取り返さなければなりません」

「私で出来ることなら協力は惜しみません」

「そう言っていただけると思いました。日野春さんと吉岡さんだけではなく、アンスバッハさんにも頼みます。リアの成長を助けてやってください」

　クララ様にも伝言すればいいわけね。でもどうやって助ければいいんだろう？　武術の稽古でもつければいいのかな。

「リアの修業についてはこちらでも考えておきます。時が来れば改めてあなた方に協力をお願いするでしょう」

　イケメンさんは残光を残して消えてしまった。セラフェイム様に言われなくてもリアたち姉弟には力を貸すつもりだったから何の異存もない。でも、リアは勇者のパーティーに入って何をするんだろう？　大切なことを聞きそびれてしまったな。物語やゲームならラスボス的なものを倒すのが目的になるんだけど、魔王とかそういう存在は聞いたことがないぞ。

「セラフェイム様も時が来れば改めてお願いに来ると言ってたじゃないですか。その時にでも聞いてみましょう」

　そうだな。手紙は出したばっかりだし、到着には一月以上かかるはずだ。そこから準備して王都にリアたちがやって来るまで更に一か月か、まだまだだいぶ先だ。……迎えに行こうかな？　川の通行権があれば「水上歩行」とバイクの組み合わせでかなりスムーズに移動できるはずだ。大きな川なら普通の道よりも凹凸が少なくて走行しやすいんだよね。




「さあ先輩、とにかくスキルカードを引いちゃいましょう」

　それもそうだ。今後のことはもう少しよく考えてから決めていこう。

「今日もいいのをお願いします」

　いつも通りカードダスに手を合わせてからダイヤルを回した。




　スキル名　ダミー

　自分そっくりの分身体を作り出せる。




　単純な動きや一〇〇文字までの言葉を繰り返し喋らせることも出来る。

　制作者が意識すれば消すことが出来る他、強い衝撃を受けたり、作成から一〇時間が経過すると自動で消えてしまう。

　一回に作り出せるのは一体まで。スキルレベルが上がれば数は増える。




　なかなか面白いスキルだ。試しに棒を持った状態で「ダミー」を発動したら、ダミー人形もちゃんと棒を装備した状態で作成された。

「分身の術!?　いいなぁそれ!!」

　吉岡のテンションも上がっている。説明にあった通り複雑な動きはできないけど敵に対して突きをいれるくらいはできるようだ。もっとも突きが当たればその衝撃でダミーは消えてしまうし、避けられた場合はそのままどんどん前進するだけのポンコツロボットのようになってしまう。でも充分目くらましにはなるし、単純労働とかもさせられる気がする。なかなか便利そうだ。「棒術」「ひきよせ」「ヤモリの手」そしてこの「ダミー」を組み合わせれば新たな戦闘術を開発できそうな気がするな。クララ様に頼んで修業に付き合ってもらうとしよう。あの人は修業が大好きだから喜んで相手をしてくれるんだよな。俺がスキルで強化されるにつれて本気が出せるようになってきて嬉しいそうだ。修業なら二人っきりでいても関係を疑われることもないしね。でも手加減だけは忘れないで欲しい。
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　召喚された場所はクララ様の個室だった。相変わらず私物の少ない飾り気のない部屋だ。

「ただいま戻りました」

「おかえり。今回はまた、たくさんの荷物を運んできたのだな」

　パンパンに膨らんだサンチョ・パンサの袋をクララ様がびっくりしたように眺めている。

「これはクララ様へのお土産と、実は新しい商売道具でもある化粧品なのです」

「いつもすまんな。だが、一々土産など買ってこなくてもよいのだぞ」

「まあまあ、それよりもお願いがあるのですが」

「うん、なんであろう？」

　クララ様は俺がお願いをするといつも嬉しそうにしてくれる。頼られることが好きなようだ。今晩は早速このお土産の基礎化粧品の効果を検証してみたいので、クララ様につけてもらうことにした。

「とりあえず何人かに試して頂いて効果の程を見たいのです」

「肌の状態をよくする薬か？　そういうことならフィーネとエマも呼んでやろう」

　ハンス君に手伝ってもらって早速セッティングに掛かった。桶にお湯をたっぷり用意して洗面器を三つ台の上に置く。それから大量のタオルと買ってきたコットンも皿に並べた。自分たちの手をよく洗ったら準備完了だ。

「それではみなさん椅子に座ってリラックスしてくださいね」

　俺がクララ様を、吉岡がフィーネを、ハンス君がエマさんをそれぞれ担当することになった。

「ヒノハル殿、これは何かの儀式だろうか？」

　怯えた様にエマさんが聞いてくる。「ふははははっ、幸せに思え！　そなたはセラフェイム様の生贄に選ばれたのだぁ！」とは叫ばない。

「そんなものではありませんよ。日頃頑張っているエマさんにご褒美です。セラフェイム様も大いにやりなさいとおっしゃっていました」

　確かに言ったよな？　別にエマさんにしてやれと言ったわけじゃないけど。

「そ、それならば……」

　セラフェイム様の名前を出したらエマさんの顔色が少し良くなった。だがその一方でハンス君が尻込みしている。

「コ、コウタさん。どうしても私がやらなくてはダメでしょうか？　お嬢様のお顔に触れるなど畏れ多いことでして……」

　他に人がいないんだからちゃっちゃとやっちゃおうよ。

「ハンス君、これはエマさんのためになることなんだよ」

「でも……」

　デモもボイコットも許さない。そんなに緊張しなくても大丈夫だって。

「ハンス、ヒノハル殿のお手伝いをするのだ。私なら構わん」

　エマさんはそう言うと覚悟を決めたように目を閉じた。

「ねぇ、早くしようよ！」

　一方俺たちの持ってくる品物は素敵なモノばかりなことを知っているフィーネはワクテカ顔で今や遅しと待っている。

「それじゃあ始めようか！」




　最初にクレンジングジェルを顔に塗ることから施術は始まった。

「指の腹で円を描くように内側から外へと優しく塗っていくんだ」

　説明書を見ながら三人で実践していく。クララ様には特別に黄金の指ゴールドフィンガーのレベル一で塗ってあげた。少しだけ体温が上がったように思ったら、途端に冷たくなった。さては気持ち良くなったのを氷冷魔法でごまかしたな。ジェルを塗り終えて洗顔してもらった。

「こ、これって……なんの魔法なんですか？」

　思わずハンス君が呟く。俺も吉岡もびっくりだ。三人とも若いので元から肌は綺麗だった。だけど今や肌のくすみは消え、エマさんに少しだけあったソバカスもなくなっている。

「どうしたのだ？」

　エマさんが心配そうに聞いてくるが、結果発表は最後のお楽しみだ。鏡はお預けにして、このまま我慢してもらうことにしよう。

「次はトリートメント泡フォームだ。きめ細かな泡でしっとりとした洗い上りが特徴らしい。こちらの泡立てボールを使って角つのが立つくらい泡立ててから使っていくぞ」

　……。

　……。

　……。

「吉岡……感想は？」

「まあ、なんてことでしょう！」

　うん、見違えるようだよな。今や三人の肌は透き通るような透明感をおびている。まるで俺たちが匠たくみになった気分だ。

「次は化粧水だな」

　コットンにたっぷり浸して優しく肌をパッティングしていく。よりクリアに透明感がキープされている気がする。最後は乳液をつけて保湿をしたら完了だ。

「いかがですか？」

　三人の前に鏡を差し出してみた。

「これは……」

「……」

「……」

　元からとてつもなく肌がきれいなクララ様でさえびっくりしている。フィーネとエマさんは声すら出ないほど感動しているようだ。鏡を持つ手が震えているぞ。

「コウタさん……？」

「どうしたのフィーネ？」

「いくらなの!?」

「へっ？」

「そうだ！　いったい、いくらかかるんだコウタ殿!?」

　二人とも落ち着け。とりあえず胸倉をつかむのは止めて欲しい。

「一回の施術で、だいたい五〇〇〇マルケスを考えているけど、持続効果がどの程度あるかを見てから決めるつもりだよ」

　この肌が一日しか持たないのか、それとも一〇日はもつのかによって値段は変わると思う。

「五〇〇〇マルケスか月に一度くらいなら……」

「給料の三分の一弱……ギリか……」

　いやいや、全然ギリじゃないよ。エマさんはともかくフィーネは破滅するぞ。ちゃんと原価で分けてあげるから無駄遣いしちゃダメだよ。

「効果は見ての通りだが需要はありそうかな？」

「パーティーの前日や当日など予約が殺到すると思います」

　なるほど、さすがは王都の貴族らしいエマさんの意見だ。お友達に宣伝してくださいね。日本でも結婚式に合わせてエステに通ったりするもんね。効果は多分それ以上だ。

「だけどメインターゲットはもう少しお年を召したご婦人ですよね。クララ様たちじゃ検証結果が甘い気がします」

　吉岡の言う通りだ。出来れば被験者は三〇代以上が望ましい。三〇代の知り合いねぇ？

「ベックレ中隊長にでも頼むか？」

　俺が言うとフィーネやエマさんが顔を顰しかめた。そんなに嫌うなよ。ごつくたって女の人だぜ。

「でしたら、我が家の母に試してはいただけませんでしょうか」

　エマさんのお母さん？

「おいくつくらいの方ですか」

「三八歳です。あ、五六歳になる祖母もおりますが」

　いいじゃないか！　三世代で効果を見られるなんて素晴らしい。

「是非お願いしたいです」

「では明日の夜に用意させますので軍務が終わり次第、皆で参りましょう」

　こうして俺たちはペーテルゼン男爵家へと招かれることになった。エマさんは上官であるクララ様をずっと家にお招きしたかったそうだ。騎士見習いが家族に先輩騎士を紹介するのは当然のことだからいいのだが、俺たちのことはどう説明するのだろう？　一般的に騎士の従者まで家族のいるリビングに通されることはない。

「セラフェイム様にお仕えしていることを話してはダメでしょうか」

　要らぬ誤解を生むと思います。そもそもセラフェイム様に仕えているわけじゃないし。でも命令されたら死を覚悟してしか断れないから似たようなものか？

「そのことは内緒にしておいてください」

　信じてもらえないと思うよ。

「では公にはできない、やんごとなきお方に仕えていらっしゃることにしましょう」

　俺はクララ様に仕えているだけなんだけどね。まあ、それでいいか。
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　深夜のグローセル地区には人っ子一人歩いていない。ツェベライ伯爵の屋敷の前で匂いを嗅ぎながら歩いていくと、目的の場所はすぐに見つかった。

「やあ、張り込みご苦労様」

　鉄格子の下に蹲っていた影が身体をびくつかせて身構えた。

「ホルガーさんに頼まれたんだろう？　雇い主の日野春だよ」

　俺が名前を告げると二人組は安心したように肩の力を抜いた。この二人は聖女の夜の動向を探らせるためにホルガーが手配したホームレスだ。城壁内に来るためにまともな服を着ているがなかなかファンキーな臭いがする。

「アンタさんがヒノハルの旦那ですかい。脅かさねぇで下さい」

「悪かったね。これ差し入れだよ。夜も遅いし腹が減ったかなって思って」

　俺は食パンにピーナッツバターを塗ったサンドイッチを渡した。俺の愛がこもった手作りだ。それから紙コップに温かいカフェオレを注いでやった。

「こいつはありがてぇ」

「俺が様子を見とくから温かい内に飲んでね」

　見張りの男たちは一口食べると貪るように食べ始めた。

「動きはあったかい？」

「いやあ、昨日の晩から夜になるとここへ来て見張っておりますが動く様子はありやせん。聖女の部屋は二階の左から三番目の部屋です」

　今は明かりが消えて真っ暗になっている。そんなにしょっちゅう殺人なんてするわけないか……。だけど気になるんだよな。

「寒いだろうけどもう少し頑張ってくれ」

「へい」

　二人に一〇〇マルケス銅貨を握らせてその場を後にした。
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　エマさんのお母さんはおっとりとした感じで少しふくよかな奥様だった。とても明るくて屈託なく話をする人だ。エマさんとは全然似ていない。エマさんはむしろ父親やお婆さんに似ているようだ。

「ようこそおいでくださいました、アンスバッハ殿。娘がお世話になっております」

　お父さんが丁寧にクララ様に挨拶をしている。ホブリッチュ男爵ヘンゼル・ペーテルゼンというのがこの人の名前だ。宮廷では土地関係の法務の役職を務めているとのことで、真面目そうなおじさんだった。俺と吉岡は制服ではなく商人姿のショウナイとカワゴエに偽装してきている。エマさんからは、さるやんごとなき人に仕える人物として紹介されたがとても胡散臭そうに見られてしまった。だからこちらから挨拶をする時はブレーマン伯爵家やベルリオン侯爵家に出入り自由の商人であると本当のことを話しておいた。すると男爵はすぐに俺たちの正体に思い至ったようだ。

「君たちのことは噂になっているよ。国王陛下がベルリオン侯爵の腕時計を大変羨ましがっているそうだ。もしかすると近い内に宮廷からお呼びがかかるかもしれないね」

　それはいいことを聞いた。最高級のモノを用意しておかねば。互いの挨拶が終わると早速男爵夫人がエマさんに質問の嵐を投げかけてきた。

「それにしてもエマ、本当に綺麗になって!!　手紙を読んだ時は貴女らしくもなく大袈裟なことをと思っていたのですが、じっさいに見たら大間違い。なんて素敵なのかしら。赤ん坊のほっぺただってこんなにツルツルじゃなくってよ。ほら、照れてないでお母様に触らせてご覧なさい」

　エマさんは恥ずかしそうにしているが奥様の好きに顔をいじらせている。

「素敵だわ。それで私にもこの術を試してみろというのね？　勿論やってみるわ！　ねえ貴方、構わないでしょう？」

　少女のように興奮している奥様に男爵は軽く肩をすくめて肯定の意をみせた。まるで、僕が止めたって君はきかないだろう？　とでも言っているみたいだ。きっとこれがペーテルゼン家の家族のありようなのだろう。だがここに突然待ったがかかった。エマさんの御婆さんだ。

「お待ちなさい、グレーテルさん。見ず知らずの男性に素肌を触らせるなどとんでもないことですよ」

　この世界の一般的な貴族の建前はこれなのだろう。

「でもお義母様、エマの肌を見て下さいまし。あんなにも光り輝いているのですよ」

「それは……」

　婆ちゃんはエマさんをみて少し態度を軟化させる。その間に俺たちはテーブルの上に色とりどりの化粧品の瓶を並べていった。この世界の価値観で見てもこれらのボトルは充分美しいものだ。

「奥様方、これから私共が行うのは医療行為でございます。肌に活力を与え、本来持っている美しさを引き出すための技なのです。決して怪しいものではございません」

　うん、怪しさ大爆発だ。日本でこんなこと言ったら捕まってしまうけど、異世界だから問題ナッシングだよね。

「ほら見て下さいなお義母様、あの美しい瓶の数々。先ず私が試してみますからお義母様もぜひ一緒にやりましょう！」

「まったく貴女という人は……この家に嫁に来た時からずっとこの調子なんですから」

　そう言いながらもお婆さんは義理の娘のことを気に入っているようで、結局二人して俺の施術を受けることになった。

　昨晩クララ様で練習してあるので段取りの方はばっちり覚えている。今日は俺一人で施術だ。なぜならスキンケアと同時に黄金の指ゴールドフィンガーを使用するからだ。

　昨晩と同じようにクレンジングジェルを最初に塗った。グレーテルさんは目がぱっちりしていて年齢の割に可愛らしいのだが、この二重顎とほうれい線がネックになっている。俺はレベル一でマッサージをしながらこれらが解消しないかなと漠然と考えていた。洗顔が終わり、次は美容液をコットンでつけ終わって、ふとマッサージオイルの瓶が天啓のように目に入る。周囲はグレーテルさんの肌がピカピカになっていくことに大騒ぎしていたが、俺は自分の頭の中で囁かれる声を確かに聴きとっていた。

（そのオイルを手にとれ）

　おもむろにマッサージオイルを手に取ると吉岡が訝いぶかし気な声を上げた。

「先輩、次は乳液を──」

　吉岡の言葉を手で制してたっぷりとマッサージオイルを手に取る。大きく息を吸い、手を合わせて心を落ち着けてからグレーテルさんの肌へそっと指先を置いた。




　黄金の指ゴールドフィンガーレベル四




　指先に魔力を籠め丹念に顎と頬をマッサージしていく。細胞の一つ一つを呼び起こすように触れ、語り掛けるように撫でていった。さあ、俺の呼びかけに答えてくれ！

　その時、頭の中でファンファーレが鳴り響いた。




　スキル「黄金の指ゴールドフィンガー」はスキル「神の指先ゴッドフィンガー」に進化しました。貴方は美の神アフローディアの伝道師となりました。この世の人々に安らぎと美を……。




　そうか！　こうすれば、ここに魔力を籠めれば、ここを流し、ここをほぐし、ここを押し上げればいいんだ！　理解と技術が次々と頭の中でリンクして、指先がそれを実践していく。

　そして……。




「先輩、やりすぎです……」

　三八歳のグレーテルさんは今や二〇代中ごろにしか見えない。

「こんなことって……」

　ついつい調子に乗ってしまった。レベル四を使うのは初めてだったから手加減が分からなかったんだよね。

「お母様……」

「お姉様と呼んでもいいのよ」

　当のグレーテルさんは気にしていないみたいだからまあいいか。むしろ喜んでくれているみたいだ。

「素晴らしいですわショウナイ様！　このような魔法がこの世に存在するとは！」

「嗚呼グレーテル……君がこの家に嫁いできた日を思い出すよ……」

　今晩あたり夫婦関係を再燃させてください。

「つ、次は私を……」

　お婆様もその気になりましたね。でも今度はちょっと手加減しておこう。下手したら二〇代に見える高齢者を作ってしまいかねない。

「先輩、後で口止めをしておかないと……」

「わかってる」

　俺にこんなことが出来るなんて知られたら、あちらこちらで引っ張りだこになってしまうだろう。それこそハリウッド女優が莫大な金をかけて美しさを保とうとするように、この世界の金持ちたちがこぞって俺の下に訪れるかもしれない。ずっと人の顔をグリグリして過ごすのは面倒なので、これはトップシークレットにしておくことにした。一回一〇〇〇万マルケスとっても問題ないかもしれないな。今後については超ビップのみの対応にしておこう。

「ひょっとして先輩のマッサージと発毛剤を組み合わせれば毛根をよみがえらせることも出来そうですね」

　わおっ！　なんと素晴らしい。隔世遺伝的に俺はどちらに似てもヤバいんだよ。これで心配事が一つ消え……ない。黄金の指ゴールドフィンガーは自分に掛けることはできなかった。……神の指先ゴッドフィンガーもしかりだ。人生は難しいな。
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　明日から吉岡は店舗探しのためにしばらく軍務から離れる。従者は俺とフィーネがいれば充分事足りるので問題ない。ハンス君もいろいろよくしてくれる。

「店舗のことは任せといてください。ただ、僕らのセンスで内装は難しいかもしれませんね」

　これが日本ならインテリアコーディネーターとかを雇うのだが、あいにくそういう職業はザクセンスにはない。

「ああ。男爵夫人が紹介してくれる人に期待だな」

　今日は検証実験ということでエマさんのお母様たちから料金は取っていない。その代わりいろいろと協力してくれることになった。その内にザクセンス社交界でもセンスの良さで有名な人を紹介してくれるそうだ。その人の協力が得られれば店舗の改装に向けて動き出せる。俺たちもいよいよ社交界デビューか。新しい洋服を新調しなくては。
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　練兵場に模擬戦用の武器が打ち合う高い音が響いている。今日の午前中は訓練日なので我々クララ小隊を合わせた四小隊一〇〇人くらいがこの練兵場で武術訓練をしていた。先程までは集団戦の訓練だったが、今は個人での武技を磨き合っている。辺りを睥へい睨げいしながらベックレ中隊長が兵士たちを叱咤していた。丁度いい。技量が競り合っている人の方が訓練になる。

「中隊長！　お相手をお願いします！」

　一瞬だけ雌オークは驚いた顔をしたがすぐにニヤリと笑った。

「おう！」

　一五分ほどベックレ中隊長と打ち合い、汗を流した。相変わらず中隊長の打ち込みは重くて受けの練習にはもってこいだ。

「まったく、ヒノハルには嫌なところで攻撃を受け流されるな」

「隊長の連続攻撃はパワーがあって凌ぐのが大変ですよ。ただ、最後の方で攻撃のパターンが単調になる癖がありますね。特に中段が多くなる。あそこで高低への流れを取り入れられるとやりづらくなります」

「なるほど、そこが課題か」

　一撃で決めたい気持ちが強くなって、一番に力が入る部分に攻撃が集中してしまうのだろう。武芸披露会以降はじめて喋ったが、試合で負けたことは根に持っていないようでよかった。むしろ以前よりは話しやすくなっている。

「コウタさん、私にも稽古をつけて下さい」

　ハンス君が来たので、今度は一緒に型稽古をすることにした。

「中隊長、ありがとうございました」

「ああ、また相手を頼む」

　最近になって以前のようにクララ様を目の敵にすることが無くなってよかった。クララ様の為というよりベックレ中隊長にとってだ。クララ様が本気になったら俺や中隊長では相手にならないと思う。特に魔法を使っての攻撃は半端なものではないのだ。冷気により足元の自由と体力を奪われて勝負にすらならないだろう。そもそも純粋な武技でも及ばないのだから。




　午前中の訓練が終わりハンス君と部屋に戻った。

「今の社交界で一番の話題はペーテルゼンの大奥様と奥様のことなんですよ」

　ハンス君の言う奥様と大奥様はエマさんのお母様とお婆様のことだ。先日、俺がスキンケアを施した二人は神の指先ゴッドフィンガーを使ってとんでもなく若返ってしまったのだ。三八歳のグレーテルさんは二〇代中ごろに、五六歳のお婆様も四〇代くらいの見た目になってしまっている。本気を出せばお婆様も二〇歳くらいの容姿に出来たと思うけどそこまではしなかった。ある意味化け物じみているもんね。

「ザクセンスの貴族たちはコウタさんの存在を血眼で探しているという噂です」

　やっぱりそうなってしまったか。一応グレーテルさん達には口止めはしてあるのだが身分の上の人に聞かれたら答えないわけにはいかないかもしれないな。施術するときにショウナイに変装しておいて本当に良かった。近日中にベルリオン侯爵のところへご機嫌伺いに出向いて社交界の様子を聞いてくることにしよう。

「そうそう、今度あの薬を使ったエステサロンというのを開店したいんだけどさ、信用のおける人を雇いたいんだよ。ハンス君はお姉さんがいるって言ってたよね？」

「はい。今はさるお屋敷で小間使いをしております」

　だったら引き抜きは無理かな。俺もそうだけど仕事を辞める時っていろいろと面倒なんだよね。

「どんな人だい？」

「今年で一七歳になります。これといった特徴はありませんが、食べることが大好きでぽっちゃりしています」

　度合いにもよるが嫌いじゃないぞ。エマさんのお母さんくらいなら愛嬌があっていいと思う。

「性格は？」

「明るいですね。よく喋ります。私の五倍は喋ると思いますよ」

　客商売としてはそれもありだな。

「なかなか楽しそうなお姉さんじゃないか。……仕事の引き抜きなんて無理かな？」

「実は姉にとってその話はとてもありがたいかもしれません。姉が仕えている方は三月には他家へ嫁がれるので姉もお暇を頂戴することになっているのです」

　タイミング的には悪くないな。三月では店舗の完成はまだだろうけどキープしておいてもいいかもしれない。

「一度引き合わせて貰うことはできるかな。あ、その時はショウナイに変装してだけど」

「もちろんですよ。夜なら姉も抜けてこられるはずです」

　どこか適当なレストランでも予約して面接をしてみるか。ハンス君にお姉さんのことをお願いして近い内に会うことにした。
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　一一時五〇分になったので無線機で吉岡に連絡を取った。昨日から別行動中なのだ。吉岡には店舗を出すにあたってのリサーチを任せてある。具体的に言うとターゲットとなる富裕層がどこで、どういった物を、どれくらいの値段で買っているかを調査するのだ。更に街における店舗分布、人の流れや購買層の人数なども見ていく。その上で周囲の店を鑑みながら俺たちが出店する場所を選定していくのだ。調査には時間がかかるし、いちいち城壁内から兵舎まで戻ってくるのは大変なので、吉岡はしばらく壁内のホテルに泊まりこむことになった。

「どうだいそっちは？」

「豆のスープから解放されて清々してますよ」

　兵舎では豆のスープを毎日食わされるんだよね。安くて、栄養価が高くて、美味しいけど毎日は飽きる。王都ドレイスデンに着いて半月以上たつけど本当に毎日だった。

「羨ましい限りだな。仕事の方はどう？」

「順調ですよ。宝飾店とかは意外と充実していて富裕層の出入りもそこそこあります。市場調査のために安めの指輪を一つ買いましたけど品質はまあまあと言ったところでした」

　安い方と言っても一万マルケスだからこちらの労働者の収入の約半月分になる。

「了解、引き続き調査を頼む」

「はい。あ、そうそう、先輩もパーティー用の服を買いに行くって言ってましたよね。行くんならボリアー通りのアイクナーって店がお勧めですよ」

　商売用に礼服なども揃えておきたいから数着購入予定だ。今日の午後は軍務が休みだからクララ様も誘って行ってこようかな。初デートにちょっとだけ気合が入る。

「吉岡、ついでに夕食を楽しめそうな場所があったら教えてくれ。ワインの種類が多い店がいい……」

「クララ様を酔わせて何をするんですか？」

　やましいことは何も考えていない。何というかそんなに焦ってないんだよね。二人の関係はゆっくり育んでいけばいいと思っている。その辺はクララ様の気持ちも考えながらだ。
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　伍長以下の一般兵と曹長以上の階級では食事の場所が違う。一般兵が長テーブルに一列に座って食事をとるのに対し、上官たちはテーブルクロスがひかれ、綺麗にセッティングされた食卓だ。食事の内容も俺たち一般兵より豪勢になる。例えば今日の昼食だが、兵卒のメニューは豆のスープ、パン、チーズ、マッシュポテトだった。上官たちもここまでは一緒なのだが、それにソーセージとキャロットケーキ、ワインが一杯追加される。ほとんどの仕官は貴族なので食事の最中も従者が後ろに控えているのが普通だ。クララ様には俺たち三人がローテンションで誰かつくようにしている。今日は俺の当番の日だ。




「クララ様、お食事の時間です」

「うん、もうそんな時間か」

　執務机に書類を置いてクララ様が立ち上がり軽く背中を伸ばしている。その背中にそっとマントをかけた。

「クララ様、午後のご予定はどうなっていますか？」

「そういえば今日は休みだったな。特に何も考えていないが」

　これはチャンスだ。

「よろしかったら一緒に服を見に行きませんか？　私はボリアー通りで何点か購入予定なのです。クララ様も近い内に夜会にご出席と伺っておりますが」

「そうだったな。コウタ達のお陰で懐にも余裕ができているから一つ新調してもよいな」

　クララ様が俺たちに投資した一〇万マルケスが今では一〇〇〇万マルケスになっている。

「他にもお寄りになりたいところがあれば行ってくださいね。どちらでもお供いたしますので」

「ありがとう。それでは今日の午後は二人で…………二人でいくのか？」

「はい。そのつもりですが」

　俺はいたって平静を装うが心の中ではちょっとドキドキしている。

「ふ、ふむ。そうだな……では、早速出かけるとしよう。通りで辻馬車を捕まえてきてくれ」

「クララ様？」

「ど、どうした？」

「先にお食事をされませんと」

「そ、そうであったな。も、もちろんだとも。先に食事に行こうではないか」

　クララ様も俺に負けず劣らずドキドキしてくれたようだ。いきなり食堂への道を間違えたりしてちょっと挙動不審ぽいけど、これはこれで可愛いと思う。そんなことを考えていたらクララ様から物凄い冷気が漂ってきた。また魔法で頭を冷やしたのかな？

「それでは参ろう」

　声はクールだったけど頬が淡いバラ色に染まっていた。




　ずっと続いていた寒さも緩み、小春日和の暖かな日差しが優しく街に降り注いでいる。普段はクララ様の少し後ろを歩いている俺だが、今日は二人並んで辻馬車に乗って出かけた。目指すはボリアー通りのテイラーだ。

「クララ様はどのような服になさるのですか？　いつもは騎士のお姿ですが夜会の時はドレスもいいですよね」

「ひ、久しくドレスは着ていない。その……腰に剣がないと不安になるのだ」

　俺たちが分かち合うぎこちない一瞬一瞬に季節が春めいていく。男装のクララ様も凛々しくて好きだがドレス姿も見てみたいな。まるで中学生のような純情なデートで午後のひと時を楽しんだ。




　教えてもらったテイラーで服を購入したけど、新品は全部オーダーメイドなんだね。日本の感覚で既製品を買うつもりでいたよ。採寸とデザインサンプルを見せられて、それから生地を決めてとかなり時間がかかってしまった。店を出るともう夕方だ。赤く染まるドレイスデンの街を散歩していく。ここには劇場や闘技場のような娯楽施設もあるんだな。今日はもう時間が無いけど次のデートは観劇やコンサートも楽しそうだ。劇場にはお姫様の前で騎士が片膝をついてその手に接吻をしているポスターが張られていた。今話題のお芝居だと聞いている。ザクセンスではどんな音楽が演奏されるのだろう。クララ様はどんな音楽がお好きですか？　他愛のない会話の端々から喜びが溢れて、俺たちの心を満たしていく。だけど、そんな幸せはびっくりするくらいあっけなく水を差されてしまった。




「もし、貴方は先日の炊き出しの折に警護を務めて下さった騎士爵様ではありませんか？」

　街中で声をかけられて振り返ると、そこにはグローセルの聖女ことユリアーナ・ツェベライが数人の紳士と共にいた。俺はすぐにクララ様の後ろに数歩下がる。幸いユリアーナは俺には関心が無いようだ。一別以来僅かな時しか経っていないのに、ユリアーナの美貌は更に磨きがかかったように見えた。

「これはグローセルの聖女殿。今日はお買い物ですか？」

「ええ、父と一緒に参りました。この辺りは何でも揃いますから。でも、聖女という呼び方はおよし下さいませ。私はそのように立派ではございません」

　豪華な服に身を包んでクララ様に軽く会釈をした中年紳士がヴェスタービッツ伯爵ツェベライか。それにしても、見れば見るほどやっぱりこの少女が下水路の殺人現場にいたという事実が嘘のように思えてくる。ユリアーナとクララ様は二言三言雑談を交わして別れた。ユリアーナは立ち去る時に俺の方を見てにっこりと微笑む。思わず目礼をするふりをして視線を逸らしてしまった。なんでこんなにドキドキするのだろう？　多分、今俺の顔は赤くなっているはずだ。まるで好きな女の子に出会った少年のように。ユリアーナに見つめられた瞬間に魅入られたように身体が熱くなってしまった。

「どうしたコウタ？」

　怪訝そうな表情でクララ様が俺を見ている。

「いえ……」

　ユリアーナがホームレス殺害の容疑者であることを俺はクララ様には伝えていない。確証がないというのが理由だが、それは建前だ。本当のことを言えば自分がユリアーナという他の女に固執している気がして後ろめたかった。どうしてかはわからないのだが俺はユリアーナという女が気になって仕方がないのだ。その事実をクララ様に告げるのは残酷なことのような気がした。

「コウタもあのような女性に心惹かれるのか？」

「そうではありません」

　斜め後ろから見るクララ様の表情はよくわからない。

「そうか……」

　こういう時、言葉の力は驚くほど弱々しくなるけど言わずにはいられなかった。

「私は聖女の使徒ではありません。騎士の従者です」

「それもわかっている……」

　日が陰り太陽が沈みかけている。街は再び冬の冷気に包まれていた。




　食事はしないままで兵舎へと戻った。吉岡にレストランには行けない連絡を入れると、予約した店には自分が行くから大丈夫だと言ってくれた。その代わり全身リラクゼーションを頼まれたが、いくらでもやってやると返事をしておいた。あいつにはどんどん頭が上がらなくなってしまうな。

　夕飯時になり食堂へ向かう。クララ様の給仕はフィーネの当番だ。本当は傍にいてぎくしゃくした関係を修復したかったのだが仕方がない。自分の態度を猛省しながら豆のスープを腹にかきこんでいく。

「どうしたんですかコウタさん？　そんなにガツガツ食べて。豆のスープは飽き飽きだと仰ってませんでしたか」

「ハンス君、俺はダメな男さ」

　本当にそうだ。たとえ魅了チャームの魔法を使われていたとしてもクララ様の目の前で他の女に顔を赤らめるなんてことをしてはいけなかったんだ。……ん？　魅了チャーム？　魅了チャームか!!　もしかしたらグローセルの聖女はこの魔法が使えるのかもしれない。だとすれば俺の感情にもある程度の説明はつく。もしも殺人事件のことがなかったら普通にユリアーナに惹かれただろう。だが事件のことを知っている俺は少し変化球気味にユリアーナに固執したのかもしれない。だが、この仮説が事実かはまだ分からない。単に俺が絶世の美少女に心奪われている可能性だってある。どうしたものか……。

「コウタさん」

　思い悩んでいるとフィーネが食堂にやってきた。

「どうしたの、クララ様のお食事はもうすんだのかい？」

「食欲がないんだって」

　心がずしんと沈んで今食べた豆を戻しそうになった。

「それでね、用事があるから一五分くらいしたらコウタさんに執務室に来て欲しいんだって」

「わかった」

　何の話だろうか？　きちんと謝ってもう一度自分の気持ちをはっきり伝えないとな。俺が好きなのはクララ様だけなのだ。大きなパンを幸せそうに頬張るフィーネを横目に食堂を出た。




　一瞬だけ躊躇ったが、大きく執務室のドアをノックした。

「ヒノハル伍長、お召しにより参上いたしました！」

　……。

　あれ？　返事がない。いないのかな？

「入れ！」

　あ、やっぱり居たんだ。……だったら、あの間は何だったんだろう？

「失礼します。ご用があるとお聞き……」

　ドアを開けて俺は硬直してしまった。

「どうだろうか？　母上から譲り受けたドレスを直したものなのだが……」

　イブニングドレスを着た女神がそこにいた。ドレスは少しくすんだスカイブルーで大きく膨らんだ裾にはひだがたくさんついている。首から肩にかけては大胆に開いていて美しい肌とラインが見えていた。

「何か言ってくれぬと困るのだが……」

　クララ様が少し怒ったように顔を赤らめて目を伏せた。暫くの間茫然と見とれていたらしい。どうしよう？　もうね、胸のキュンキュンが止まらないんだよ。俺三〇歳だぜ。こんな気持ちになるなんてもう一生無いと思ってたんだ。だけどさ、まだこんなに純粋に人を好きになれるもんなんだね。

「貴女が、クララ様が世界で一番美しいです。ドレス姿も、騎士のお姿も。いえ、貴方の美しさはその見た目だけではありません。貴方の内面の気高さが表に滲み出ているのです」

「バ、バカ者。そのような恥ずかしいことを！」

　いや、俺だって普段なら恥ずかしいんだよ。でもさ、正直に思ったことを言葉にしたらこうなっちゃったんだよね。他に思いつかないんだから仕方がない。

「用件はその……これだけだ。時間をとらせて悪かった」

　横を向いてしまうクララ様の傍に行って、昼に見た劇場のポスターのように片膝をついた。

「え？　……」

「クララ様、お手を」

　思い返したら死ぬほど恥ずかしいんだろうなとか思いながらも衝動は止められない。おずおずと差し出された手を受け取りその甲にキスをした。
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　巡回パトロールから戻るとベックレ中隊長からクララ様に呼び出しがかかった。

「アンスバッハ殿、午後から小隊を連れて本部に行って欲しい」

「了解しました。何か緊急事態でしょうか？」

「近衛軍の手伝いだ。例の断だん罪ざい盗とう賊ぞく団だんだよ」

　断罪盗賊団というのは近頃ザクセンスを荒らしまわっている謎の強盗集団のことだ。城壁内の富裕層が中心に襲われ、被害は相当な額にのぼっているらしい。普通の盗賊と違うところは襲われた人間の罪を告発する文章を残すことだ。こいつらに襲われた人々は一様に脛すねに傷を持つ者ばかりで、それに対しての告発文が必ず現場に残される。そうやって被害者の罪を弾劾するので断罪盗賊団なんて仇名がついているわけだ。お陰で城壁外に住んでいる一部の民衆には熱狂的に支持されていたりもするんだよね。だけど、こいつらだって盗みに入る時に人を殺しているのだから、他人のことをどうこう言えるとは思えない。そもそも盗みも犯罪だよな。今月に入ってとある貴族が襲われ一家全員が惨殺されるという事件が起き、軍も警戒を強化することになった。ちなみにこの貴族は神殿が禁止している麻薬の販売をしていたようだ。城壁内のことは近衛軍の管轄なのだが手が足りないので俺たちにも応援要請がきたというわけだ。
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「各地区から一小隊を派遣することになったから、南地区からはアンスバッハ殿に出てもらうことにした」

「承知いたしました」

「先日の強盗現場では一五人もの武器を持った者が殺害されている。十分注意してくれ」

　護衛だけじゃなくて当主やその家族も含めて三〇人以上の犠牲者が出ているのだ。物騒な話だぜ。




　冷たい風のせいで顔が針で刺されたように痛い日だった。

「こんな寒い日に夜の巡回とはついてねぇや。何が断罪盗賊団だよ。迷惑な奴等だぜ」

　バーレ分隊長が愚痴っている。まったくもってオヤッサンの言う通りだと思う。奴らを義賊だなんていう人もいるけどとんだ見当違いだ。あまりに寒いので兵隊用の外套の下に目立たないようにダウンベストを着た。

「バーレ分隊長は第一、第二分隊を、エマ曹長は第三、第四分隊を率いてくれ。第五分隊は私と共に持ち場についてくれ」

　小隊を三つに分けて見回りをすることになった。




　ドレイスデンの中心街とはいえ二三時を過ぎると人通りはほとんど無かった。これが城壁外だと酔っぱらいが路上で寝ていて、次の朝には凍死しているなんてことも日常茶飯事なのだが、さすがに城壁内だとそんな輩もいなかった。お決まりの街娼も全くと言っていいほど見かけない。ザクセンス王国では建前の上では、売春は国の許可を受けた業者にしか認められていない。つまり税金を払っているものだけが公に認められて商売できるシステムだ。だから街角に立って春をひさぐ売春婦は取り締まりの対象になる。俺たちを見れば街娼は逃げ出すのが普通だ。さもなくば自分の身体を差し出して、その見返りに目溢しをしてもらうというのが横行している。城壁内にも娼婦はいっぱいいるのだが、こちらに住んでいるのは美人でスタイルの良い者ばかりだ。当然料金も高く、娼婦たちの生活水準も上がる。召使いまで抱えているそうだからよっぽど稼ぎがいいのだろう。聞いた話では高級娼婦の場合、一晩相手をしてもらうのに六〇〇〇マルケス以上かかるそうだ。その一方で壁の外側では値段がぐっと下がり、一回二〇〇から一〇〇〇マルケスくらいが相場みたいだ。それが年寄りだったり、容姿が極端に悪いと五〇マルケスなんてこともあるそうで、ちょっと想像するのも怖くなる。

　俺は街娼を見ても取り締まる振りしかしない。「待てぇ～」とか言いながら、本気で追いかけたことは一度もないんだよね。走れば疲れるし、取り締まったところで治安が良くなるとは思えない。無理矢理売春を止めさせたところで彼女たちが別の職業を見つけられるとも思えないんだ。だって街娼のほとんどは昼間に別の仕事を持った人たちばかりだ。それだけじゃ食えないから夜の街で働いているんだぜ。エマさんとかはかなり本気で取り締まるから厄介なんだよね。取り締まるんなら彼女たちから中間搾取している裏稼業の人間を取り締まるべきなんだろうけど、裏稼業の人がいるお陰で娼婦を買う客が無茶をしないという側面もあってとても難しいのだ。中には暴力で前払いした金を取り戻そうとするとんでもない客さえいると聞いた。




　受け持ち地区の巡回を終えて焚き火のそばで休憩した。今晩は夜中にもう一度巡回しなくてはならない。

「旦那、ヒノハルの旦那」

　物陰から名前を呼ばれたと思ったらホルガーだった。城壁内に来ているせいかいつもより上等の服を着ている。だけど、蝶ネクタイを付けた姿はサーカスの団長とか見世物小屋の店主のような興行師的な雰囲気を醸し出していた。どうやっても堅気の商売人には見えないな。

「久しぶりだねホルガーさん。何か動きがあった？」

　ホルガーには聖女の見張りを頼んである。俺は小隊の皆から少し離れてホルガーの話を聞いた。

「いえ、そっちの方は全然でして。もう見張りを初めて一週間になりやすが全く動きはありませんぜ。本当に続けるんですかい？」

「そうか……まあ念のためにもう少し頼むよ」

　目立たないように一万マルケスの大銀貨を手に握らせた。

「他ならぬ旦那の頼みだからお引き受けはしやすがね。今日はそのことの報告ではないんで」

　ホルガーがニッと笑う。前歯の抜けた口が間抜けに見えるが油断してはならない。この男は情報屋としては一流の部類に入るのだ。

「今日はちょっとした情報を持ってきたんでさぁ。本当は料金を頂くところですが旦那は気前がいいから特別にサービスですよ」

　いつの間にかホルガーの手のひらから先程の大銀貨が消えていた。どこかわからぬ場所にしまったようだ。

「ここのところ下水路が頻繁に使われていやすぜ。それも城壁外じゃなくて城壁内のお上品な方です」

　下水路に上品も下品もない。城壁内の下水路だからといって花の匂いはしないのだ。ただし、城壁外の下水路が犯罪に利用されるのはいつものことだが、頑丈な鍵と鉄格子で守られた城壁内の下水路に入り込むことは難しい。

「どこのどいつだ？」

「正体まではわかりませんがね、あんなところ誰も入れない筈じゃないですか」

　城壁内の下水路の扉は近衛軍によって厳重に管理されている。下水路は王城までのびているので、その管理は徹底されているのだ。俺たち王都警備隊でも城壁内の下水路の見取り図を見ることは許されていない。いってみれば国のトップシークレットだった。

「ホルガーさん、よく城壁内の下水路に入れましたね」

「いやあ、あそこの掃除をしている獣人にちょいとした伝手がありやしてね。その獣人たちが誰かが通った痕跡を見つけたんですよ」

　そう言えば城壁内の下水路は専門に清掃をする獣人奴隷がいるんだったな。五感の優れた獣人たちなら僅かな変化にも気が付くかもしれない。

「鍵が壊された形跡もないし、ということは合鍵を使って開けているんですよ。しかも獣人の一人が言うには確かに血の臭いがしたというんです」

　血の臭いか……。

「それはいつのことだい？」

「ほら、例の麻薬を密売していた貴族がぶっ殺された次の日ですよ」

　断罪盗賊団が城壁内の地下下水路を利用している可能性があるということか。どんなに鉄格子と鍵で塞いでも、古い建築物によっては下水路に降りていける構造を持っていたりするそうだから完全には塞げないんだよね。わからないのは一〇〇メートルごとに設置されている鉄格子の鍵をどうやって開けたかだな。本当に合鍵を持っているのか？　鍵の種類だって一種類ではないのだぞ。近衛軍に内通者がいる恐れも出てきたな。それもある程度地位が上の者だ。

「まあ、そういう話があったってことです」

「いい話が聞けたよ。ありがとう」

「へへっ、あっしなんぞに礼を言うのは旦那くらいなもんでね。それではまた近い内に」

　ホルガーは現れた時と同じようにスッと闇の中へ溶けていった。




「コウタ、何の話だったのだ？」

「ちょっとした情報が入りました」

　クララ様に今聞いたばかりの話を伝えた。

「我々には下水路の中に入る権限はないが、入口を見張るくらいはできるか」

「近衛軍に伝えなくてもよろしいのですか？」

　一応知らせてやった方がいい気もするが。

「情報が事実なら既に獣人たちから報告が上がっているはずだ。我々警備隊に話さないのは自分たちの失態を敢えて伝える必要はないと考えてだろう」

　もし内通者が近衛軍にいるなら監察官が動くかもしれないよね。そんなことを普通は外部の人間に知られたくはないだろう。監察官か……。影の騎士団シャドウナイツのエルケなら何か知っているかもしれない。エルケは監察官配下の実働部隊の一つに属していたもんな。聖女のその後の動きも知りたいし時間を作って会いに行ってみるか。
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　南地区のティットマン通り一五番地にあるアパートの二階の一番東側の角部屋。以前、影の騎士団シャドウナイツのエルケが教えてくれた隠れ家の一つだ。日が暮れるころ俺は一人でその場所を訪ねたが誰もいなかった。

　周辺の匂いから判断するにエルケは早朝にこの部屋に立ち寄ったきりだな。




　連絡を乞う　センパイより




　こうしてメモを扉の下から室内に入れておけば向こうから連絡が来るはずだ。後はエルケが訪ねてくるのを待てばいいだけなんだけど、時間的ロスが惜しくもある。いっそ「犬の鼻」を使ってこちらから探してみようか。いろいろな匂いがする都会の雑踏の中では追跡は難しそうだけどスキルの訓練にはなりそうだ。

　既に匂いは記憶してあるので通りに出て早速追跡を開始した。鼻を上げて周囲の情報を注意深く分析してみたが、この近くにエルケはいないようだ。見晴らしのいい平原なら五キロくらい先の匂いも嗅ぎ分けられるのだけど、今は匂いの種類が多すぎてちょっと難しい。だけど、なんとなくこっちじゃないかとあたりをつけて東へ向けてブラブラと歩き出した。視覚情報や聴覚情報に加えて嗅覚からの情報が脳に送り込まれてくる。情報を総合的に判断できる俺の方が普通の犬より追跡能力は高いはずだ。ただの犬とは違うのだよ、ただの犬とはね……。

　そしてやっぱり見つけることが出来た。これぞ間違いなくエルケの汗の匂い……。

「わおーん！」

　野生に返る俺の姿に都会人の冷たい視線が突き刺さった。

　何度か途切れてしまったが、しばらく歩いていると匂いの元を発見することが出来た。橋の欄干の上や曲がり角の壁など、人は無意識に手を置いたり肌を擦りつけているようだ。この道を真っすぐ進めば城門か。エルケは城壁内に行ったようだった。

「おう、ご苦労さん」

　警備兵の制服を着ている俺は、大したチェックもなく城門を抜けられた。そこから通りを何度も曲がって、ある貴族の邸宅の裏口についた。ドアノブの匂いを嗅ぐと探していたエルケの汗の香りがあった。これじゃあ変態のストーカーだな。この屋敷は誰の持ち物だろう？　後日調べることにして表通りの方へ回った。




　しばらく外で時間をつぶしていると、エルケが裏口から出てくるのが見えた。偶然を装って道を歩いていたエルケに声をかける。「犬の鼻」の能力はもう知られているけど詳しいスペックまでは教えたくない。南地区のアパートから城壁内まで追跡してきたことは伏せておいた。

「奇遇だね。上官の命令で近所に手紙を届けてきたところなんだ。エルケさんも仕事？」

　今日のエルケは女中姿だ。この近所の屋敷に勤めていると言われても全然おかしくない。

「まあそんなところですよ」

　ごく自然な感じに歩き出したエルケの後についていく。表面上はどうであれ、心の中では自分達のアジトがあるこの場所から早く遠ざかりたいのかもしれない。

「それで、ユリアーナの調査はどう？」

「そりゃあもう、清廉潔白な聖女様らしい清らかさですよ。でもねぇ……」

　エルケは人差し指を厚ぼったい唇にあてて間を開ける。じらす仕草が様になっていた。

「聖女には側近となる人物が三人います。これは勘でしかないんですけどね、使用人と主にしてはやけに親密な関係に感じられるんですよ。或いはその内のどれか一人と情を通じていてもおかしくはない気がね……」

　俺はどうにも複雑な気持ちになった。自分とクララ様の関係に置き換えて考えてしまったのだ。聖女が外国の王子様に見初められたのはいいけど、だからといってユリアーナの恋愛関係にまで土足で踏み込んでいくようなのはフェアーではないと思っちゃうんだよね。

「おや？　センパイさんは聖女と使用人の恋を認めてやれって感じだね」

「そんなこと言ってないだろう……」

　同盟国の王子との結婚が嫌なら断ればいい、なんて我儘は通らないのが貴族の世界だ。権力者たちは脅し、すかし、宥めてこの結婚を成功させるだろう。彼らにとっての心配事は後のスキャンダルだけだ。ユリアーナが外国に嫁いだ場合、先ず彼女は半年の軟禁生活を強いられる。理由は至極明白だ。その間に懐妊の兆候が出ないかを観察されるからだ。もしその観察期間にユリアーナのお腹が膨れでもすればとんでもない事態になるわけだ。だからこそ、こうしてエルケさん達が見張りについているわけなのだが、完璧に全てを見張れるもんでもないしね。

　エルケの話によればユリアーナと近しい関係にあるのは以下の三人だ。

　一人目はラーラ・バルべ（三一歳）。ユリアーナの家庭教師として常に側に控えている女性だ。眼鏡の下の切れ長の瞳は冷たい感じもするが知性に溢れている。長身でスタイルもよく顔も大人な美人さんだ。切れ者秘書のイメージだろうか。

　二人目はカミル・ホイベルガー（二四歳）。こいつは護衛騎士だ。俺も直接言葉を交わしたこともあるが、態度の大きな嫌なやつだった。外出の際などに護衛騎士の指揮を執る立場にある。

　最後がカリーナ・アンゲラー（一七歳）といって、普段ユリアーナの身の回りの世話をするメイドだ。炊き出しの際もユリアーナを手伝っていたが結構可愛らしい顔立ちをしていた。ほっそりとした体つきで物静かな印象だった。

「具体的に何か怪しいところはあったんですか？」

「そうねぇ、最初に問題になったのはカリーナよ」

「メイドの娘だね。まあ一七、八歳の女の子って同年代くらいの同性と特別に仲良くなることってあるもんなぁ。そういう世界はよくわからないけど」

　いわゆるガールズラブなら嫡子の問題だけはないだろう。いろんな道具を使って愛し合えば処女じゃなくなる場合はあるかもしれないけどさ。もっとも、そんなものは演技でどうとでもなると思う。生々しい話をすれば、高位の治癒士に大金を喜捨すれば処女膜の再生治療だって可能だ。大した問題にはならない。だが次に言ったエルケさんの言葉は俺の意表をつくものだった。

「男ですよ」

「……あのメイドが!?」

「ええ。女装しているだけの男でした」

　それは問題かもしれない。女装メイドならユリアーナの寝室に入っても怪しまれることはないもんね。でも信じられないぞ。どこからどう見ても可憐な少女だった。

「本当に？」

「ええ、自室で身体を拭いているところをこの目で確認しました。結構大きかったですよ」

　敢えてナニが？　とは問うまい。でも信じられないなぁ、カリーナが男の娘とはね。

「それも、聖女が強制しているらしいのです」

　うわお。少年に女装を強要ですか……。

「このように聖女の趣味についてはわかってきましたが、具体的に何をしているかはわかりません。寝室内部の様子はうかがい知れないので本当に困っているのです」

　貴人の部屋だけあって幾重にも結界が張ってあり忍び込むことが出来ないらしい。

「というわけで、センパイさんにお願いがあるんですよ」

　そう言って微笑むエルケの姿はやけにコケティッシュだった。
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　ツェベライ伯爵邸の玄関ホールで家人はこの家の当主を見送っていた。近衛軍の要職にある伯爵は警備のために今夜は宮廷内での寝泊まりとなるのだ。

「貴方、お気をつけて」

「うむ、行ってくる。巷ではおかしな盗賊団が跋ばっ扈こしている。私がいない間も充分に警戒せよ」

　そう言いながらも伯爵はそれほど心配していない。この家には下男も含めて五〇人以上の武器を扱える者がいる。そこら辺の木っ端貴族とは違うという自負があるのだ。仕事に出かける父親を見送ってから、ユリアーナたちはそれぞれの部屋に戻った。

「ラーラ、ホイベルガーを呼んで頂戴。カリーナはお茶の用意を」

　それぞれに指示を出し、ユリアーナは机の前に腰かけて護衛騎士を待った。時間をおかずにホイベルガーがやってくる。

「お嬢様、お呼びでしょうか」

　ユリアーナはホイベルガーの顔は見ずに、ラーラに向かって一つ頷いた。途端にスカートに隠されたすらりとした脚が揺らめきホイベルガーの鳩尾みぞおちにラーラの靴が深くめり込んでいた。

「カハッ！　な、なにを……」

　言葉を発しようとしたホイベルガーの腹に更にもう一発の蹴りが決まり、彼はたまらずに床に倒れた。その様子を聖女は何の感情も湧かない冷たい瞳で見下ろしていた。
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　趣味の良い聖女の部屋で、腹を押さえながらホイベルガーは床に這いつくばって痛みに耐えていた。自分が一体なにをしたというのだ？　ユリアーナ様のご機嫌を損ねるようなことは何もしていない筈だ。護衛騎士は何とか上半身だけを起こして聖女の叱責を待った。だが聖女の代わりに声を出したのは家庭教師のラーラだった。

「わからないのですかホイベルガー殿。貴方はミスを犯したのです」

「……」

　やはりホイベルガーには何のことだか理解できない。

「け、計画は完璧です。今夜のターゲットであるエモーツェル神殿の下調べは既に終わり、手引する者もグワッ！」

　ホイベルガーは最後まで話すことが出来なかった。その前にラーラの蹴りが顎に決まっていたからだ。蹴りの動きでスカートが捲れ、黒のガーターベルトはおろか、その奥の紫の下着まで露わになってしまったが、それを気にする者などこの部屋には居なかった。

「まだわからないのですかホイベルガー殿。今日は旦那様がお城に詰める日でございます。そんな日に断罪盗賊団が神殿を襲ったらどうなりますか？」

　当番日に事件が起きたからと言って直接の責めを負わされることはないだろう。だが、近衛軍の要職にあるものとしてマイナスポイントになる恐れもある。僅かな失態が大きな足枷になるのが宮廷という場所だ。

「ホイベルガー」

　ユリアーナは美しい声で護衛騎士に語り掛けた。

「私のお遊びでお父様にご迷惑をかけるのはよくないと思うの。貴方もそうは思わない？」

　聖女に見つめられて護衛騎士は身体が熱くなる。

「申し訳ございませんでした！　このホイベルガー、どのような罰でもお受けいたします。どうぞお許しください」

　騎士は片膝をついてユリアーナの罰を待った。だがユリアーナの関心はもうこの騎士にはない。

「エモーツェル神殿はどうしましょうかラーラ？」

　問われてラーラは目を伏せながら答える。

「とりあえず今夜の襲撃は中止といたしましょう。計画は一日延期ということで」

「そう。……仕方ないわね。そのかわり明日は私も行くわ。久しぶりに人が死ぬところが見たいのですもの」

「いけませんお嬢様──」

　諫めようとするラーラをぞっとするほど美しい聖女の瞳が見上げていた。

「どうして？　断罪盗賊団を作ったのは私よ。たまには首領の私も参加した方がいいのではなくて？」

「ですが、またこの間のような不埒者が現れるとも限りません」




　ああ、アレかとユリアーナは思い出していた。たしかコーツとかクンツとか言う名前だったはずだ。下水路の内部に詳しいということで断罪盗賊団に雇ったのだが、盗賊団の首領がユリアーナと知って邪な欲望を抱いた男だった。事件は秘密のアジトの中で魅了チャームの魔法を使ってクンツを決して裏切らない木偶人形に変えようとしていた時に起こった。クンツは突然ナイフを抜いて襲い掛かってきたのだ。

「その美しい顔に傷をつけられたくなかったら俺の言うことを聞くんだ！」

　こんなことになったのは深く魔法をかけるために二人きりだったためだ。とは言え、そのまま魔法をかけてしまえばどうとでもなるのだが、ついつい興味が湧いてしまいユリアーナは声を出さずに頷いた。このように低俗な男と長く話した機会はない。炊き出しの時には貧民窟の人間に声をかけることもあるがそれは僅かな時間だ。ユリアーナはこのスリリングな状況を楽しんでいた。

「私をどうしたいのですか？」

　クリスタルの鈴がなるような透き通った声が薄暗い部屋に静かに響いた。男に刃物を突き付けられているというのにその声に恐れはない。

「へへっ、決まってんだろう。先ずはその服をすべて脱ぐんだ」

　男の目には暗い欲望の火が灯っていた。

「それは寒そうです」

　ユリアーナとしては素直な気持ちを言葉にしただけだったが、男の興奮は何故か刺激されたらしい。

「大事なドレスを破られたくなければ、四の五の言わずに早く聖女様の肌を拝ませてくれよ。ハアハア……たまんねぇや……全ての穴に俺のモノを突っ込んでやる……」

「それは無理でしょうに……」

　熱に浮かされた様なクンツの言動は明らかに前後の見境を失っていた。なるほど、この男は私に欲情しているのかとユリアーナは理解した。そのこと自体は初めての経験ではない。宮中のパーティーや炊き出しを行っている時も好色な視線というのは常に感じていたものだ。性交の経験はないが男が何を求めているかは知識として知っている。ラーラやカリーナ、ホイベルガーたちを目の前で交わらせて観察したこともあった。自分の肉体的な魅力というものもユリアーナはきちんと理解している。

「へへっ、もう待ちきれねぇ。服を着たままでもいいさ。それはそれで……」

　男は片手で既に硬くなった自分の性器を取り出した。

「今からこいつを聖女様に突っ込んでやるからな」

「それが貴方の望みですか……」

　ユリアーナは目を逸らすこともなく答えた。嫌悪感はあるのだが明らかにこの状況を楽しんでいる自分に驚きながらユリアーナは男に聞く。

「私をどうしたいのですか？　具体的に教えて下さい」

　この男がどんなことを求めているかを知りたかった。欲望をどのような形で具現化するかを。

「だから、色んな事をしてやるんだよ。とりあえず聖女様の処女を頂いてやらぁ！」

「……」

　男のボキャブラリーの無さにユリアーナはいきなり気持ちが冷めていくのを感じた。もう少し詳細に何をしたいか言ってくれればもっと興奮できただろうに……。

「つまらない男。もういいです」

　ユリアーナは瞳に力を籠める。

「何を……う、うわあああああぁぁ」

　男の心に侵蝕するように魔力が脳内をかき混ぜていく。すでにクンツはユリアーナに抗う術を持たない。

「私に触れることは許しませんよ。さあ、行きましょう」

　貴方が死んでも人の迷惑のならない場所へ。ユリアーナのクンツへの興味はすっかりなくなっていた。残ったのは嫌悪感ばかりだ。そして、ユリアーナは嫌悪の対象がこの世界からいなくなる瞬間を観察することにした。この男が死ぬ瞬間に自分は何を感じるのだろうか？　自分の置かれた状況を理解することも出来ずにクンツは薄ら笑いを浮かべながら頷いた。彼はこの後、アジトの地下から繋がる下水路へと連れて行かれる。




　椅子のひじ掛けにもたれながらユリアーナは指を顎に添えた。

「あれは私も悪かったのですよ。男の欲望について研究してみたくなってしまったのです。結局ホイベルガーがあの男を刺殺した時もたいした喜びを感じなかったわ。本当に時間の無駄でした」

　ユリアーナは言い訳がましくラーラに言った。

「安心なさいラーラ。みんな私の御願いを聞いてくれるではありませんか。どこに出向こうともそれは変わりません。たとえ襲撃現場であってもね」

「それは当然でございますが、突発的な事態が起こることもあります。お嬢様が同行されるのは心配でございます」

　ユリアーナはじっとラーラを見つめた。こうして見つめればラーラは決して逆らえない。

「か、畏まりました。しかしいつものように出入りは地下の下水路からになりますよ」

「ええ、構いません。ホイベルガー、いつものように下水路の鍵を用意しておくのですよ」

「はっ！」

　護衛騎士は聖女の役に立つ喜びに身を震わせていた。聖女は立ち上がりメイドのカリーナに命じる。

「月が見たいわ。外出の用意を」

　貴族の令嬢が親を伴わずにこのような時間に外出することなどあり得ない話だ。だが、誰がユリアーナを止められるというのか。ユリアーナが微笑んでお願いすればそれを断れる者など滅多にいない。国王でさえ聖女の微笑の前では無力なのだ。
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　エルケと別れた俺は吉岡の宿泊しているホテルへ行った。今夜は一緒に夕飯を食べる約束をしていたのだ。

「で、エルケさんに聖女の調査を一緒にするように頼まれたんですね」

「うん」

「でも、浮気するみたいで気が乗らないと？」

「そう」

　やましいことをするつもりはない。エルケと一緒に行動するのは聖女の動向を探るためだし、聖女の動向を知りたいのは彼女が殺人犯かどうかを確かめるためだ。だけどね、クララ様がこれを知ったらどう思うかな？　他の女のことをこそこそ調べて、他の女と一晩中一緒にいるんだよ。

「もう、正直にクララ様に打ち明けてしまったらどうですか？」

　それも考えたんだけどさ、俺の聖女に対する気持ちがよくわからないんだよ。なんでこんなに気になるんだか……。ユリアーナのことを考えると胸が締め付けられるような気持ちがするんだ。これはクララ様に対しての裏切りじゃないのか？

「じゃあ、どうするんですか？」

「……覚悟を決めて聖女を探ることにした。あいつは魅了チャームの魔法が使えるような気がする。むしろ、そうであって欲しい。じゃないと俺はとんでもない浮気者だし、心が引き裂かれてしまう気がするんだ」

　調査ではそこのところを最初に確かめたい。

「……いや調べるまでもないです、多分それって事実だと思いますよ」

「そうなの？」

「だって、先輩はどれくらいの時を聖女と一緒に過ごしました？　いくら恋に落ちるのに時間は関係ないなんて言ったって限度があるでしょう？」

　そういえば俺がユリアーナにあったのは二回だけだ。ひょっとして魅了チャームのせいでまともな思考が出来なくなっているのか？　初めて会った時はそれほど気になる存在ではなかった。むしろ吉岡の方が応援したい存在とか言って騒いでいたくらいだ。だけどリバーブロー（肝臓へのパンチ）みたいにじわじわと気になってきて、二回目に見つめられたとき、あれで完全におかしくなった気がする。

「ひょっとすると、先輩が気が付いてないだけで元々好みのタイプだったんじゃないですか？　直観でそれをわかってしまったんですよ。そこへきて更に魅了チャームのせいで余計に気になるようになったって感じだと思います」

　直観とは言語化する以前の、対象の把握もしくは認識である……か。確かに絶世の美少女、傾国の美女になりそうだと言っても過言じゃない。

「でも俺ってそんなに面食いじゃなかったと思うんだけど」

「クララ様を好きになっておいて説得力ないですね」

「……返す言葉もございません」

　まあ、クララ様はすごい美人だし聖女もそうだけど……。

「だから、見た目だけじゃなくて直観で聖女の内面を先輩が見抜いているのかもしれませんよ」

　内面ねえ……。実は見た目通り清らかで優しい少女なのかもしれない。やむにやまれぬ事情があって殺人を犯した可能性もあるんだよな。

「もしかすると犯行現場にいただけで犯人ではないかもしれないし、犯人だったとしても自分の罪に苦しんでいる可能性もある」

「それは一つの可能性です。本当は快楽殺人犯でド変態の可能性だってあります」

「お前、さっき俺が直観的にユリアーナを好みのタイプだと判断したって言ったよな？　それって俺の好みが快楽殺人のド変態ってことになるだろう！」

　なんてやつだ。俺のストライクはクララ様なのだ。

「そんなのはわかりませんよ。自分のことをきちんと把握している人間なんていませんから。それに、好きになった相手がたまたま快楽殺人犯という可能性もあります」

　そりゃあそうだけどよぉ……。

「とにかく調査をするなら道具を日本で買ってきましょう。明日は送還日ですよ」

「うん」

　吉岡には言わなかったが俺の直観は告げているんだよな。犯人はユリアーナだ。




　吉岡との会食を終えて店を出た時には既に二一時だった。ワインのお陰でフワフワした気分だ。意識して足を踏みしめないと真っすぐに歩けないくらいの酔いだ。酒の味は好きなのだがアルコール分解酵素が少ないのだろう。飲めばすぐに酔ってしまう。

「センパイ、気をつけて帰ってくらさい」

「うん。用地のことは頼むよ。おあすみ」

　二人ともちょっと呂律が怪しい。




　大通りを城門に向かって歩いていたのだが何処をどう間違ったのか、俺はまったく見当違いの場所にいた。ここはどこだろう？　酔っぱらうとこういうことが多くなるから嫌になる。道に迷ってしまったがとりあえず城壁を目指していけば何とかなるか。高さ九〇メートルある壁は建物の間からもよく見ることが出来た。ドレイスデンの城門は東西南北の四大門に加えて中小の門が九〇ある。その全てが開いているわけではないが城壁沿いを歩いていけばどこかにはたどり着けるだろう。

　人気のない場所で壁を見上げながら、俺は酒臭い吐息をついていた。歩いてきたせいで更に酔いが回っている。ここから門のある場所まで壁伝いに歩くか。

　……。

　…………。

　面倒なことをやっていられるか！　こんな壁登ってやる。ああ、登ってやるとも！　俺はクライマーだぞ！




　後から考えるとバカバカしいのだが、その時の俺は本気でそう考えていた。冷静な頭ならきちんと南門から出入りした方がよっぽど楽だし、時間だってかからないとわかるんだが、酔っぱらいは時に愚にもつかないことを思いつく。俺は四肢に魔力を込めて「ヤモリの手」を発動した。

「こんな壁どうってことないぜ。日本語的表現で朝飯前。英語的表現でケーキの一切れだ！」

　つまらないことを叫びながら意気揚々と登りだしたのはいいが、やがて後悔することになる。今日は二月の一三日だぞ。真冬もいいところだ。吹き上げる風は冷たく、酔いはどんどんと醒めていく。真ん中より少しだけ上にいったあたりで俺はもう嫌になっていた。でも今から引き返すのもなんだよな。どうしたものやら。
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　外出に際してカリーナに毛皮のコートをかけてもらった。数日前に買って貰った妖精兎フェアリーラビットの真っ白な毛皮を使った一着だ。軽くてとても暖かい。気に入っているし、私によく似合うとも思う。でも、カリーナにも似合いそうね。そういえば、高級娼婦は裸の上に毛皮を着るとお兄様がお友達と話しているのを盗み聞きしたことがある。本物を見る機会はないだろうからカリーナにやってもらおうかしら？　ラーラも喜びそうだ。逆にラーラにやらせてもいいけど。

「ユリアーナ様、馬車の準備が整いました」

　お母様を起こさないようにそっと館の中を移動した。このゾクゾクする感覚が私は大好きだ。もっとも見つかったとしても、私が心を込めてお願いすればお母様はなんでも許してくれる。でもやっぱり背徳感っていうのかな？　してはいけないことを内緒でするのが楽しいのだ。思えば十五歳の誕生日まで私は自由など何一つ知らずに育った。どんなことをするにもお父様やお母様の許可が必要だった。そう、私が魔法に目覚めるあの時までは。

　月の晩の散歩が好きだ。冷たい月に照らされた暗い町は神秘的に見えたし、あちらこちらの闇の中には私の知らない世界が隠れているような気がした。それに天空に輝く月が、まるで私をこの地上の軛くびきから解き放ってくれるような気がするのだ。だから私は偶にこうして城門へ登る。壁の上はドレイスデンで一番月に近い場所だ。

「今夜も通して下さいな」

　城壁に上る階段を守る衛兵は快く私たちを通してくれた。

　壁の上からは遥か遠くまで見渡すことが出来る。いくつもの灯りが見える城壁内とは違い、外側はほとんど真っ暗で家々の向こうには畑、そのまた向こうには森が月明かりの下で白い光を反射していた。私はいつものゲームを開始する。壁の淵の石によじ登りギリギリまで立って下を見下ろすのだ。初めてこれをやった時、私は恐怖と共に軽いエクスタシーを覚えた。あれから数度同じことをしてみたが、初回のような快楽はもう得られない。だけどお腹の下がムズムズするような感覚は同じようにやって来る。今日も気持ちよくなれるだろうか？　心配に顔色を変えるラーラたちに動くなと命じて石によじ登った。こんな、たわいもないゲームさえ皆はすぐに阻もうとする。この程度のことで大騒ぎするなんて馬鹿げているわ。ほんのちょっと破滅の疑似体験をするだけの些細なゲームよ。親指が少し出るくらいの位置に立って真っすぐ前を見た。まだ下は見ない。それから一気に下を向く。

「……」

　壁に一人の兵士が張り付いていた。
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　城壁の上で寒さに震えながら冷静になった俺は考えた。こんなことをして怒られないだろうか？　壁をよじ登ってはいけませんという法律はないと思うけど、バレたらお叱りは受けるような気もする。だけど半分以上登ってしまったし、今更引き返すのも億劫だ。このまま登り切ってしまうことにしよう。だるくなってきた手足に力を込めて一気に壁を登り切った。

「……」

　これは夢か？　それとも俺は幻覚を見ているのだろうか？

「ユリアーナ……？」

　目の前には白い毛皮のコートに身を包んだ聖女が立っていた。ユリアーナは驚いた様子もなく俺の顔を見つめる。

「貴方とはお会いしたことがありましたね。たしか美しい騎士爵様の従僕をしていた」

　しまった、こちらの顔を確認されたか。しかも身元すらバレている。

「お嬢様！」

　突然現れた不審者に護衛の騎士たちが走り寄ってきた。いきなり抜刀しやがって血の気の多い奴等だ。

「必要ありません。貴方達は向こうで控えていなさい」

　ユリアーナの言葉に騎士たちは打ちひしがれたように剣を収めて距離を取った。番犬並みの従順さだ。俺も同僚兵士にクララ様の犬とからかわれるけど、ここまで徹底していない。

「何をなさっていたの？」

　ユリアーナが不思議そうに聞いてくる。

「壁を登っていました」

　ついついぶっきらぼうな答えになってしまった。だってしょうがないじゃないか。殺人犯として調査している対象が突然目の前に現れたのだ。そしてそれ以上にこいつに会って胸が高鳴っていることを悟られたくなかった。

「貴方も城壁に上るのが好きなのね」

　いや、むしろ後悔している。

「私もここが好きなの。だって月が近いでしょう」

　そう言って空を見上げる姿は月光の下で神秘的な輝きを放っていた。

　くそっ！　思わず見とれてしまった。嫌悪と愛慕の念が同時に湧き上がってきて、もう思考回路はショート寸前だ。

「聖女様はお散歩ですか」

　黙っているわけにもいかなくて、もごもごと言葉を絞り出した。

「あら、そういえば先ほどはユリアーナと呼んでいましたわよね？　あまりに自然で気が付かなかったけど」

「滅相もございません。つい親し気にユリアーナ様とお呼びしてしまいましたがお許しください」

　ここは嘘をつき通そう。

「別に気にはしていませんよ。貴方のお名前は？」

　言いたくない。でも、言わないと失礼に当たる。

「日野春と申します」

「ヒノハル……不思議な響きね。貴方に興味が湧いてしまいました。いろいろとお聞きしていいかしら」

　こっちにも聞きたいことはある。俺も全部ぶちまけてしまいたい衝動にかられた。

「ヒノハルさんは私のことが嫌いかしら？」

　ポーカーフェイスで決めようと思っていたのについ身体がピクリと反応してしまう。

「そのようなこと。聖女様は皆に愛されておいでです」

　自分の動揺を何とか取り繕おうとするが、ユリアーナはさも可笑しそうに笑いだす。

「私はヒノハルさんの感情を聞いているのですよ」

「私たちは初対面のようなものです。好きも嫌いもないと思うのですが」

　ユリアーナは一歩俺の方に近づいた。

「でしたら、どうして私の術に抗おうとするのですか？」

　こいつ、やっぱり！

「術とは魅了チャームの魔法のことですか？」

　これが知りたかった。

「ええ。普通、私の周りにいる人は私が何もしなくても好意を抱いてくれます。それが私の持つ特性だからです。でも貴方にはそれとは別に軽い魔法をかけました。覚えていらっしゃいますか？　先日騎士爵様と一緒にいらした時ですよ」

　憶えているとも。クララ様と初めてデートをした日のことだな。

「どうしてそのようなことを」

「貴方と騎士爵様がたいそう仲良さそうに見えたからです。ちょっとしたいたずら心からでした」

　このガキがぁ！　俺がそれでどれだけ苦しんだと思ってやがるんだ。

「でも、先ほどから貴方のモノのおっしゃりようを聞いていると、あまり魔法が効いていないように思えます」

　そんなことはない。真実を言えば俺はお前が気になって仕方がないのだ。

「ヒノハルさん、私のものになってみませんか？」

　俺が聖女のモノに？　ユリアーナにかしずく自分を想像して震えがきた。恐ろしいことに嫌悪感と共に喜びを感じている自分がいる。このままじゃ俺はダメになる、そんな気がしてならない。全てをここではっきりさせたほうがいい。時間がかかれば俺は聖女に完全に魅了されてしまうかもしれない。

「なあ……アンタ……」

　聖女は自分が呼びかけられたと一瞬わからなかったようだ。アンタなんて呼ばれ方は初めてなのだろう。

「アンタは下水路でクンツという男を殺さなかったかい？」

　聖女が薄く微笑んだ。

「直接殺したのは私ではないわ。殺させたのは私ですけど」

　やはりそうか。正直に話してくれたのはありがたい。

「どうしてだ？」

「些細な理由です。あの男が私に欲情したり、私があの男の死を見たがったり。そんな感じですわ」

　やっぱりそうだったか。知りたいことは知ることが出来た。もう満足だ。どうせ証拠はないし、伯爵家の令嬢を訴追することは一兵士には荷が重すぎる。だけどかけられた魔法だけは何とかしなくちゃな。

「聖女よ……貴方に決闘を申し込む」

　貴族でない俺には本来決闘を申し込む権利などありはしない。だが、その時の俺はそんなことを考えている余裕すらなかった。

「まあ！」

　ユリアーナは嬉しそうに目を輝かせるが、周りの騎士たちはいきり立った。大声を上げて俺の無礼を責め立てる護衛騎士たちを黙らせてユリアーナは続ける。

「どうして決闘なのかしら？」

「私の心を弄んだからです。そして決闘に私が勝った場合は私に掛かった魔法を解いてもらいたい」

　ユリアーナは驚いたように目を瞠みはった。

「どうして？　魔法にかけられているはずなのに、私に魅了されているはずなのにどうしてそんなことが言えるのかしら!?　貴方……本当に面白いわ！」

　どうしてかだと？　そんなものクララ様がいるお陰に決まっている。あの人が近くにいたから何とか正気を保てたんだ。

「わかりました。その代わり条件はこちらが決めます」

　こうなったらとことんやってやる。

「先ず私は代理人を立てます。私自身は戦えませんからね。代理人はここにいる私の騎士たちですが構いませんか？」

　騎士の数は五人か。かなり厄介だがやるしかない。

「一対五とは大変そうだ。条件を飲んでもいいが、その代わり赤の決闘にしてもらいたい」

　俺の言葉にユリアーナはいよいよ興奮しだしたようだ。

「素晴らしいわ！　ますます貴方が欲しくなってきました。例え貴方が瀕死の重傷を負っても、ツェベライ家が懇意にしている治癒士に治療させるわ。安心して下さいね。ただし負けた時は私のものになるのですよ」

「いいでしょう。そちらが勝てば私は貴女の下僕となりましょう。ただし私が勝った時はかけられた魔法を解く。それでよろしいですね」

　単なる口約束に過ぎない。立会人や第三者がいないこの場所では、たとえ俺が勝ったとしてもユリアーナが約束を守る保証はどこにもなかった。だけど、それでもなお俺はユリアーナに決闘を申し込まずにはいられなかった。
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　ドレイスデンの城壁の厚みは二二メートルにも及ぶ。決闘をするのに何の支障もない広さだ。一人で五人を相手にしなければならない俺にとっては不利な地だともいえる。充分な広さが有るということは、それだけ簡単に囲まれてしまうからだ。せめて路地のような狭い場所で一人ずつ相手にしたかったが、そう都合よく事は運ばないか。決闘を言い出したのは自分だし、不利は承知の上での決断だった。こうなったら出し惜しみをしている余裕はない。自分の持つスキルの内容をことごとく知られてしまうことになっても最初から全力でいこう。




「カリーナ、ソーホスの治癒士を呼んできて頂戴」

　言葉少なに女装メイドの少年に命令しているユリアーナは実に楽しそうだ。目つきが妖しい程に爛々として、表情は愉悦に満ちている。腹が立つくらいに状況を楽しんでやがるな。




「我々の準備はできたぞ。いつでもかかってこい」

　あいつはホイベルガーとか言ったな。恐らくこの中で一番腕の立つのはあの男だ。護衛騎士のリーダーをしているだけのことはあるのだろう。幸い奴らは鎧をつけていない。俺のパラライズボールは木や皮などの絶縁体を通りにくいのだ。だから安物のウッドシールドとか革鎧が弱点だったりする。半面、金属製の鎧は問題なく通るので重いフルプレートを装備した騎士相手には強い。まだ棒を具現化することはしないで五人の騎士に向き合った。

「抜かないのか？　赤の決闘を所望したのはお前の方だぞ」

　ホイベルガーが馬鹿にしたように挑発してくる。腰につけた兵士用のショートソードを使う気はない。むしろ邪魔なくらいだ。剣だけ抜いて鞘は床に置いた。

「参る！」

　叫ぶと同時に剣を騎士たちが置いたカンテラに投げつけて灯りを消した。カンテラはもう一つあったが辺りの闇は大分濃くなる。

「貴様！」

　散開して包囲するように襲ってくる騎士たちの中で正面にいたホイベルガーに向けて特大のパラライズボールを放ち、そのまま横を通り過ぎた。後ろの方でドサリとホイベルガーの倒れる音がした。濃い尿の匂いもしてきたからショックでおしっこを漏らしてしまったのだろう。後々まで恨まれそうだ。

「今のはなんだ!?」

「こいつ、魔法が使えるのか？」

　警戒するように騎士たちは距離をとった。司令塔を失ったのが痛かったな。態勢を立て直すことなどしないで一気に全員で攻めてくればよかったのだ。左手に棒を作りながら右手で牽制のパラライズボールを撃つ。だが、それは騎士が身につけたバックラー（小型盾）にはじかれてしまった。金属製なので威力は通るが腕に装着するベルトが革製なので気絶させるには至らない。せいぜい腕が痺れているくらいのようだ。

「距離を詰めろ。接近戦ならこの魔法は使えない！」

　痺れた腕を押さえながら攻撃を受けた男が叫ぶ。包囲を逃れるように今叫んだ男の方へ走った。棒の先にはスタンガンのようにパラライズボールを纏わせてある。俺の突きはすんでのところで躱されてしまったが構わずにそのまま目的の場所まで走り抜けた。

「逃げるか!?」

　違う。俺の目的は床に置かれたカンテラだ。こいつを棒の先にひっかけて持ち上げ、灯りを消した。城壁の上の闇がまた少し濃くなった。

「囲め！　前後を固めて身動きを取れなくするんだ！」

　棒を構えたまま動かない俺を四人の騎士が取り囲む。だがそれは暗闇に乗じて俺が作り出したダミーだ。

「ぐわっ！」

　後ろからパラライズボールをくらった騎士の一人が叫び声をあげて倒れた。

「どうした!?　何が起こったんだ!?」

　ダミーを包囲している騎士たちは闇に潜む俺には気が付かないままだ。

「ふっ……俺の攻撃が見切れるか？」

　鼻で笑うダミーに貴族たちはいきり立った。

「馬鹿にしおって！　貴様が囲まれていることに変わりはない！」

　そんなに怒らないでやってくれ。ダミーは三〇秒ごとに「ふっ……俺の攻撃が見切れるか？」と鼻で笑うようにプログラムされているだけだ。騎士たちがタイミングを合わせてダミーへ攻撃を仕掛ける瞬間に背後からもう一発パラライズボールを撃つ。攻撃によりダミーは消えてしまったが更に一人の騎士を昏倒させることが出来た。残りは二人か。

「奴はどこへ行った？」

「剣先が当たった瞬間に消えてしまったぞ！」

　俺の位置は未だつかめていないようだ。新たなダミーを作り出し真っすぐ歩かせる。騎士たちは暗がりから突如現れ、無造作に間合いを詰めてくるダミーに集中していて俺の存在には気が付いていなかった。本物の俺は「ヤモリの手」で城壁の側面にへばりついて騎士たちの横へと移動する。

「なに!?　二人いるだと？」

　暗闇に紛れて近づこうとしたのだが途中で見つかってしまった。予定を変更してそのまま一撃を浴びせるが剣で払われてしまう。棒先が剣に触れれば麻痺させることも出来ただろうが受けられた場所が悪かった。

「気をつけろ！　光っている場所に触れると痺れるぞ！」

　見破られたか。だが、戦いの勢いはこちらにある。攻め続けると心に決めて、左足を一歩前に出して半はん身みに構えた。今までとは逆の構えだ。そして棒を肩で担ぐように右手で持ち、左手を騎士に向けて突き出し大きく開いた。相手にとっては左手が邪魔で棒をもった右手が見えないような形になる。これは「霞の構え」といって攻撃の軌道を見せないための構えだ。

「ふっ……俺の攻撃が見切れるかな？」

　ここでダミーと同じセリフを言って精神的な迷いを誘った。相手は俺が本物か分身体かを見極められずに戸惑っている。そして今回は霞の構えすらまやかしだ。鈍い音がして騎士の後頭部に剣の柄がぶつかり、騎士はそのまま大地に沈んだ。相手が構えに気をとられている隙をついてスキル「引き寄せ」で落ちている剣を手元に飛ばしたのだ。もちろん飛んでくる軌道の途中に騎士の後頭部をいれてだ。残りは一人。

「貴様、正々堂々と勝負をせんか！」

　五対一で戦うやつらに言われたくないぞ。一気に距離を詰めてきた騎士の剣を払う。大した使い手ではないのだが相手は真剣を振り回している。もしも身体に当たれば大怪我は免れない。その恐怖に耐えながら必死で棒を振るった。もう手の内はほとんど見せてしまった。ここら辺で技の応用でもしてみるか。棒術には蹴り技がある。これと麻痺魔法を組み合わせてみよう。今まで手や武器から魔法を放出したことはあったが足からの経験はなかった。敵の剣が棒を跳ね上げ間合いに飛び込んでくる。剣の柄を握った手に向けて麻痺魔法を込めた蹴りを放った。蹴りは過たず騎士の手に命中し、痺れた手は剣を落としてしまう。武器をなくし途方に暮れている騎士の鳩尾に突きを決めて勝負を終わらせた。




　流石に五人相手は疲れたよ。膝に両手をついて息を整えた。自分の身体をチェックしてみると、浅くだが二か所切られていた。分泌されたアドレナリンのお陰か痛みはあまり感じない。呼吸が整うとユリアーナと向かい合った。

「私の勝ちです。魔法を解いてもらいましょう」

「もしも嫌と言ったら──」
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　棒がうなりを上げて聖女の首にぴたりとあてられた。これ以上お喋りに付き合うつもりはない。ナイフを手にしたラーラという女が聖女を庇うように立ち塞がったが情け容赦なくパラライズボールをぶつけた。体を痙攣させながら倒れたラーラを見ても憐みの情は湧かなかった。

「決闘の約束を反故にされるのなら城壁から貴方を突き落として終わらせます」

　ここにいる全ての人間を殺す覚悟だ。そうしなければいろんな人に迷惑がかかるし、俺はこのままユリアーナに半分心を奪われたまま人生を過ごす気にはなれない。

「ヒノハルさんは私のことがお嫌いですか？」

　再び繰り返された質問に俺はきっぱりと答えた。

「あんたなんか大っ嫌いだ」

　心がふっと軽くなった気持ちがしてユリアーナが魅了を解いたのが分かった。

「帰ります」

　それだけ言ってユリアーナは一人で階段を降り始めてしまった。その後ろ姿を見ながら俺はやるせない気持ちになる。大嫌いと言ったはずだ。魅了チャームの魔法も既に解けている。それなのに俺の心はチリリと痛む。見えもしないのにユリアーナが泣いているのがわかった。吉岡の言葉が頭の中に甦る。




「ひょっとすると、先輩が気付いてないだけで元々好みのタイプだったんじゃないですか？　直観でそれをわかってしまったんですよ」




　自分でもわかっている。あんなひどい女なのに俺は聖女を嫌いになれない。理屈じゃないんだ……。彼女がしていたように空を見上げれば、見慣れてきたこの街の上に銀色の月が浮かんでいた。一人で眺めるには冬の月は冷たすぎる。出会い方が違えば俺たちは一緒にこの月を眺めることが出来たのだろうか？　そんな仮定は悲しく意味のないものだと思う。思っていながらもクヨクヨと思いは頭の中を巡った。
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　午前の巡回中にホルガーに渡りをつけ、これ以上の聖女の監視は必要ないと告げた。予想通りクンツ殺害にはユリアーナが関わっていた。これだけわかればもう充分であり、これ以上は関わり合いになる気もない。近づくにはあの女は危険すぎた。

　同じ理由からエルケの依頼も断るつもりだ。一緒に聖女の素行調査を頼まれていたが、もはやユリアーナには近づきたくはない。ティットマン通りのアパートへ行くとエルケが俺を待っていた。

「おはようございますセンパイさん。昨晩は大立ち回りでしたね」

「見ていたんだ」

「ええ。センパイさんに気づかれないように風下からね」

　エルケたちは聖女の動向を探っていたのだ。ユリアーナが動いたのならその後をつけてきて当然か。

「昨日のアレはなんですか？　いきなり戦闘が始まったもんですからびっくりしましたよ」

「あれは決闘だよ」

　俺はエルケにユリアーナが魅了チャームの魔法が使えること、クンツ殺害に関わったことなどを話して聞かせた。

「そんなことがあったんですね」

「ああ。というわけで俺はもう聖女に関わるのは金輪際ごめんこうむるよ。だからエルケさんの調査には協力できない」

　エルケは少し残念そうだった。

「センパイさんとならいい仕事が出来そうだったんですけどね。影の騎士団シャドウナイツにスカウトなんて話も出てるくらいですよ」

　能力を評価してもらえるのは嬉しいけど俺はクララ様の従者の方がいい。諜報活動なんて自分のため以外にはやりたくないよ。

「悪いけどそれは諦めてくれ」

「身体を使ってでもたらしこめなんて言われましたけど、魅了チャームが使える聖女が出来なかったことを私なんかが出来るはずもないですね」

　うん。エルケはエルケで色っぽくて好きなんだけど、俺はクララ様一筋だ。……吉岡なら簡単にハニートラップに掛かりそうな気がするけど黙っておくことにしよう。あいつの場合、本当に快楽に溺れてしまいそうで怖い。

「ところで聖女はやっぱりフランセアに嫁ぐことになるの？」

「さあ、今のところ最有力ではあるけど候補の一人ですよ。今回の報告で上がどう判断するかはわかりません」

　王子様は惚れているようだが、ザクセンスとしては問題のある貴族の娘を嫁がせるのは嫌がるかもしれないな。後々問題になって文句を付けられたらかなわないだろう。当初の予定通り王族の誰かが嫁ぐことになるのかもしれない。俺としてはユリアーナが遠い外国へ行ってくれた方が安心できていいのだが。

「まあ、世話になったよ。この前は拉致なんかしてごめんね。今後とも協力関係でいられたらありがたい」

「先に剣を突きつけたのはこっちだったからね、お互い水に流すことにしましょう」

「お詫びにマッサージでもしようか？」

「うっ、それはいらないわ。あれはマジでヤバいもん。私がセンパイさんに溺れてしまいそうで怖い！」

　俺たちは晴れやかな笑顔で別れることが出来た。ザクセンスでも屈指の情報収集能力を持つ組織とパイプが出来たことは俺にとってもプラスなことだ。エルケとの関係は大事にしていこうと思った。




　昼食に間に合うように兵舎へ戻ってくると、何やら中が騒がしい。ひょっとすると本部からお偉いさんでも来ているのかもしれない。巡回をさぼってホルガーやエルケに会っていたことがバレないようにしないとな。俺の姿を見てハンス君が駆け寄ってきた。

「あ、コウタさん！　ようやく帰ってきましたね。コウタさんにお客様ですよ」

　俺に客だと？　商人であるショウナイならともかく。コウタ・ヒノハルにお客なんて誰もいないはずだ。数少ない知り合いと言えばホルガーとエルケだが、その二人とは会ってきたばかりだ。

「聖女様ですよ。ユリアーナ・ツェベライ様がアンスバッハ様のお部屋でお待ちです」

　戦慄がはしった。まさか昨日の仕返しに来たのか？　しかもクララ様を巻き込んで。外套を脱ぎ、剣を外し、動きやすい恰好になって軽く屈伸する。大丈夫、俺は冷静だ。場合によってはここで戦闘になるかもしれない。クララ様に迷惑が掛かるのでそれだけは避けたいが相手の出方次第だ。どんな状況にも即応できるようにしておかないと。




　執務室の前には聖女の護衛騎士たちが立っていて、俺を見ると憎悪の視線を投げかけてきた。昨日の傷は跡形もない。治癒士にでも治療してもらったのだろう。

「何をしにきた？」

　手前にいたホイベルガーに聞いたが、奴は怒りのあまりプルプル震え、顔面が歪むほどの渋面をつくっている。せっかくのイケメンが台無しだな。

「私は何も聞いておらん。聖女様は中にいらっしゃるから直接お聞きすればよいだろう」

　すぐにでも剣を抜きたいところを必死でこらえているようだ。南地区の駐屯所で正当な理由もなく剣を抜くわけにもいかないか。麻痺魔法のせいでオシッコを漏らしてしまった恨みを晴らしたいとは言いにくいだろう。騎士たちを一瞥してドアをノックした。

「ヒノハル伍長です」

「ああ、入ってきてくれ」

　意外なことにクララ様の声はいたって普通だった。楽しげでさえある。




　室内に入ると、そこは廊下の雰囲気とはうって変わり和やかだった。クララ様とエマさんが並んで座り、その前に聖女が座ってお茶を飲んでいた。給仕をしているのはフィーネで、まるで女の子ばかりの貴族のお茶会に招かれてしまったような気恥ずかしささえ感じる。

「おかえり。ユリアーナ殿がコウタにお話があるそうだぞ」

　やましいことはしていないのにクララ様の笑顔に後ろめたさを感じる。秘密を持つってこういうことか。

「ヒノハルさん。昨夜は失礼をいたしました」

　椅子から立ち上がりユリアーナは俺と向き合って挨拶をしてくる。

「いえ。私になにかご用があるとか？」

　俺の硬い表情にクララ様もエマさんも当惑したような視線を向けてきた。

「ええ。まずはこれをお受け取り下さい」

　綺麗な布にラッピングされた箱をユリアーナが手渡してくる。

「私が焼いたケーキです。婆やに教わりながら初めて焼いたのですが、なかな──」

「お受け取りできません」

　手を一ミリも動かさずに俺は拒否の意を示した。

「ヒノハル殿、そのような態度はユリアーナ様に対してあまりに失礼ですぞ」

　聖女びいきのエマさんがなんとかとりなそうとするが無視した。

「他にご用がなければこれで失礼いたします」

　踵きびすを返して退出しようとするとユリアーナが声を上げた。

「ヒノハルさんは昨晩、私から女にとって一番大切なものを奪っていかれました」

　はあ？

「何を言って……」

「昨晩の貴方は熱く、激しく、私の心は深く傷つきながらも貴方に惹かれずにはいられませんでした」

　この腐れ聖女め……誤解を生むような発言を。だけど、その程度で動揺するもんか。

「私が貴方に決闘を挑んだだけの話。聖女様のお気持ちは私にとっては迷惑なだけです」

　ふん、はっきり言ってやったぞ！

　エマさんはどうしていいかわからないようにオロオロとしている。クララ様は……表情からは何も読み取れない。事の推移を静かに見守ろうとしているのだろう。でも部屋の気温が一度ほど下がった気がするが気のせいか？　昨晩のことはクララ様には一切話していない。あれは全て終わったことだから話すつもりもなかったが、そうもいかなくなってしまったな。ユリアーナは俺の態度を見ても更に言い募った。

「迷惑をかける気はないのです。ただ私はきちんとヒノハルさんに謝罪がしたかったのです。魔法をかけたこと、貴方のお気持ちを考えなかったことを……」

　質たちの悪いことに傍から見ればユリアーナは本気で謝っているようにしか見えない。俺でさえそう感じられてしまう。いかん、いかん、騙されてなるものか。

「どうぞ許して下さいませ」

　そう言うとユリアーナは靴を脱いだ。おい、まさか？　俺が止める間もなくユリアーナは両膝をついて跪き、両手を前で組んで、頭を垂れた。これは日本の土下座に相当するものだ。

「やめて下さい!!」

　こんな姿が見たいわけではないのだ。慌てて、ユリアーナを立ち上がらせる。

「謝罪を受け入れます。もう結構ですから。ですからもう私に関わるのはやめて下さい！」

　こちらが懇願したくなる。

「私はヒノハルさんと出会いからやり直したいのです。受け入れていただくためなら毎日兵舎の前まで来て、跪いて謝罪いたしましょう！」

　勘弁してくれ。こいつは新手の復讐か!?　聖女にそんなことをされたら都中の有名人になってしまう。こいつのファンはスラムの住人から王侯貴族や聖職者まで幅広くいるのだ。下手をすれば暗殺の対象にさえなりかねないぞ。

「わかりました。過去は全て……忘れましょう……もう勘弁してください……」

　俺は今日、生まれて初めてヤンデレの恐ろしさを知った。
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　謝罪を受け入れユリアーナに何とか帰って貰った。厄介な女に気に入られてしまったようだ。

「エマ、フィーネ、席を外してくれ。コウタ、何があったか聞かせてもらおう」

　クララ様の声がいつもより冷たく感じる。

「失礼しまぁす……」

　小声でもごもご言いながらエマさんとフィーネは退室していった。

「座ってくれ」

　大きくため息をついてからクララ様は俺に席を勧めてくれた。先程まで聖女が座っていた長いソファーだ。今は昼休みだから時間はまだまだたっぷりある。俺は細大漏らさず、すべてをクララ様にお話しすることにした。

「初めて下水路清掃の監督業務についたあの日、殺人の犯行現場で嗅いだ花の匂いが全ての始まりでした」

　俺が聖女に疑いの目を向けたこと、ユリアーナが魅了チャームの魔法が使えること、偶然城壁の上で聖女たちと出会い全ての事実を知り決闘に及んだことなどを話した。

　俺が話し終えるとクララ様は真っすぐ俺を見つめた。

「なぜ私に打ち明けてくれなかった？」

　少し遅くなってしまったが正直に話すしかあるまい。

「後ろめたかったのです。クララ様という方がいながら聖女に僅かとはいえ心惹かれてしまいました。魅了チャームのことは予想しておりましたが、自分の気持ちに確信が持てなかったのです」

「……」

　また少しだけ部屋の気温が下がった気がする。クララ様……。

「なぜ決闘した？」

「魅了チャームの魔法にいつまでも抗える自信がありませんでした」

「決闘に何を賭けた？」

　クララ様の目が怒りで燃えている。

「私が勝てば、私の魅了チャームを解くことを」

「コウタが負けた場合は？」

「私が聖女のものになると……」

　クララ様から冷気が迸り周囲が霜に覆われていく。

「もし！　もしコウタが負けていたら、私は何も知らないままそなたを失っていたのだぞ」

　確かに軽率なことをしたとは思う。

「申し訳ありませんでした。ですが、時間的猶予がなかったのです」

　クララ様の瞳から涙が零れ落ちていた。クララ様を悲しませないようにと動いていてこれだ。情けない。

「すみませんでした」

「もうよい。コウタは私のもとに戻ってきてくれた……」

「いいえ、よくはありません。ですがこれだけは信じて下さい。いついかなる時にも私の心を占領していたのは常にクララ様でした。聖女の魅了チャームに耐えられたのもクララ様がいたからなのです」

　立ち上がったクララ様の手が俺の頭の上に伸びてきた。そしてそのまま……優しく頭を撫でられた。お、俺は犬じゃないぞ！　……でも気持ちいい。

「もうよい。怒ってはおらぬ」

　一〇歳も若いクララ様に頭を撫でられながら怒ってはいないと言われて安心している俺って……。でも気持ちがいい。クララ様が俺の隣に座り、手に力を入れて自分の方へ引き寄せてきた。俺よりずっと力強くてとても抗えない。

「クララ様？」

「そのまま力を抜いて、こちらへ……」

　なされるままに膝枕をしてもらう格好になってしまった。

「これは？」

「……お仕置きだ」

　ご褒美の間違いではないのか？　昼の執務室で上司の膝枕……。凄く嬉しいけど誰かが来たら拙いです。

「どうしたのですか、クララ様？」

「やらん」

「はい？」

「コウタは私のものだ。誰にも渡さない」

　聖女のせいでクララ様が少しだけ大胆になっている？　嫉妬心が煽られてしまったのだろう。嬉しいけど……いいのかな？

「この時間の執務室でこんなことは──」

「少し黙っていてくれ」

　頭を優しく掴まれたまま、クララ様の桜色の唇に口を塞がれてしまった。




　……………………………………………………………。




　いつもよりずっと長めのキス。それだけ悲しい思いをさせてしまったのかもしれない。もう一度俺は反省した。唇を離したクララ様は恥ずかしそうに横をむいてしまう。そんな仕草が可愛すぎて頭に触れていたクララ様の手に自分の手を重ねた。

「どこにもいきませんよ。ちゃんとクララ様のおそばに控えています」

「……うむ」

　握った手を優しく引いて促すと、クララ様はようやくこちらを見てくれた。





[image: ]






　家庭教師のラーラは最終的な段取りの説明をしようとユリアーナの居室へとやってきた。

「お嬢様、準備は万端整っております。今夜の計画をご説明したいのでお時間をいただけますか？」

　だが、ユリアーナはラーラの言っている言葉の意味が分からなかった。

「計画？　何の計画だったかしら？」

「エモーツェル神殿への断罪でございます」

　断罪盗賊団は昨日延期されたエモーツェル神殿に押し入る予定だった。首領としてユリアーナも参加することになっている。

「ああ、そんなこともありましたね。ですが、私は忙しくなりました」

「はあ……」

「コウタさんにクッキーを焼いて差し上げるのですもの。明日の朝一番に兵舎へお届けしなくては。男心を掴むにはまず胃袋を掴むのが大切なんですって」

　盗賊団の活動は危険が伴うのでラーラとしてはユリアーナがついて来ない方がありがたい。

「畏まりました。仕事は実働部隊に任せます」

「ええ、お願いね。あそこの司教は若い僧を『教ちょう戒かい』の名のもとに慰み者にしていたそうよ。聖塔にロープで縛りつけて。私にも何度か舐めるような視線を寄こしてきたの。しっかり断罪してきてね」

　聖塔とはノルド教のシンボルに当たる四角錐だ。キリスト教にとっての十字架みたいなものにあたる。そう考えればエモーツェル神殿の司教という男がどれだけ背徳的かはお分かりいただけるだろうか。神殿のシンボルに少年や少女を縛り付け、その体を欲望のままに弄んでいるのだ。

「荘園から上がる税金もかなり着服しているようですしね」

「ええ。しっかりと断罪を頼みます。……なるべく他の人は傷つけないように」

　ラーラは深々と頭を下げた。

「さあカリーナ、厨房へ参りましょう。貴女も一緒に作りたいのでしょう？」

「そんなことは……」

　メイドは顔を真っ赤にしている。

「嘘をついてもすぐにわかりますよ。カリーナが年上好きなんてちっとも知りませんでしたわ」

「そ、そんな……」

「貴方、コウタさんが決闘を申し込んできた時に、彼の心配をしていたでしょう？　バレバレでしたよ」

「うぅ……」

「コウタさんがやられる様を見せるのは可哀想と思い治癒士を呼びにやらせたのです。けれどもコウタさんはあのご活躍。戦っているお姿を見たらカリーナはますます彼に入れ込んでいたでしょうね」

「もうご勘弁くださいまし」

　メイドは消え入りそうな声で訴えた。公太の預かり知らぬところでコウタに密かな思いを寄せる女装少年がいたようだ。

「ねえ、クッキーの種に唾液をまぜてしまわない？　それをコウタさんに召しあがって頂くの」

　ユリアーナはいかにも名案を思い付いたといった具合にはしゃいでいる。

「お嬢様！　そんなはしたないこと……」

「あら、カリーナはやりたくないの？」

「それは……」

　カリーナは赤くなって固まってしまう。その姿はどこからどう見ても可憐な少女なのだが、中身はつくべきものがちゃんとついた男の子だ。

「うふふ、遠慮することないわ。カリーナも一緒に混ぜましょう」

「ユリアーナ様ぁ……私はユリアーナ様も大好きです……」

　ユリアーナはカリーナの頭を引き寄せて撫でつけた。

「わかっているわ。私たちは仲良しですものね。さあ二人の愛を込めたクッキーを焼きましょうね」

　ラーラはそんな二人の遣り取りを慈愛に満ちた眼で見ている。ここにいるのは世間の普通から少しずれた人たちばかりだった。


《了》
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　ザクセンス王国にも望遠鏡というものは存在している。ただしその精度は悪く、粗悪な品が多い。そのくせ値段はやたらに高いときている。ちなみに地球における屈折望遠鏡の発明は一六〇八年だそうだ。作ったのはオランダのリッペルハイ。……ずっとガリレオ・ガリレイが発明したものだと勘違いしていたよ。吉岡に指摘されるまで気がつかなかった。ガリレオも自作の望遠鏡をたくさん作ったそうだけど発明したわけではないんだね。

　それはともかく、一五世紀のポルトガルから始まった大航海時代前半には、まだ望遠鏡は存在しなかったわけだ。コロンブスが大西洋横断の航海に出たのが一四九二年だったよな。中学の歴史の授業で「意欲に燃えて１４９２」と習ったぞ。ということはコロンブスは望遠鏡なしで船旅をしていたというわけだ。てっきりその時代の航海では当たり前のように望遠鏡を使用していたと思っていた。俺の中では、船長というのはキャプテンハットを被り、腰にはカトラスとピストルをねじ込み、望遠鏡を覗き込んでいるというイメージだったのだが、これは大航海時代が始まって百年以上経ってからの話だったようだ。

　なんでこんな話をしているかというと、俺とクララ様と吉岡はアミダ商会の新商品について検討中だからだ。

「やっぱり地球産の望遠鏡は不味いかなぁ？」

　俺としては各国のパワーバランスを崩してしまいそうで販売には慎重になってしまうのだが吉岡は気にしていないようだ。

「どうせ、もう望遠鏡はあるんだからいいんじゃないですか？　暗視ゴーグルとかを売るわけじゃないし。それに諸外国にも平等に売りつけてやればパワーバランスは壊れないですよ」

　バランスは壊れないだろうけどさ……。これまでザクセンスのレンズは宝石や水晶を磨いて作られていたのでとても高価だった。しかし、近年では透明なガラスも開発され、これをレンズに加工する技術も進歩しているそうだ。安価なガラスレンズのおかげでザクセンスの望遠鏡作成レベルも上がっていくことだろう。吉岡の言うとおりなのかもしれない。

「クララ様はどう思われますか？」

　日本で購入してきた双眼鏡を手渡しながら聞いてみた。この世界にあるのは単眼の望遠鏡だけで双眼鏡はないという話だ。ザクセンス産の望遠鏡もあるのだが、持っているのは軍のお偉方や提督レベル、一部の研究者くらいのものなので、クララ様も実物を触るのは初めてだそうだ。




「ふむ、ここから覗けばいいのか？　……コウタが小さく見える！」

　基本的な天然ボケをかましてくれるクララ様が可愛い。

「反対ですよ。小さなレンズの方から覗くのです」

　窓のところまで連れて行って双眼鏡の使い方を説明した。

「ここから城壁が見えるでしょう？　あそこを見てみましょう」

「なにやらぼんやりとしているな」

「はい。見る方向が決まったら真ん中のダイヤルを回転させて焦点を合わせます」

　クララ様は慎重な手つきで操作していく。

「おお！　城壁の上の兵士の姿がくっきりと！」

　今渡した双眼鏡の倍率は八倍で視野がとても広い。これなら初めて双眼鏡に触れる人でも比較的楽に扱えて、さらにこの世界では再現の難しい手ぶれ補正機能も付いているのだ。ザクセンスで売られているような粗悪品とは比べることもできないほどクリアな画像を得ることができる。しかも長時間使用していても眼が疲れにくかった。ザクセンス産の望遠鏡を俺も使ってみたけど、光軸があってないのかしばらく見ていると頭がクラクラしてしまった。

　今回はこの他にも単眼鏡や天体望遠鏡など数種類を購入して持ってきていた。

「コウタ、これはアミダ商会で販売するのは難しいかもしれない」

　クララ様は双眼鏡から目を離さずに告げてくる。

「どういうことでしょうか？」

「これほどのものとなると国が販売を制限すると思うのだ」

　なるほど。確かに望遠鏡は有用だ。前述のリッペルハイが望遠鏡を発明したオランダでも、政府は製造技術流出を厳しく制限して、独占しようとしたそうだ。ザクセンスが同じ考えを持ってもまったく不思議はない。たとえザクセンス王国に専売できたとしても自由な商売は望めそうにないし、国にうるさく言われるのは気が重い。俺は大儲けがしたいわけではないのだ。

「なんか、面倒そうですよね……」

　吉岡も同じ気持ちらしい。

「絶対に国のお偉方が納期とか生産台数とか、ゴチャゴチャとうるさく言ってくるんだぜ。やっぱり軍事に利用できそうなものはパスだな」

「はい。監視とかされたらたまりませんよ。これは僕らの趣味として使いましょう」

「覗きはするなよ……」

「しませんよ。自分はバードウォッチングをですね……」

　よく言うよ。たった今、女性兵士の宿舎の窓を見ていたくせに。

「ところでコウタ、この魔導砲のような物も望遠鏡なのか？」

　クララ様はテーブルの上に置いた小型の天体望遠鏡を指し示した。すっかり望遠鏡が気に入っているようだ。

「それは星や月を観察するための道具です」

「星や月を？」

　今ひとつピンときていないようだ。

　ザクセンス王国でも星々の運行は古代から観察されている。宮廷には星見司という役職があるくらいで、代々スピノザレ伯爵家の当主がこの職の長官を務めているくらい権威のある仕事だ。人々は星々の運行を観測して暦や時刻を測り、農耕に欠かせない農業暦を作ってきた。だけど星そのものを観察するという文化はまだ形成されていないようだ。クララ様も月の表面をみたらびっくりするかもしれないな。俺も少し興味がある。地球における月の観察はしたことはあるけど、ザクセンスの月は見たことがないもんな。

「クララ様、今晩これを使って天体観測をしに行きませんか？」

「天体観測？」

「夜空の星や月を見に行くのですよ」

　ザクセンスでは光害も大気汚染もない。さぞや美しい空を見ることができるだろう。

「それは……素晴らしいな」

　頰を赤らめながらクララ様が笑顔を見せてくれた。

「えーと……吉岡も行く？」

　礼儀として聞いておく。

「行くわけないでしょう。フィーネと美味しいものでも食べて待っていますよ。も～げろ、もげろ～♩　リア充もげろ～♩」

　そりゃあそうだよね。二人には空間収納からステキディナーを提供することとしよう。




　夜の八時を過ぎてから俺とクララ様は南門から城壁に登った。周囲には人の気配はなく、俺たちの靴音だけが石の壁にこだましている。この星々の海の中にいるのは俺たち二人だけだった。

「すぐにセットしますね」

「うん。何か手伝えることはあるか？」

　クララ様にも手伝ってもらって望遠鏡を据え付けた。

　倍率の高いレンズでいきなり星を視界に収めるのはとても難しいそうだ。吉岡のアドバイスに従って簡単に見られる月を観察することにした。見上げた月は上弦の半月だ。あれだけ大きければ俺でも大丈夫だろう。

　広角レンズを使って月をとらえると、俺が予想していたよりもずっと眩しくてびっくりしてしまった。宇宙の闇を切り裂いて現れた月の姿は地球の月によく似ていた。待ちきれないのかクララ様が俺のすぐ後ろにくっついてくる。

「どうだ、コウタ？　見えたのかな？」

　いつになく子どものように興奮しているのがわかる。この人は非常に好奇心が強いのだ。普段は騎士らしくあろうとストイックに自分を抑制しているのだが、二人きりになると無邪気な部分が顔を見せる。俺にはそれがたまらなく嬉しい。

「さあ、ご覧ください」

　クララ様は気持ちを落ち着けるようなゆっくりとした動作で望遠鏡を覗き込んだ。

「っ……」

　感動に息を飲む音が聞こえた。あまりの光景に声もあげられないようで、目尻には涙が光っている。

「クララ様はこの世界で初めて望遠鏡を使って月を見た人になりましたね」

「……」

　クララ様は無言のままに月を眺めている。俺はそんなクララ様に見とれていた。

「あっ……」

「どうされましたか？」

「月が見えなくなってしまったのだ」

　静寂が支配する冬の夜では時間が止まったかのような感覚に陥る。だけどそれは俺の気のせいに過ぎなかった。月は想像もできないほどの速さで地球の周りを公転しているのだ。時はその歩みを止めることなく、今も世界は動き続けている。固定された望遠鏡では月の姿を見失うのは当然なのだ。

「月が移動してしまったのですね。もう一度合わせてみましょう」

「よいのか？　コウタは寒くないか？」

　クララ様は申し訳なさそうに俺を見ているが、本当はもっと天体観測をしていたいようだ。俺の前では素直に、我儘になって欲しいな。

「大丈夫ですよ。すぐに合わせますからね」

　この望遠鏡にはレンズを覗き込みやすいように直角プリズムがつけられている。これのおかげで膝をついたりせず、楽な姿勢で観測ができる。俺は少しだけ上体を折り曲げて望遠鏡を覗き込んだ。月はすぐにレンズの中におさまり、再び眩しい光が俺の目をさす。

「さあ、見えましたよ」

　上体を起こした俺にクララ様が体を預けてきた。

「クララ様？」

「少しだけ、このままで……」

　消え入りそうな小さな声を聞きながら、やや凍えた体を優しく抱き寄せた。触れ合った部分に灯がともったように、暖かさがそこから広がっていく。

「このまま二人で月まで飛べてしまえたら……」

　残念だが俺のスキルでもその夢は叶えてあげられない。

「申し訳ございません。さすがにそれは……」

　冗談めかして言うと、クララ様は少し頬を膨らませて俺の顔を見た。

「そ、そういうことではない。月まで飛べればというのは……」

　わかっていても意地悪したくなってしまう俺はまだ子どもなのかな？

「飛べればというのは？」

「それは……言い換えれば……」

「言い換えれば？」

　クララ様はキッと俺を見つめてから視線を逸らした。

「言い換えれば、コウタを……愛しているということだ」

　月光はまばゆく、城壁に二人の影を濃く落とす。少し離れていた影は重なり、今一つになった。世界は目まぐるしく動き、永遠はどこにもない。それでも二人は求め合う。二人の魂がそう欲するから。





《特別収録／Ｆｌｙ Ｍｅ Ｔｏ Ｔｈｅ Ｍｏｏｎ・了》
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　私が書斎と呼びならわしている物置小屋で小説を書き始めてから一年の月日が経ちました。小説自体はもっと前から書いていたのですが「千のスキルを持つ男」の書籍化が決まってから、より集中して書けるように移った次第です。母屋と比べて本当に作業が捗るかといえば微妙なところですが、この部屋で日々妄想を膨らませ続けております。アメリカの児童文学に「マジックツリーハウス」という有名なシリーズ物があるのですが、皆さんはご存知でしょうか。ペンシルバニア州に住む兄妹が木の上に不思議な小屋を見つけます。このツリーハウスから二人は様々な時代や場所へタイムスリップして、たくさんの冒険をするというお話です。私の物置小屋もこのマジックツリーハウスのようなものかもしれません。庭の片隅にある古い物置小屋から私はザクセンス王国へと足繁く通っているのです。今日も春のぬかるんだ土を踏みしめて私は秘密の扉へ向かいます。山奥にある私の家では桜はまだ蕾すらつけていません。ザクセンスは夏だというのに……。

　物語は宿敵（？）であるヤンデレ聖女様との間に一応の決着をみました。ですが、この聖女様は諦めの悪いお方です。嬉々としてクッキーを焼く姿からもわかるとおり、ちっとも懲りていらっしゃらない。ようやく身分の差を越えて結ばれかけているコウタとクララの邪魔をし続けるのでしょう。ひょっとしたら恐ろしい逆襲を計画しているかもしれませんね。新しい商売も順調なのですが日野春公太の人生は順風満帆とはいかないようです。まだまだ波乱含みの恋愛事情ではありますが、読者の皆様には暖かくコウタとクララの恋の行く末を見守っていただければと願っております。

　ベタベタな恋愛小説を書く私でも「愛は永遠ではない」ことをよく知っております。だからといって「愛する人と共有する時間」を持つことの大切さを否定することはできません。日野春公太が離婚という経験を経て感じたのは「愛する人との共有する時間」、もっと言えば「今」（クララ）を最優先することだったのかもしれません。「今」という時間を最大限幸福にするために公太は「千のスキルを持つ男」を目指すのです。




　この物語を共有する貴方へ感謝を込めて


三月下旬　長野文三郎










長野文三郎

NAGANOBUNZABUROU




長野文三郎と申します。この度、空想の世界より地球に転移してまいりました。よろしくお願い致します。あれ？　転移してきたのにチートはないんですか!?
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